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    プロローグ　ミッドナイト、パイルアップ


    



    



    　そこは、街を南北に二に分ぶんする川沿いに建てられた倉庫のひとつ。


    　とある工房が資材の保管のために利用していたものだが、二十年ほど前にオーナーが作業機械に押し潰つぶされる事故で死亡。工房を含めた資産の相続で遺族同士が揉もめに揉めて、今も決着がつかず係争中。結果として、この場所は二十年間ずっと放置されることとなった。


    　二十年前、つまり第二次世界大戦よりも前のことで、死んだ工房主の遺族たちも、財産目録の隅に載せられたカビくさい倉庫のことなど、とっくに忘れていることだろう。


    　だからといって、誰かに忘れられた場所は、誰からも見捨てられた場所とは限らない。


    　何ものにも使い道はあるものだ。


    　たとえば、違法な仕事に手を染める人間たちの密ひそかな集会場、とか。


    



    　夜の倉庫に集まったのは、変わった風ふう体ていの集団。


    　倉庫内に並ぶ棚の間で、銃じゆう器きや爆発物の入った荷物を運ぶ六人の男たち──男、とわかるのはあくまで肉体的特徴からで、その顔はわからない。全員が、妙なものを頭にかぶっているからだ。ボール紙で作られたらしいハリボテ。覆ふく面めんというより、かぶりもの、と表現するのが一番近い。よほど不器用な人間が作ったのか、どれも残念な形状をしていた。


    「おい、ジョーンズ」と、毒々しい紫むらさき色のかぶりものをした男が別の男に言った。「お前の体臭はキツすぎるからコロンを使えって言っただろうが。まだ臭におうぞ」


    　ジョーンズと呼ばれた男は作業台の上の銃をいじる手を止めて、不気味な球状の、緑色のかぶりものの正面（目に当たる部分に穴が開いている）をそちらに向けた。


    「てめえこそ、名前で呼ぶなって何度言わせる気だ？　なんのために俺おれたちが果物のマスクで顔を隠してると思ってる？　警察にガラが割れないようにだろうが、マヌケ。仲間を呼ぶときはちゃんとコードネームを使え、ミスター・グレープ」


    　葡ぶ萄どうにしては、あまりに毒々しい色と形のかぶりものをした男は舌打ちをして言い返す。


    「じゃあ教えてくれや。お前のコードネームはいったいなんだ、ミスター？」


    「見りゃわかるだろう」


    「……カボチャか？」


    「カボチャは野菜だろうが！　ナシだよ！」


    　葡萄頭の男は困った様子で、デコボコした緑色の頭部を眺めた。……どう頑張ってもナシには見えない。他の男たちも、この事実についてひそひそと話をしている。「俺もカボチャかと思ってた」という声がどこからか聞こえた。


    　そのとき、倉庫のドアが激しく開かれる。


    　七人全員の視線が集まる中、外の闇やみ夜よをかき分け入ってきたのは、汗まみれのみすぼらしい男。


    「誰だっけ、あれ」と、桃ももらしきピンクのハリボテの男がつぶやく。


    「ミスター・バナナだ」と、メロン頭が答える。


    　イチゴ頭の男が近づいていき、


    「おい、バナナ。マスクはどうした。遅刻の言い訳も聞きてえな。前の仕事がうまくいったのは全員がルールを守ったからだ。今回も同じ流儀で行くと話し合って決めたはずだ。薄気味悪い怪人フリークスどもの真似をすりゃ誰だってビビり上がる。だから果物のマスクを持ち寄って──」


    「助けてくれ！」


    　ミスター・バナナは悲壮な表情で叫んだ。よく見れば、全身に擦すり傷や、衣服のほつれがいたるところにある。


    「襲おそわれてるんだ！　レモンとオレンジがやられた！　次は、次はきっと俺おれが……」


    「おい、待て」とメロン頭が遮さえぎる。「お前のそれ、なんだ？　左足に巻き付いてるの」


    　全員の注意が、男の左足首に集まった。足首には、錨いかりのような形状の錘おもり付きロープが巻き付いている。ロープは倉庫の出入り口の向こう、闇夜から伸びていた。


    　男の顔が絶望に歪ゆがむ。


    　たるんでいたロープがいきなり引っ張られて、男が地面に這はいつくばる。


    「た、助けて！　助けてぇ！」


    　虚むなしい嘆たん願がんを繰り返しながら、ミスター・バナナの体が猛烈な勢いで外に引っ張られていく。止める間もなく彼は倉庫の外へと引きずり出され、両開きの扉とびらが無慈悲にも閉じられた。


    　残された男たちは呆ぼう然ぜんと立ちすくむ。


    「今のは──」


    　前触れもなく、倉庫の照明がすべて落ちた。仲間の不幸な退場の後を襲った、突然の暗闇。立て続けに起きた予想外の出来事に、男たちは大いに慌あわてふためいた。


    「おい、なんだこりゃあ！」


    「何も見えねぇぞ！　ガス漏れか!?　だったらやべぇ！」


    「ここの明かりはガス灯じゃなく電気だろが。発電機の異常だよ。ランプをつけろ」


    　ぼんやりとした明かりが灯ともり、男たちの姿を照らし出す。ランプを手にした葡ぶ萄どう頭の男は仲間の数を確かめてから、ベルトに挟んでいた拳けん銃じゆうを抜き出した。


    「よくわからんが何かマズそうだ。備えはしとくぞ。……おい、ピーチ！　何ボサッとしてやがる！」


    　ピンク色のかぶりものをした男は怒鳴られたことにも気づかない様子で、何かを見上げていた。棚が陰をつくっているため、彼の目の前に何がいるのか、ほかの男たちにはわからない。


    「何やってんだ？　お前──」


    　誰かが声をかけた瞬間、何かがミスター・ピーチの胸むなぐらを摑つかんだ。「アアーッ」という悲鳴を残して、桃もも頭の男は闇やみの中に引きずり込まれていった。


    「お、おい、どうした!?　今のは何だよ！」メロン頭の男が、暗闇に消えた仲間を追う。


    　しかし、彼もすぐに「ヒヤァアーッ」という悲鳴とともに消えた。


    　残された三人が、言葉を失って立ちすくむ。目の前で三人の人間が消された。何かがいる。ミスター・バナナが連れてきてしまった、何かが。


    「……どうする？」


    「お前、ちょっと見てこい」


    「ふざけんな。てめえが……」


    　暗闇から飛んできた錘おもり付きのロープが、男の腰に巻き付いた。すぐにロープが引かれ、男は闇の中へ消えていく。「ワァアーッ」の悲鳴が、わずかな残響を最後に途絶える。


    「…………」


    　残ったのは二人。無駄口を叩たたく余裕すらない状況をようやく認め、銃じゆうとランプを構えて背中合わせになり、周囲に警戒の目を向ける。


    　二人それぞれが別の方角を見張っているにもかかわらず、二人は同時に敵を見た。


    　一人が見たのは、暗闇の中に浮かび上がる巨大な単眼。ぼんやりとしたレモンイエローの光が、暗闇から彼をにらみつける。


    　もう一人が見たのは、ランプの光に反射する三つのレンズ。くるくると、照しよう準じゆんを合わせるように動いている。


    　二人は同じ恐怖の叫びを上げながら発はつ砲ぽうした。ろくに狙ねらいもつけずに放たれた銃じゆう弾だんは虚むなしく的まとを外し、あるいは命中して装甲にはじかれる。


    　単眼の主ぬしは巨大な鎧よろいに身を包んだ巨人。銃弾を少しも意に介することなく突き進み、ナシのかぶりものに鉄てつ拳けんを叩きつける。ちゃちな作りのハリボテはぺしゃんこに潰つぶれ、男の鼻び骨こつも同様に叩きつぶされた。


    　その背後では、錘付きのロープに足をとられた葡ぶ萄どう頭の男が仰あお向むけにひっくり返されている。ロープをほどこうともがいている内に、敵は彼のすぐそばまで来ていた。


    「よう、いい夜だな！」


    　これも挨あい拶さつだとばかりに葡萄頭が蹴けりつけられ、さらに踏みつけられる。地面と靴底に挟まれて、葡萄の房がぎゅうと潰れる。


    「果物狩りには最高の夜だ。俺おれの相棒はポンチが大好きでね」


    「ニコラス・ザ・ジャグラー!?　てことは……」


    　蹴倒されて手て錠じようをかけられながら、男は仲間を殴り倒した巨人を見上げた。


    「ブラスマン・ザジ……バスカーズか！」


    「ご名答。正解者は法律と人権についてたっぷり考えられる場所にご招待、っと」


    　顔の左半分を三連レンズのついたクラフトで覆おおい、左耳には奇妙な形のピアスをつけた奇術師ジヤグラー──ニコラス・ハルトゼーカーは、二人の男を簀す巻まきにして転がしてから相棒を呼んだ。


    「ザジ、警部殿に連絡してくれ。フルーツ強盗団を壊かい滅めつさせたってな」


    「く、くそっ」葡ぶ萄どう頭の男が芋いも虫むしみたいに蠢うごめきながら、うめく。「なんで俺おれらみたいな小物を狙ねらうんだ！　バロン・ガトリングとかグレート王みたいな大物を追いかけてりゃいいだろ！」


    「そういうのはトライデントの仕事だ。俺たちはもっと楽に稼かせぐ」


    　言ってから、ニコラスは相棒のザジのほうを振り返る。


    「どうした？」


    「……、………………。」


    「……一人足りない？」


    　足音が暗くら闇やみの中でひびいた。倉庫内に並ぶ棚の陰から飛び出した男が、扉とびらを蹴け破らんばかりの勢いで外に飛び出していく。頭にはパイナップルらしきハリボテがあった。


    　ニコラスが手のひらで、ザジの背面装甲を叩たたく。


    「警部殿にはこの場所だけ知らせておこう。駆かけつけた警察がこいつらを確保したところへ、もぎたてパイナップルをデリバリーだ。行け、ザジ」


    　騒々しい足音を立てて、ザジが走り出した。その巨体に似合わない速度なら、先の男にはすぐに追いついてしまうだろう。


    　ニコラスも相棒の後を追って、走り出し──すぐに戻ってきた。二人の男に尋ねる。


    「気になるから教えてくれよ。お前らのチーム名って何？　フルーツパーラーズ？　それともＦ‐ＭＥＮ？」


    「ネ、果汁頭ネクターヘツズ……」


    「ふーん、悪くないな」


    　感想を述べてから、ニコラスは相棒の後を追った。


    　質問に答えたナシの男は、ハリボテの破れ目から照れくさそうに笑ってみせる。


    「わ、悪くないってさ……へへ」


    　葡萄のハリボテの中から、ため息が聞こえた。


    



    
      ◆

    


    



    　夜の倉庫街を駆けながら、ニコラスはゴーグルに仕込まれた無線機を使い、指示を飛ばす。


    「まだ手こずってるのか？　…………なるほど。確かに、街と市民に被害が出るのは面白くない。警察の機嫌が悪くなるからな。わかった。俺が行くからいつもの川岸まで追い込め」


    　通信を切ったニコラスは、脳のう裏りにこの周囲の地図を思い描えがいた。相棒と打ち合わせた川辺の空き地を目指し最短距離を走る。


    　……と、曲がり角で危あやうく誰かとぶつかりそうになった。思わず立ち止まる。


    　こんな夜中に、人通りの少ない場所だというのについてない──ニコラスは皮肉のひとつでもぶつけてやろうとにらみつける。相手はオリオンブルーの長髪を持つ、ゴーグルとヘッドギアの少女──街では知らぬ者のないその姿は、ウンディーネ・エンプレスのものだった。


    「あ」


    「……どうしてあなたがここに」


    　静かに言いながら、少女は手首のスプリンクラーをニコラスに突きつける。それがどれだけ危険なものかを知っているニコラスも、負けじと小型拳けん銃じゆうの銃口を相手に向けていた。後出しにもかかわらず、曲きよく芸げいじみた素早さで。


    「武器を構えながら人にものを尋ねるのがトライデントの挨あい拶さつなのか？」


    「相手によるわね。たとえばあなたのような……」


    「『半分ハーフ』って言葉を使ってみろ。本当に撃つからな」


    　ウンディーネは口をつぐんだ。ニコラスの右目から彼の本気を察したのかもしれないし、あるいは先日、実際に撃たれたのを思い出したのかもしれない。


    　かといって、スプリンクラーを下ろしたりはしなかった。


    「……わたしがあなたに聞きたいのは、何の目的でここにいるのかということよ」


    「スチームシーカー、バスカーズとしての仕事だ。強盗団の一味を追いかけてる」


    「本当かしら？」


    　不信感そのものといった表情で念を押すウンディーネに対し、ニコラスはいかにも忌いま忌ましげに右の半顔を歪ゆがませて、


    「信じる信じないは勝手にしろ。お前こそ、ここで何してる」


    「わたしもトライデントの仕事よ。指名手配中の怪人フリークス、バロン・ガトリングを追っているところ」


    「本当に？」


    　わざとらしく尋ねるニコラスに、ウンディーネは笑え顔がおで「凍らせるわよ？」と答えた。目はぜんぜん笑っていない。


    「それにしちゃ仲間が見当たらない。サラマンダーはどうした？　息を殺して、俺おれを背中から不意打ちする機会でも狙ねらってるのか？」


    「安心してちょうだい。それならあなたはとっくに黒くろ焦こげになってるはずだから。今、彼女はバロン・ガトリングを狩り立ててるところよ。市民の被害が出ないよう、川辺にね。あなたこそ、相棒はどうしたの？」


    「……逃げ出した強盗の一人を追い込んでる……川辺に向かって」


    　二人の脳のう裏りにまったく同じ、嫌な予感がよぎる。


    　サラマンダーは、街一番の力を持つミスティック能力者でありながら、知性をどこかに置き忘れてきた馬ば鹿かである。


    　片や真鍮男ブラスマンのザジは、無口で威圧的な外見のためにとにかく誤解されやすい。路上強盗と間違われて、サラマンダーに襲おそわれた前例がある。


    　現在進行中かもしれない危機に気づいた二人は、同時に武器をおさめ、無線を使って仲間に呼びかけた。


    「ザジ！　行動中止！　俺おれがいいと言うまで動くな！」


    「サラマンダー！　バロン・ガトリングの追跡は!?　ちょっと！　あなたまたテスラ・オイルを切らして──」


    　ドンッ！　という爆発音が、夜の街を揺るがした。


    　ニコラスとウンディーネが、音のした方向を仰あおぎ見る。


    　炎で照らし出された街の一角。そこから黒こく煙えんが立ち上っていた。


    



    



    　ここはアメリカ合衆国ペンシルベニア州、ビザーバーグ。


    　蒸気と機械と不思議と、怪人フリークスの街。

  


  
    一章　ストレンジベッドフェローズ


    



    



    　ビザーバーグは、街を流れるジグボーン川によって南北に両断されている。川にはいくつもの橋が架けられているが、その中で最も巨大なものがグルケブリッジ。街の地理的な中心であるこの橋には、世界でも類を見ない巨大橋上建築ジグボーン大学が存在する。


    　大学の周辺──すなわちグルケブリッジの南北両岸には、蒸ク気ラ機フ械トを扱う工房や、部品を扱う商店が多く軒のきを連ねている。クラフト研究が盛んなジグボーン大学の影響と言うべきで、合衆国有数の工房街として有名だった。


    　川の北岸、大学の北西部にある地区の名はサングドンといい、ここも工房街のひとつである。奇術師ジヤグラーと真鍮男のコンビ、バスカーズのねぐらは、この中にあった。


    　赤あか煉れん瓦が造りの二階建て。形はほとんど正方形に近く、一階部分は玄関と隣り合って武ぶ骨こつなスチールシャッターのガレージがある。ザジ曰いわく、「素敵な煉瓦のお家が台なし」のこのシャッターは、家主の許可を得てニコラスが改造したものだ。


    　ガレージは現在、バスカーズのメカニックを担当するニコラスの仕事場になっていて、ザジが着用する鎧よろいのメンテナンスもここで行おこなわれる。


    　トライデントとの不幸な遭そう遇ぐうというアクシデントから生還した二人は、まずガレージに直行。ニコラスが作業道具を用意している間に、ザジは鎧よろいの背部装甲のハッチを開いた。


    　鎧の単眼は光を失い、全身あちこちが煤すすにまみれ、あるいはへこんでいる。うなだれたように前まえ屈かがみになった鎧の背中から、しなやかな肢し体たいを持つ少女が抜け出てきた。


    　留め具でまとめた髪は輝かがやくレモンイエロー。体に密着するボディスーツを着ているせいで、均整のとれたラインがはっきりと浮かぶ。顔は小さく、しかし長いまつげに縁取られた瞳ひとみはくっきり大きく見開かれ、とらえどころのない美び貌ぼうをたたえていた。


    　サナギから羽う化かする蝶ちようさながらの優雅さで、少女は床ゆかに舞い降りる。つま先が地に着くや否いなや──鎧を蹴けりつけた。


    「おいコラ！」


    　工具箱を運んでいたニコラスが怒りの声を上げる。鎧を修理するのはニコラスの仕事なのだから当然のことだが、怒鳴られたザジは眉まゆ一つ動かさない。まったくの無表情で、そこには何の感情も動いていないように見える。でも、パートナーであるニコラスにはわかる。


    　──相当ムカついてんな、こいつ。


    　バスカーズの力ちから業わざを担当するザジは、必然的にトライデントの切り込み役サラマンダーと競い合う場面が多く、今晩起きたような不幸な衝突も今まで何度かあった。そのことで、だいぶ鬱うつ憤ぷんをため込んでいるに違いない。


    「サラマンダーのことは気にすんなよ。あれは野の良ら犬いぬみたいなもんだ。１，近づかない。２、刺激しない。３、目を合わせない。それでも嚙かみつかれたらツイてない。それだけだ」


    「ぜんぜん気にしてませんけど」


    　ザジは明後日あさつての方角を見たまま、投げつけるように言う。突然敬語になるのは、かなりフラストレーションがたまっているときのサインだ。


    「だったら、いちいち挑ちよう発はつに乗って殴り合いなんてするなっての……よし、いいぞ」


    　工具を揃そろえて作業台を叩たたき、ここに鎧を載せろと合図する。


    　ザジは無表情のまま、右手を振り上げた。鎧の内側でエーテル質──シールが黄色く発光し、鎧がひとりでに作業台の上に持ち上がる。


    　ガシャン！　と乱暴な音を立てて鎧が投げ出された。


    　鎧から跳ねた工業油を、ニコラスは手のひらで受け止めた。さすがに、これにはイラッとする。


    「八つ当たりはやめろ。俺おれだって今日きようの結果には不満なんだ。お前がサラマンダーに突っかかったりしなけりゃ……」


    　ぬっ、とザジの顔が目の前に突き出されてニコラスは口をつぐんだ。ザジは鼻先が触れあうほどの距離で、挑いどむように言う。


    「わたしが、何？」


    　澄み切った青い瞳に、ニコラスはひるんだ。目をそらしたくなる誘惑に耐えて言い返す。


    「……あのとき、俺は指示を出した。行動中止、ってな。あの時点ではまだ挽ばん回かいのチャンスはあった。でも、お前はサラマンダーと戦闘を始めて、標的を逃がした……顔近いんだよ」


    　ザジの顔を押し返そうと手を伸ばすが、触れるより先にザジはバク転でニコラスから離れる。そのまま跳ね上がり、天井に人差し指をくっつけてぶら下がった。指先の黄色い光が力りき場ばを生み出して、指と天井をつなぎ止めている。重い鎧よろいさえ自在に動かす能力の、ほんの片鱗だった。


    「先に手を出してきたのは、あいつのほう」


    「どっちが先かなんてのは問題じゃない。強盗団を壊かい滅めつさせることはできたけど、全員捕まえることはできなかった。警察が見るのはその結果だけ」


    　言って、ニコラスはレンチで鎧の肩関節に取りかかる。


    「『詰めの甘い奴やつら』──それが俺おれたちの今回の評価だ」


    　ガチン、ゴトン！　鎧の腕部が外れる。ニコラスはレンチを天井のザジに向けた。


    「俺たちは俺たちの目的のために警察を利用する。奴らも俺たちを利用する。でも、俺たちは警察にとって、いつでも取り替えのきく道具だ。能力を証明し続ける必要があるんだよ」


    「協力するのをやめればいい」


    　ザジは足裏を天井にくっつけて、コウモリのように上下逆転した体勢でぶら下がった。そのまま、ニコラスの目の前まで天井を歩いてくる。


    「わたしたちだけで、やればいい。ニコと、わたしだけで」


    　逆さまの瞳ひとみが、ニコラスの鉄色の瞳をのぞき込む。
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    「いつまで、警察と一緒に、仕事をするの？　警察の機嫌までとって、その必要はあるの？」


    「あるさ」ニコラスは逆さまのザジに言う。「正義の味方と悪党なら、正義の味方になるほうがこの街じゃ利口なやり方だ」


    「わたしの正義は違う」


    　ザジは両手の間に黄色いシールを集めて【JUSTICEジヤステイス】と綴つづってみせる。


    「わたしの正義は一つでも多くオラクルを破壊すること。地上からオラクルを消して、正しい歴史の流れを取り戻すこと」


    「その活動は世間じゃ悪って呼ばれてるらしいぜ、《黄の印イエローサイン》」


    　天井から足裏が離れて、ザジはそっと着地した。手の中の黄色い文字はそのままに。


    「……でも、誰かがやらなきゃいけない」


    「悪の怪人フリークスと呼ばれてもか？」


    「正義の味方、じゃなくても」


    　ニコラスは大きくため息をついた。作業台にレンチを放り出す。


    　作業台から離れていくニコラスの背中に、ザジが声をかける。


    「……ニコ？」


    「寝る。ウンディーネと責任のなすり合いをやってクタクタだ。アーマーの修理は明日あしたにする」


    　そのままガレージから出ていくニコラスは、背中を向けたまま手を振る。


    「おやすみ、真鍮男ブラスマン」


    　ガレージの明かりを落としてニコラスは出ていく。暗くら闇やみの中で、ザジのシールだけが黄色く光っている。


    「…………」


    　正義JUSTICEと綴る黄色い光が、ふっと消えた。


    



    
      ◆

    


    



    　ニコラスは体内時計というものを信用していない。それどころか、その言葉の響きを嫌けん悪おしてさえいる。「半分ハーフ」という言葉の次くらいに嫌いである。嫌いな原因はどちらも同じだが。


    　なんにせよ、「朝になると自然に目が覚める」という生理に一切の期待をしていない彼は、その日もお決まりの機能によって目を覚ました。


    　時計の針が八時を示すころ、ニコラスが横たわるベッドの床ゆか板いた内部からいつもどおり、回転する歯車の音が聞こえてくる。ガチン、と一際大きな音が聞こえた途端、床板とマットレスが立ち上がって毛布や枕まくらごとニコラスを床に放り出した。


    「…………」


    　毛布の中からニコラスがむくりと起き上がるのと対照的に、ベッドは元の形に戻っていく。


    　翌日の午前八時まではおとなしく普通のベッドでいることだろう。


    　これはバスカーズと付き合いのあるクラフト技術者モーガンの工房で作られたクラフトで、「ベッドのスプリングをもっと有効活用できないものか」という、探究心が生んだ画かつ期き的てきな失敗作である。ニコラスはこれを二つ格安で買い受けたのだが、一つは安眠をひどく邪魔されて怒り狂ったザジに破壊されてしまい、残りはこれ一つしかない。


    　欠伸あくび混じりにニコラスは、毛布と枕まくらをベッドの上に投げ返すと、床ゆかに散らばる読みさしの本と資料を避けて部屋から出ていく。


    　いつもどおりに自室を後にして、いつもどおりに洗面所で顔を洗ってから、いつもどおりリビングに顔を出す。ここで、ようやく異常に気がついた。


    　キッチンから何の音もしない。トーストの焼けるにおいもしない。


    　そして、リビングのソファに老ろう婆ばが一人座っている。


    　結構な高齢のように見えるが、背筋はまっすぐに伸びて針金でも入っているかのようだ。跳ね上がった眉まゆ尻じりはいかにも意思が強そうで、眉と同じ色の白髪は上品にまとめられている。


    　カップを手にしている老婆は首をひねって、皺しわだらけの顔をニコラスに向けた。


    「おはよう。お茶を頂いているよ」


    　ニコラスは頭を抱えた。つい最近、こういう景け色しきを見たような気がする。女が勝手にリビングに押し入ってきて、紅茶を飲んでいるのだ。ただ、ウンディーネと違って彼女は部外者というわけではない。本音を言えば、ウンディーネより苦手な相手だが。


    「……おはよう。マダム・ヘイズ」とニコラスは老婆に呼びかける。「相変わらずお美しい。まるでドライフルーツみたいだ」


    「あんたも元気そうじゃないか。紅茶はどうだい？　ポットにまだ、半分残ってる」


    　嫌みたっぷりのやり取りの間にもニコラスはキッチンに向かい、そこにザジがいないことを確かめた。この時間、ここにいないということは、きっとこの家のどこにもいないだろう。


    「ザジはどうしたね？　珍しいじゃないか、あの子が留守だなんて」


    「……散歩だな」


    「散歩？」


    「あいつの趣味さ。俺おれも一度付き合おうとしたことあるけど、あっという間に……」


    　言いかけて、口を閉ざす。それが、ザジの機嫌が悪いときのストレス解消法であることまで口走りかけていた。そんな揉もめ事までこの老婆に知られてしまうのは面白くない。


    「……あいつの奇き行こうが気になるならあとで文章にして送ってやるよ。何しに来たんだ、マダム」


    「おやおや。あたしの立場はあんたたちの保護者だよ？　様子を見に来て悪いかい？」


    　ニコラスはため息をもらし、部屋の隅に向かった。壁に掛けられた屍し銀ぎん製せいのバレルからノズルを伸ばす。


    「年をとるといちいち皮肉を言わないと話を進められなくなるのか？」


    「あんたもなかなかのもんだよ」


    「誰かさんの薫くん陶とうのおかげさ」


    　ノズルを一いつ旦たんフックに置いて、ニコラスは上衣をはだけた。それを見てマダムは、


    「そうそう、思い出したよ。あんたをそんな体にした連中についての話をしにきたんだった」


    　ニコラスの裸はだかの上半身──そこにあるのはリベットも歯車もむき出しの、機械仕掛けの左半身。生身の右半身とは対照的に、鈍にぶく無機質な存在感がある。


    　左胸のカバーを手動で外し、ニコラスはそこにノズルの先端を突っ込んだ。トリガーを引いて、バレルにためられた重蒸気ヘビイスチームを機械の体に補充していく。


    「チェスターフィールドの消えた科学者ども、か。調査に進展が？」


    「いいや。『残念ながら進展はなかった』っていうのが、あたしの持ってきた話でね」


    　ニコラスは怒りも失望もしなかった。今ごろそんな調査をして何になる、という思いがあるだけだ。ノズルを胸に挿さしっぱなしでマダムに向き直る。


    「思いがけない情報に涙が出そうだよ、マダム。あの場所がディスコルディアの秘密研究所だったことをあんたらはまだ疑ってるんだな」


    「上の連中にはそういうのもいるみたいだけどね。あたしはそうじゃない。あそこであんたとあの子の体を弄もてあそんだのは、ディスコルディアのマッドサイエンティストだったと確信してるよ」


    「へえ、なんで？　名刺でも拾ったのか？」


    「そっくりだからさ。あたしらが潰つぶしてきたディスコルディアの基地に。吐き気がするほど無機的なあの空気──覚えがあるよ」


    　突然、老ろう婆ばから濃密な気配が押し寄せてきた。ニコラスの首筋に鳥とり肌はだが立つ。マダム・ヘイズの白髪は重蒸気のように虹にじ色の光を帯びて──しかし、その色は一瞬で消えた。そこにいるのは、どこにでもいるちょっと上品な老婆だ。彼女は昔を懐なつかしむような目で、


    「特に、シュタールフィールドにあった鋼鉄都市によく似てたね。規模は比べものにならないけれど。チェスターフィールドも、プロフェッサー・シュルツが手を加えた場所だったのかもしれないねぇ」


    　戦争で破壊された鋼鉄都市をまるで見てきたように言うが、この老婆は実際にその場に立ち会い、見てきたのだとニコラスは知っている。


    「ディスコルディア幹部の一人、鋼鉄都市の王シュルツ、か。コミックで読んだよ。ＨＡＭＭＥＲＳハンマーズメンバーに殺害されたって」


    「あの狂科学者マツドサイエンテイストは自みずから死を招いたのさ。まだ試作段階だった冷凍爆弾をあたしらに使おうとして、ドジを踏んだんだ。爆発にはあやうくこっちまで巻き込まれかけたがね、奴やつの死に様ざまを間近で拝めたのはツイてたよ」


    　うっとり顔で言うのを見て、ニコラスはさすがに顔をしかめた。ディスコルディアは憎むべき悪だが、この歴戦の老婆には時々ついていけない。


    「ああ、それと」と、マダム・ヘイズは思い出したように言った。「坊やの身元調査の結果も相変わらず進展なしだ。坊やは相変わらず素す性じよう不明。仮名ニコラス・ハルトゼーカーのまま。ガッカリさせたかい？」


    　ニコラスはメーターの針を確認して体からノズルを抜き取った。胸のカバーも戻す。


    「ディスコルディアの人体実験の犠ぎ牲せい者しやは、村や家族単位で連れ去られる集団誘ゆう拐かいと、身寄りのない孤児が狙ねらわれるケースがほとんどだった。俺おれの家族が生きて俺を捜してる可能性は低い。つまり、最初から期待してないってこと」


    「それで、スチームシーカーのバスカーズ、かね」


    「ディスコルディアを追うには一番都合がいいからな」


    　どうだかね、と言いたげにマダムは肩をすくめたが、ニコラスは気にしない。その点で、マダムが同意してくれないことはわかっていた。


    「別にあたしゃ構わないけどね。忠告しとくよ、ニコラス坊や」


    　ニコラスは上着を羽織る手を止めた。マダムが自分を名前で呼ぶときは、何か重要な訓くん戒かいを垂れるときだ。


    「あんたがこの街でスチームシーカーを続けるなら、いつか一線を越えなきゃならなくなるよ。その覚悟はあるかい？」


    「何の話だ？　ヒーローにケツを焼かれる覚悟？」


    　マダムが人さし指を向けてくる。拳けん銃じゆうを擬ぎしたジェスチャーだ。


    「人を殺す覚悟さ」


    　そうして老ろう婆ばが浮かべた笑みは、ひどく皮肉っぽい。


    「この街はあんたらを綺き麗れいなままじゃいさせてくれないよ。いつか手を染めることになる」


    「トライデントは？　あいつらも人殺しか？」


    「あの子らは特別さ。才能は抜群だし、バックアップも十分だ。でも、ウチの組織は積極的にあんたらの面倒を見たりはしない。せいぜい情報を流したり、警察との間に立って仕事の斡あつ旋せんをしてやるくらいだ。もしもあんたの手に負えない敵が出てきたら、おまけにその敵を止める手段が殺ししかないとしたら──あんたはどうするね？」


    「やるさ」ニコラスは迷わず答えた。「俺がやる。ザジには手を出させない」


    「あんた、あの子の保護者のつもりかい？」


    　ニコラスは機械の左手で、自分のこめかみを突いてみせた。


    「俺には記憶がない。このムカつく機械の体がいつ、どうやって埋め込まれたのかを知らない。どうやって元の体を失ったのかも知らない。自分がどういう人間だったのかも知らない。どういう罪を背負っているのかも、わからない」


    　こめかみから離れた指が、キィと寂しげに鳴る。


    「自分の過去を知らないってことは、自分の罪も知らないってことだ。俺がディスコルディアのドクターと同じ、最低のクソ野や郎ろうだった可能性はゼロとは言えない。でも、ザジは違う。あいつはディスコルディアに人生を狂わされた被害者だ。あいつがオラクル狩りの《黄の印イエローサイン》だとしても。だから手を汚よごすとしたら俺おれなのさ、マダム」


    「あんたのその覚悟を、あの子はどう思うかね」


    　ニコラスには意味のない言葉だった。自分の覚悟にザジの意思は関係ないし、干渉させるつもりもない。


    　マダムは、そんなニコラスの思惑などお見通しなのだろう。諦あきらめたように話を変えた。


    「……まあいいさ。それより仕事の話がきてるよ。依頼主は警察。いつものヘンダーソン警部からだ」


    「内容は？」


    「直接会って説明するとさ。日時は今日きよう、これからね」


    「引き受けるよ。俺一人でも大丈夫だろ」


    　ちっとも迷わずに、ニコラスは請け負った。その逡しゆん巡じゆんのなさに、マダムは感じるところがあったらしい。


    「……あんた、あの子と喧けん嘩かでもしたのかい？」


    「喧嘩？　ハハッ、まさか」大げさに笑ってみせる。「俺とあいつはバスカーズ、街一番の仲良しコンビだぜ？　喧嘩なんてするわけない」


    「……そうかい。なら、向こうに伝えておくよ」


    　マダム・ヘイズはおもむろに立ち上がる。ソファに置かれた帽子を拾い上げた。


    「一応、言っておくよ、坊や。あんたたちは二人揃そろってようやく一いち人にん前まえだ。自分の力を過信しないようにするんだね。あの子に愛あい想そでも尽かされたら、あんたはやってけないよ」


    「そうだ、いいこと思いついた。マダムが一日だけ俺の相棒になるってのはどうだ？　警部殿も納得するだろ。何せ、あのＨＡＭＭＥＲＳハンマーズの……」


    　ニコラスの左腕が、がくんと垂れ下がった。左足も同じく力を失い、ニコラスは危あやうく倒れ込みそうになって椅い子すの背もたれを摑つかむ。機械仕掛けの左半身がぴくりとも動かないせいで、そこから一歩も踏み出せなくなる。


    　見れば、マダムの白髪が虹にじ色の炎のように揺らめいている。帽子を眼前に掲かかげて表情を隠しているが、隠しきれなかった顔にはそれまで顔中にあった皺しわが一つもない。まるで十代か二十代のような、瑞みず々みずしい皮ひ膚ふに変へん貌ぼうしている。


    「お互いに口にしないと決めた禁句があっただろう？　半人前の坊や」


    　変化は声にまで及んでいて、高いがやけに威圧感のある声だった。


    「……ごめんソーリー、マダム」


    　完全に停止していた手足の歯車が動き出し、何事もなかったかのような従順さでニコラスの体を支える。ニコラスはおそるおそる左手を何度も開閉する。


    　マダム・ヘイズが帽子を頭に載せると、彼女の顔も元の老人の顔に戻っていた。顔中に深い皺しわが刻まれて、上品で感じのいい老婦人にしか見えない。しかし、彼女の本質がそんな生やさしいものではないとニコラスは知っているし、今さっき思い出させられたばかりだった。


    「次、言ったらその出来損ないの心臓を止めてやるからね」


    　物ぶつ騒そうな捨て台詞ぜりふを残して、マダム・ヘイズは去っていった。


    　緊張から解放されたニコラスはスツールに座り込んでしまう。さっきの一瞬で半身をもがれたような不安に駆かられて、何度も義ぎ肢しを動かしてみずにはいられなかった。


    「……本当に死ぬかと思った」


    　あの老ろう婆ばは短気というわけではないが、遠慮がまるでない。自分の迂う闊かつさを反省しながら、ニコラスは立ち上がってガレージに向かう。


    「まあ、仕事をもらったからには文句は言えないな。急いでアーマーを修理しておくから、準備ができ次第……」


    　そこまで言ってから、ニコラスは立ち止まった。目を閉じて、拳こぶしで額ひたいを打つ。どうも、今日きようは歯車がズレている。


    「……誰に言ってんだ、俺おれは」


    



    
      ◆
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    　相棒からはファッションに無む頓とん着ちやくだと思われているザジだが、彼女にも服の好みくらいはある。ひらひらしたワンピースやスカートは苦手。着衣が体を締め付ける感触が好き。でもタイトな服装はお尻しりの形が気になるのがいただけない。派は手ですぎる髪の色とのコーディネートが悩みのタネ。帽子は頭が痛くなるので嫌い。他に気にするのは動きやすさで、彼女の服装はボーイッシュな系統のものが多い。


    　このときも、あまり年ごろの女の子らしいとは言えない格好でアパート屋上の縁に立ったザジは、無表情のままはるか地上を見下ろした。ここまでくれば、人目はない。路上を歩く通行人が頭上に視線を向けることはまずないし、そこに飛び回る人影を見かけても目の錯さつ覚かくで済ませてしまう。


    　縁から離れ、念入りに柔軟運動をして体中の腱けんを伸ばしてから、首にかけていたフェイスマスクで顔の下半分を隠す。これから始まるアスレチック中に誰かに出会い、顔を覚えられるようなことはまずないだろうが、念には念を入れろと相棒にはきつく言われている。


    　……相棒。昨晩の口論を思い出してしまって、ザジの胸の中にとげとげしい感情が生まれた。


    　ああいうすれ違いは今までにも時々あった。論理で動くニコラスに対し、ザジは感情で動く。


    　二人は根本的に、違うタイプの人間だ。


    　果たしてニコラスはどれだけ自分を理解してくれているのかと考えると、どうしてもザジは暗い気持ちになる。オラクルを破棄して回る《黄の印イエローサイン》としての活動を、ニコラスは非論理的だと思っていることだろう。それは仕方ない。ニコラスは、あれを見ていないから。オラクルの真の危険性を知っているのは、自分しかいないから。


    　世界に自分だけ──その孤独に気づいて、ザジはぞっとする。


    　怖おじ気けをかき消すために、ザジは助走をつけてビルの縁を蹴けり、屋上から飛び出した。すでに靴は脱ぎ捨てていて、縁にはくっきりと黄色い足指の形が残っている。


    　縁に残したシールの力りき場ばによって、砲ほう弾だんのように高く、遠くへ跳ぶ。広い大通りの上を横切り、向こう側のビルの屋上へ。


    　少し距離が足りず墜つい落らくしそうになったところで、歩道の街灯に手を触れた。支柱に黄色い指の跡がつき、そこから発生した力場がザジの体をビルの屋上へと押し上げる。柵を軽々と跳び越えて、さらにザジは止まらず走り抜ける。


    　屋上に備え付けられた貯ちよ水すい槽そうに駆かけ上がり、そこからさらに高い隣のビルへ。壁を蹴って黄色い足跡を残し、屋上の発電機から伸びるパイプに触れて這はい上がる。


    　ここまでミスなくやってきたことに満足感と快い疲労を感じながら、ザジは再び街を見下ろす。まだ高い建物はいくらでもあり、「散歩」で使ういつものコースはさらにハードだ。ザジにとってこの行動は趣味であると同時に、能力と体を駆く使しするトレーニングでもある。


    　だが、今日きようのザジはいつもと違う方向を見ていた。屋根の起き伏ふくが激しい移民街、背の低い建物が多いため、人目を避けたいザジが足を踏み入れたことのないエリアだ。


    　このとき、ザジが普段にないルートに興味を示した理由は、本人にもよくわからなかった。昨日きのうの失敗のせいかもしれないし、ニコラスの説教のせいかもしれない。何にせよ原因はストレスだ。無視してもさほど問題ないルールがあるなら、それを破ってみたかった。


    　屋上に突き出たダクトを飛び込み台代わりに、ザジは知らない景け色しきの中へと落下していった。


    



    
      ◆

    


    



    　蒸気天国スチームヘヴンビザーバーグにそびえる超高層建築物レネゲイドタワー。ビザーバーグに本ほん拠きよを置く大企業レプチューン・コーポレーションの象徴的な建物であり、同時にこの街の守護天使を擁ようする聖堂カテドラルでもある。


    　屋上は半分が羽撃式飛行機械オーニソプターの発着場オーニスポートとなっていて、残りはジムとロッカールームだ。ジムにはサンドバッグやパンチングボール、それに人体の急所が描えがかれた模型まである。ジム中央は、四方をロープで囲まれたリングになっていた。


    　現在、そのリングは使用中。オレンジ色の髪をした白人の少女と、背の高い黒人女性がグローブの拳こぶしを交わし合っている。


    　オレンジ頭の少女は動きやすそうなランニングシャツとショートパンツ、それに頭部を守るスパーリング用のヘッドギアを着けていた。それに対する相手はといえば、防具は着けずに立派なアフロが丸出し、おまけに服は仕事用らしきスーツである。


    　少女のシャツが汗でぐっしょり濡ぬれているのに、アフロ女性のスーツは乾いたままで皺しわ一つない。これはそのまま二人の力量差を表していて、スパーリングはアフロがオレンジ髪を圧倒していた。少女が懸けん命めいに繰り出すパンチを、スーツ姿の女性はアフロを揺らしながら軽快にいなし、手加減を加えた的確な一撃げきで返す。


    「……よし、ここまで」


    　アフロヘアの女──ビザーバーグ警察特殊蒸気犯罪課のデイナ・ヘンナガン捜査官は、ようやくトレーニングの終了を宣言。緊張の糸が切れたのか、オレンジ髪の少女が自身の汗を踏んでスリップダウン。べしゃりとリングに突っ伏した。


    「三時間のスパーくらいで情けないよ、アシュリー」


    　さっさとグローブを脱ぎ捨てたデイナは、リングロープをまたいでリング外へ。水差しに口をつけて、じかに飲み干していく。


    　オレンジ色の髪の少女──アシュリー・バーネット、またの名をサラマンダーという彼女は、ぜいぜい荒い息を吐きながらリングロープを摑つかんで這はい上がった。


    「デイナって……あれだけ動いたのに……なんで汗一つかいてないの……？」


    「鍛きたえ方が違う」デイナは口をぬぐって水差しを置いた。「能力を使わずにあたしと張り合おうだなんて十年早いよ、サラマンダー・ヴァンダル」


    「鍛きたえ方かあ……」


    　つぶやいて、アシュリーはボクシンググローブを脱ぎ捨てた。もたれかかったロープの反動を利用して後ろに倒れ込み、逆立ちになる。下からリング外のデイナを見上げて、


    「ねえ、デイナ。トレーニングメニューに、ウェイトトレーニングを追加したいんだけど」


    「……ん？　なんで急にまた？」


    「最近、力不足を感じるんだ。もっとパワーが欲しい。そしたら、今のままじゃ勝てない相手にも勝てるかもしれないし」


    　ああ、とデイナは合が点てんがいった。その「勝てない敵」とやらに心当たりはあるし、アシュリーがトレーニングを増やしたがる理由もわかる。


    「つまり、バスカーズのザジ相手に攻撃力不足を実感してるから、それを解決したいってことね」


    「……うん」


    　悔くやしそうに肯こう定ていしたのは、アシュリーなりにサラマンダーとしてのプライドや、ザジへの対抗心があるせいだろう。そういう面は頼もしく思いつつも、デイナは釘くぎを刺す。


    「あたしら警察としては、トライデントとバスカーズにケンカされちゃ困るのよね。仲良くする必要はなくても、昨日きのうみたいに大暴れされたらさあ」


    「それは、ウンディーネにも言われたけど……」


    　そりゃそうだ、とデイナは思う。それに「言われた」という表現は不正確で「めちゃくちゃ怒られた」というべきだ。


    「まあ百歩譲ゆずって、《真鍮男ブラスマン》のザジがこの街を脅おびやかす敵になった、あるいはザジのようなタイプの敵が現れたとしても、筋肉トレーニングをメニューに盛り込むつもりはないけどね」


    「なんでっ？」と、アシュリーは逆立ちの状態から飛び上がり、側転気味に着地する。これだけ見ても、彼女の身体能力は十分に高い。


    　デイナはリング際まで歩み寄り、長身を曲げてロープにもたれかかることでアシュリーに目の高さを合わせた。　


    「いい、アシュリー？　トライデントのサラマンダーは、パンチを炎で加速させて威力をブーストしてる。そのときのパンチ力を１００だとしよう。一方、可愛いティーンエイジャーのアシュリー・バーネットが能力を使わず普通にパンチを打ったら、その威力は数字にしてどれくらいだと思う？」


    「……うーん、30くらい？」


    「ハズレ。正解は、１か２ってとこ」


    「んなっ!?」


    　やはり、自分の力を正確に把握していなかったらしい。ガラにもなくショックを受けた様子のアシュリーに、デイナは言って聞かせる。


    「あんたのボクサーとしての適性は抜群に優れてる。そりゃ認める。でも、ミスティック能力を使わなければちょっと運動神経のいい女の子でしかない。サラマンダーの格闘能力は、ミスティックのシールありきのものってこと。筋肉つけてパワーアップなんて考えるより、フォームを崩さないように気をつけるべきだね。ただでさえ成長期の人間はフォームが崩れやすいんだから。余計なビルドアップなんてもってのほか」


    「でもザジが……」


    「でも、じゃないっつうの」アシュリーの額ひたいを指で突いた。「炎で加速したサラマンダーのパンチには、コンクリートを軽くぶち抜くだけの威力がある。防具でしっかり固められてるからって、変なフォームで打ったら手首がイカれて一生、使いものにならなくなるよ」


    「……わかったよ、もう」


    　アシュリーが子供っぽい拗すね顔になったとき、ポーン、と水みず瓶がめを打つような音がフロアに響いた。


    　デイナはそちらを振り返り、アシュリーはバツの悪そうな顔をする。音が意味するところは、このフロアの主ぬしの帰還だ。


    　昇降機の扉とびらが開いて、中から颯さつ爽そうと現れたのはオリオンブルーの長髪をなびかせる少女。カツカツと靴底を鳴らして歩き、デイナの前へ。


    「ごくろうさま、デイナ。疲れたでしょう？」


    「どういたしまして。あたしはマーシャルアーツ・トレーナーとしてここに来てるんだから。気は遣わないでいいよ。バイト代ももらってるし」


    　デイナとニッコリ微笑ほほえみ合った青髪の少女──アンジェリーナ・レンフィールド、別名ウンディーネは、デイナの背後でコソコソしているアシュリーに冷たい目をやった。


    「アシュリー」


    　びくっ、とアシュリーの肩が震えた。ぎこちなく首を青髪のアンジェリーナのほうに向けて、「お、お疲れ様、アンジー……会議どうだった？」


    「そうね。大変だったわ。さっそく昨晩の騒動が問題になって、一時間あまり問い詰められっぱなしだった。『トライデントの存在が、企業のパブリックイメージにとってマイナスとなりかねない』──この言い回し何度聞かされたかしら」


    「うぅ……」と、いよいよ小さくなったアシュリーを見下ろして、腕を組んだアンジェリーナは容よう赦しやなく、


    「さて、アシュリー・バーネット──もとい、サラマンダー。役員会により決定された処分を伝えます。無期限の謹きん慎しんです。しばらくの間、サラマンダーとしての活動を控えるように」


    「ええぇー！　悪人と戦っちゃいけないの!?　わたし正義なのに！」


    　いけしゃあしゃあと正義を称するアシュリーに、アンジェリーナはぴしゃりと言う。


    「いけません。わたしが許可を出すまでは。いいわね？」


    　アンジェリーナがアシュリーをやり込めていると、部屋の隅にある通信機のベルが鳴った。その音ね色いろからして内線で、デイナが代わりに受話器をとった。


    「もしもしハロー、デイナ・ヘンナガンだよ。アンジェリーナお嬢様とアシュリーは現在取り込み中」


    『ヘンナガン捜査官。あなたにご連絡です』


    　あたしに？　と訝いぶかっていると、ノイズの後に聞き慣れた声が続いた。


    『……デイナか？　俺おれだ』


    「ボス？　珍しいですね、タワーに連絡入れてくるなんて」


    『今はどうしてる？』


    「バイト中ですよ。今日きようの勤務は午後からのはずですけど」


    『ああ、その午後からの仕事の件だ。内容は覚えてるか？』


    「ジグボーン大学の輸送警護でしょ。大学の学術資料を、ノース・クローロ駅に来るウェルドン協会の専用列車に運び込むまでの。なんか変な話ですよね。んなのシークレットサービスか、大学の警備課がやれって話じゃないですか」


    『上からのお達しだなんだ。英国のお偉い学者先生がずいぶん気にしておられるらしい』


    「英国？　海外の学者先生が何様ですか」


    『伯はく爵しやく様だ。爵位を持つ、本物の英国貴族だそうだ』


    　そりゃ結構なご身分で、とデイナは心中密ひそかに悪態をつく。


    「英国貴族がジグボーン大学の輸送警護を依頼してきた、と。ぜんぜん背景が見えないんですけど」


    『機密事項だ。必要なら、後で教えてやる』


    「あーそーですか」


    『で、本題だ。トライデントの手を借りたい。一人でいいんだが、誰か出せるか？』


    　トライデントを嫌っているこの上司から聞くには不思議な台詞せりふだ。それに、不審でもある。


    「機密を要する護衛に、トライデントねぇ……彼女たちがこの街でどれだけ目立つか知らないんですか？」


    『これも、向こうのリクエストなんだよ。つべこべ言うな。出せるのか出せないのか、さっさと答えろ』


    　受話器に手で蓋ふたをしてからデイナは舌打ち──マジで何様だよ。


    　リングのほうを振り返って、アシュリーに説教を続けているアンジェリーナに声をかける。


    「アンジェリーナ。警察の仕事を手伝ってほしいんだけど、頼めるかな」


    「結構です。わたし一人ですが──」


    「わたし！　わたしも行く！」


    　横からアシュリーが手を挙げて、参加を表明。その手首をアンジェリーナが鷲わしづかみにした。うわべだけ優しく見える、冷え冷えとした笑みを浮かべ、


    「ねえ、アシュリー？　謹きん慎しんという言葉の意味、あなたはわかっているのかしら？」


    「知ってるよ。バカにしてんの」


    「なら、おとなしくしていなさい」


    「会議で決まった謹慎なんかじゃ、わたしの正義は止められないよ！」


    　打撃屋ストライカーであるアシュリーと違って、アンジェリーナの特技は組技グラツプリング。相手の力を利用して投げ飛ばしたり（アシュリーに足を絡めて転倒させるテイクダウン）、関節をひねり上げて動きを封じたり（抵抗するアシュリーの肘ひじ関節に腕十字固めストレートアームバー）、頸けい動どう脈みやくを絞めて意識を奪ったりといったスタイルだ（腕を極きめながらの横三角絞めサイドトライアングルチヨーク──アシュリーが降参タツプ）。


    　アンジェリーナの技術がアシュリーの正義を屈服させるのを目まの当たりにしたデイナは、受話器に向かって、


    「ウンディーネが出るそうです」


    『そうか、何よりだ』


    　安心したような声だが、デイナはそこから残念そうな響きを感じ取った。


    「ボス、その話はあたしてっきり、バスカーズの二人にお呼びがかかると思ってたんですがね。ボスのお気に入りだったでしょ？」


    『……まあな』


    「なのにトライデントの力を借りたい。しかし全員でなく、一人でいい、と」


    『…………』


    　歯切れが悪い。嫌な予感。


    「一応、聞いておきますけど」


    『うむ』


    「この仕事、ほかに誰か協力者います？」


    『…………それがだな……──』
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    「──……まったく結構なことではないわね」


    　警察車両の後部座席でウンディーネは嘆たん息そくした。ヘッドギアに防弾ベスト、スプリンクラーと完全装備の彼女は心底物もの憂うげに窓から外を眺めて、できるだけ車内に目を向けないようにしている。


    「警察の頼みとはいえ、何でも安請け合いするものではないという教訓かしら。耐えられないほど不愉快な経験をすることもあるみたいだわ」


    「気が合うな。俺おれも似たようなことを考えてたよ」


    　そう言ったのは同じ後部車両で、ウンディーネの隣に座っている男──バスカーズのニコラス・ザ・ジャグラー。隣と言っても、二人の間には子供が一人くつろげそうなくらい距離がある。顔の左半分をゴーグルで覆おおったニコラスもまた仕事用の装備で、できるだけ隣を見ないで済むように窓の外を眺めていた。


    「いけ好かない金持ちと相席になってしまったらどうしたらいいか、ってな」


    「窓を開けて飛び降りればいいんじゃないかしら？」


    「危険すぎるな。窓を開けたらどこかの馬ば鹿かが炎と一緒に突っ込んでくるかもしれない」


    「そうなれば、この街のためにはいい結果になるでしょうね」


    「おい、この車そっちに傾いてないか。きっと誰かさんの財布が重すぎるんだ」


    「誰かさんの頭の中身が軽すぎるんじゃなくて？」


    　助手席のヘンダーソン警部が頭を抱えた。


    　この二人がはち合わせしてから、ずっとこの調子だ。殺さつ伐ばつとした車内の空気はザラついていて、スピード狂のデイナですら今回は困り顔でおとなしくハンドルを握っている。


    「なあ、この街で一番冷たい人間ってのはいったい誰だろうな？　俺おれは今、俺の隣に座ってる人間じゃないかと思うんだが……あ、これ体温の話じゃないぜ。人としての中身の話な」


    「十秒後のあなたかしら。体温の話ならね」


    「貴き様さまらいい加減にしろ！」と、ついに警部が癇かん癪しやくをぶちまけた。「仲良くイチャつけとは言わん！　だが、せめて目的地に着くまではおとなしく、黙って、座ってろ！　いいな!?」


    　警部が肥満体を車内いっぱいに揺らして怒鳴ることでニコラスは口をつぐみ、ウンディーネは手に浮かべていた涙形のシールを引っ込めた。不毛な口こう撃げきの応おう酬しゆうが終わったことで、ようやく車内に平和が訪れる。


    　平へい穏おんを嚙かみしめている警部に、後部座席からウンディーネが訊きく。


    「……今回の護衛の件で尋ねたいのですが」


    「なんだっ」


    　ウンディーネの言葉に、警部が目を怒らせて振り返る。また火種になりそうな挑ちよう発はつ的な台詞せりふを言い出したら、怒鳴り散らしてやるつもりだ。


    「警護対象と、その背景についてです。ジグボーン大学からノース・クローロ駅までの警護ということ以外、わたしは何も知らされていません」


    「さあな、知らん。学会には詳しくないし友人もおらんからな」


    「ボースー？」とデイナが運転席からたしなめる。


    　彼女がまだハンドルを握っていることを思い出した警部は、軽口をやめ、


    「……そもそもの始まりは英国の大学教授からだ。名前はたしか、ジョージ・ハーバートとか言ったな。考古学界じゃ知らぬ者のいない有名人だとか……」


    「ジョージ・ハーバート……？　まさか、《カーナボン卿きよう》ですか？」


    　ウンディーネの言葉に、警部が驚いた様子で振り返る。


    「知ってるのか？」


    「知ってるも何も、あのツタンカーメンの墓を発はつ掘くつした人物ですよ。むしろ、ヘンダーソン警部が知らないことのほうが不思議です」


    「正確に言えば、発掘したのはハワード・カーターだ」と、ニコラスが横から訂正する。「カーナボン卿きようことジョージ・ハーバートは、カーターに資金を提供したスポンサー」


    　お前もか、という目で警部はニコラスを見る。ニコラスはその視線をどう勘違いしたのか、


    「王家の墓を暴いたせいで、エジプトのオカルティストに呪のろい殺されそうになったんだ。それからは自衛のために考古学を必死で学んで、いつの間にかケンブリッジの教授になってたんだとさ。今は相当な高齢のはずだけど……」


    「そんなことは聞いとらん」


    　ニコラスの解説に苦り切って警部は言った。


    「気にすることないですよ、ボス。わたしも知りませんでした」と、デイナが慰なぐさめるように言ってくるのが、余計に腹立たしい。


    「とにかく！　そのケンブリッジのジョージ・ハーバート教授が言い出したことだ。研究に必要な資料がビザーバーグにあるから、そいつを英国まで運んでくれ、だと。だが、それには妨害が予想されるため、警護が必要になった」


    　警部の説明に、ウンディーネは納得のいかない様子だった。


    「大学の学術資料の輸送警護と聞いたときには、敵は原理主義的なキリスト教系セクトか重蒸気ヘビイスチーム技術を憎むミアズマ・ラッダイトを想定していたのですが……運ぶのが考古学研究の資料となると話は違ってきますね。そんなものを妨害したがる勢力というのは想定外です。いったい、ハーバート教授は何を警戒しておられるのですか？」


    「……敵が知りたいのか？」


    「ええ、警護の基本だと思いますが」


    「うむ……それは……きっと、大学でわかるだろう。事情に詳しい人物が資料輸送の責任者らしい」


    「機密とか言って、ボスも知らないんじゃないですか」


    　デイナがつぶやいたが、警部は聞こえない振りをした。


    「ノース・クローロ駅から英国までは、ウェルドン協会が輸送することになっている。とりあえず、お前らはその資料をノース・クローロ駅まで無事に送り届けてくれりゃあいい」


    「結構、了解しました。わたしに任せてください」


    　ウンディーネが胸を反らして請け負う。おやおや、とニコラスはわざとらしく驚いてみせる。


    「おかしいな。今、『わたしに』って聞こえた気がしたんだが。わたしたちに、だよな？」


    「最初からあなたは数に入れてなかったのだけれど、ご存じなかったかしら？　それは失礼。帰っていいわよ」


    「俺おれはプロのスチームシーカーだ。道楽でヒーローやってるアマチュアが帰るべきだと思うね」


    　再び虚むなしい諍いさかいが始まり、デイナはあきらめ顔でハンドルを握ることにした。警部は、どのタイミングで怒ってみせれば自分の威厳が保てるかを考え始めた。


    



    
      ◆

    


    



    　屋根を蹴けって次の屋根へ。高さが足りなければ、壁、街灯、排水管、あらゆるものを利用して高度を得る。黄色いシールが力りき場ばを生んで体を押し上げて、さらなる高所へ。常人には絶対真ま似ねできない運動だ。


    　そう、真似できるはずがない。


    　ザジは屋根を乗り越えつつ、背後の気配を探る──やはり、いる。誰かがついてきている。


    　最初は、わずかな違和感だった。煉れん瓦がの壁を蹴ってスレート屋根に躍おどり上がったとき、そこにいたトカゲ型のクリーチャーを踏みつぶしそうになり、体をひねって着地したのだ。そのとき、足音がわずかにずれてもう一つ聞こえた。


    　気のせいかと思ったが、どうもそうではないらしい。足音は時折背後から聞こえてきていて、ときには足音もなくすぐ後ろに誰かの気配を感じたりする。速度を上げると引き離せるが、気を抜けばじわじわ距離を詰められている。


    　ミスティックの能力を最大限に使ったこのアスレチックについてこられるなんて、いったい誰が、どうやって？


    　疑問を抱えつつも、ザジは決して立ち止まったり振り返ったりはしなかった。その一瞬のロスで相手に追い抜かれる可能性があったし、それに相手の姿をひと目見ようとするだけでも、それはなんだか敗北のように思えたのだ。


    　追走者の正体を確かめるつもりはない。自分より前を走らせることなく引き離して逃げ切り、そのまま存在を忘れてやる。


    　安アパートの間に張り巡らされたロープと洗濯ものを目め眩くらましにして、ザジは何度も建物の間を飛び交った。さすがに目立ったのか、下のほうで誰かが驚きの声を上げたのが聞こえる──構わない。どうせ、これだけスピードを出していれば顔なんて確かめるヒマもないだろう。


    　シールの力を使い、ほとんど地上を走っているのと変わらない角度で壁を駆かけ抜ける。古ぼけた看板に手をついて、側転で柵を跳び越えて屋上に躍り出た。


    　むちゃをした甲か斐いがあって、背後の気配は徐々に遠くなっていた。このペースで行けば、追走を諦あきらめざるをえなくなるまで引き離せるだろう。


    　そんな計算とともに非常階段の手すりを蹴ったとき、ひどく耳障りな音がすぐ真下から聞こえてきた。首をねじって音の源みなもとに目をやる──錆さびつき、これ以上ないほど劣れつ化かした非常階段の鉄柵が外れ、地上に落下していくところだった。そして、その真下では子供が一人、ぽかんと頭上を見上げている──間に合わない。


    「──……ッ！」


    　ザジが声にならない悲鳴を上げるのと同時だった。


    　後方から飛んできた矢のような銀光が、鉄柵の下敷きになりかけていた子供に向かって突っ込んでいく。それが過ぎ去った後には子供の姿はなく、間かん一いつ髪ぱつで地上に鉄柵が衝突。錆さびの破片を辺りにまき散らした。


    　どぎまぎしながら一部始終を屋根から見下ろしていたザジは、慌あわてて地上に降りて子供のもとへ向かう。三、四歳くらいの男の子は、ザジの知らない銀髪の少女に抱きかかえられていた。


    「危なかったなー、ボーヤ。親切なお姉さんにお礼はどした？」


    　少女に話しかけられてもぼんやりしているところを見ると、自分の身に何が起きたのかよくわかっていないらしい。少女が立たせてやると、何も言わずに背を向けて走り去っていった。


    「おーおー、勝手なもんだね、男ってのは」


    　腰に手を当てて小さな背中を見送った銀髪の少女は、あらためてザジのほうを振り返る。その遠慮のないまっすぐな瞳ひとみに、引っ込み思じ案あんなザジは多少萎い縮しゆくした。


    「今の見た？　あたしの活躍。シュバッと現れてバシッと子供を救助、まるで、えーっと……」


    【ＨＥＲＯひーろー？】という文字を、ザジは黄色いシールで空中に浮かべてみせる。


    「うーん、あまり好きじゃない言葉だな……」


    【ＷＨＹどうして？】


    「昔、いろいろあって追いかけられたり戦ったり……いや、そんな話はいいんだよ、別に」


    　黄色いシールをかき消して、少女はザジを指さした。


    「いい走りっぷりだったよ、あんた。全力のあたしが追いつけないなんてたいしたもんだ」


    　やっぱり彼女が追走者か、とザジは密ひそかに警戒した。追いかけてきた目的がわからない。最悪、《黄の印イエローサイン》としての正体を見破られた可能性さえある。


    「あんたは常にあたしの前を走ってた。それは認めるよ。けど、あたしはあんたができなかった人命救助をやってのけた。さっき見たとおりね。つまりさ……」


    　少女はぐいと顔を近づけてくる。身構えたザジに、真剣な顔で言った。


    「……あたしとあんた、どっちがすごいと思う？」


    「…………？」


    　自然と首が傾いてしまった。少女は焦じれた様子で、


    「だーかーらー、レースはあんたの勝ちかもしれないけど、けどでも勝ち誇ってんじゃねーですよってこと！　だってあたし子供助けたんだし？　命の価値はプライスレスですし？　そうするとむしろ、あたしのほうがすごい？　うん、あたしの勝ちだね、これは。イエーイ！　エリーちゃん大勝利！」


    　ザジは答えない。人見知りが激しく会話が苦手だから、初対面の人間と話をするなんて至し難なんの業わざだ。ここが人ひと気けのない小さな路地だったからいいようなものの、人でごったがえす大通りだったらマスクを深くかぶり直して一いち目もく散さんに逃げ出していただろう。


    　ただ、この少女の言っていることはとても胸に訴えかけてくるものがあった──主に、怒りの感情の部分に。


    　両手の間にレモンイエローの光で文字を浮かべてみせる。


    【ＤＲＡＷひきわけ】


    「……ハーン、負けを認めないわけ？　さっきまでの追いかけっこは、逃げるほうが有利なんだから……って、あっ」


    　ザジは黄色い光を使って壁を何度も蹴けり、五階建てのビルの屋上まで這はい上がった。地上を見下ろし、下の少女に向かって指をくいくいと動かした。同時に浮かべた文字は──。


    【ＲＯＵＮＤ　２だいにらうんど】


    「……マジ上等なんだけど」


    　銀髪の少女が好戦的な笑みを浮かべたのを見て、ザジはスタートした。最初のビルから飛び降りる前に、気配はすぐ後ろまで来ている。


    　銀髪の煌きらめきは天然のものではなかった。あきらかに彼女はミスティックだ。何かの能力を使っているのは明白だが、どういう能力なのかはわからない。わからないが、ザジはすでにムキになっている。
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    　どんな能力だろうが、前を走らせるつもりは一切ない。
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    　蒸気機械クラフト研究に関しては世界でも指折りの知能と権威を有するジグボーン大学は変人が多いことでも知られているが、大学そのものも相当変わっている。


    　街を南北に二に分ぶんするジグボーン川に架かる、巨大鉄橋の上に築かれたこの最高学府は、学術機関というよりも要よう塞さいといったほうがしっくりくるような見た目をしていた。煙突とパイプとアンテナが絡み合う、ねじくれた巨大な象ぞう牙げの塔。


    　混こん沌とんとした外観を裏切らず、大学講内の有り様もひどいものだった。ピストン運動を繰り返して暴走する竹馬のようなクラフトだとか、人じん為い的に生み出されたらしいクリーチャーなどが、まわりの迷惑など気にせず走り回っている。


    　竹馬クラフトに踏みつけられそうになったニコラスは、この騒がしい場所がとっくに嫌いになっていた。クリーチャーの巨大な舌に舐なめられて顔中を涎よだれだらけにされた警部も同じ感想だろう。


    「こちらです」と、事務員はその部屋の前まで案内すると、有名人のウンディーネを胡う散さんくさげに一いち瞥べつしただけでそそくさと退散した。警部は不機嫌そのものの顔をハンカチでぬぐい、部屋に入る。


    「失礼、私は──」


    「ようこそ、ようこそ！　わざわざどうも！」


    　中からすっ飛んできたのは学生らしき若い男で、抱きかかえんばかりにして警部を招き入れる。ほとんど無理やりに握手を交わし、


    「警察の人ですよね？　待ってました！　俺おれはオベール。オベール・ルブランです。この大学の学生です。よろしく、よろしく！　どーもどーも！」


    　どうやらかなり軽いノリの人物らしい。警部に続いてデイナにも同じように接してから、ウンディーネにはまるで、フットボールのスター選手に会ったかのような迎え方をしてみせた。


    「うひゃあ！　トライデントのウンディーネ！　本当に会えるなんて！　握手させてもらえるの？　すげえ！　一生の思い出だ！　応援してます！」


    「ありがとう、オベール。これからもトライデントをよろしく」


    　感激を絵に描かいたような対応に、ウンディーネは慣れた様子で余裕をもって応じている。そして、次はニコラスの番──ウンディーネに向けられた笑え顔がおが大雨なら、ニコラスへの笑顔はその後の水たまりだった。


    「あー、バスカーズのニコラス……だよね？　君とは、まあ、なんていうか、初めて会った気がしないよね。よろしく」


    　困ったような表情で、しかもなれなれしく肩を叩たたかれて、ニコラスは腹に据すえかねた。ただしそれはオベールのとってつけたような対応のせいではなく、肩を震わせて笑いをこらえているウンディーネのせいだ。


    　四人は応接室の中に通された。ソファに腰かけるとすぐにオベールが飛んできて、食器を並べて中央にコーヒーのポットを置く。やる気が空回りしている新人ウェイターを見ているようだとニコラスは思った。


    「さあ、さあ、どうぞお好きなだけ」


    　得意顔でそう言ったオベールを警部は胡う散さんくさげに見上げる。


    「我々はコーヒーを飲みに来たわけではない。ハーバート教授からの輸送警護の件で……」


    「いえいえ、そこはご心配なく！」オベールはいちいち大げさな身振りで言った。「ただ、スタッフが資料の準備中なのでしばらくお待ちいただく必要があるんです」


    　それを聞いて、ウンディーネは尋ねる。


    「ちょうどいいわ。今のうちに聞いておきたいもの。大学の資料を運ぶのにわたしたちの警護を必要としている理由を」


    　額ひたいを打って、オベールは「ああ！」と叫ぶ。


    「なるほど説明ですね？　説明したほうがいい？　わかりました。任せてください！」


    　無意味に手を動かしながら、オベールは落ち着きなく歩き回る。


    「始まりはそんなに昔の話じゃありません。去年の話です。舞台はカナダのニューファンドランド島のランス・オ・メドー──ノルウェーの冒険家夫婦によって発見された約千年前の遺跡です。この場所を調査したハーバート先生は、遺跡がいわゆるファーストネーションズの遺のこしたものではなく『赤毛のエイリークのサガ』に登場するあの《幸運なるレイフ》が到達し、居住を試みた痕こん跡せきではないかと考えられました。もしもニューファンドランド島こそがサガにあるヴィンランドのことだとすれば、ランス・オ・メドーの考古学的価値は世界遺産に指定されてもおかしくは……」


    　わざとらしく警部が咳せき払ばらいをしたおかげで、オベールはハッと我に返る。動作だけでなく、話をするのにも落ち着きのない若者だった。


    「すいません、すいません！　脱線しちゃって！　要するにですね、ハーバート先生はそのカナダの遺跡で、いくつかの発見をしたんですよ。そいつで論文を書けば、向こう二十年は考古学界の権威でいられるほどの発見をね。ところが、その発見の一部を保存し、英国に持ち帰ろうとしたときに問題が発生しました」


    　オベールはわざとらしく怖い顔をつくり、低い声で続きを言った。


    「──カナディアン・ギャングです。彼らは先生の帰国を妨害した挙げ句、ランス・オ・メドーでの発見を国外に持ち出せば殺すと脅きよう迫はくしてきたんですよ！　おそろしいでしょう？」


    「待って。カナディアン・ギャング？」


    　耳慣れない響きに、ウンディーネは心当たりがなかった。オベールが待ってましたとばかりに腕を慌あわただしく動かして、


    「合衆国じゃあまり知られていないかもですね。過激な反英国主義者とか、カナダ独立主義者の団体のことですよ。歪わい曲きよくされたカナダ・ナショナリズムを信しん奉ぽうしてるヤバイ連中です」


    「ケベック州の独立運動のことは聞いているけれど……カナダ政府そのものを英国から独立させようとしている勢力があるのですか？」


    　ウンディーネが尋ねると、オベールは大げさにうなずいた。


    「あるのですよ、それが。どうしてそんな流れが起きたかっていうと、背景がすごく複雑でどう説明したらいいものか……」


    「ディスコルディアが原因だ」


    　オベールに代わり、ニコラスが注釈した。


    「第二次世界大戦のときのイザコザが原因で、植民地カナダとイギリス本国の関係はかなり微妙なんだよ。戦争の長期化を狙ねらったディスコルディアが、関係を悪化させる工作を行おこなったからな。その影響が今ごろになって表面化してきてる」


    「物知りなのね、奇術師ジヤグラー。とてもそうは見えないけど」


    「ディスコルディアのことはいくらか調べたからな」


    　ウンディーネの皮肉に対して嫌みのひとつも返さなかったニコラスに、警部とデイナは驚いたらしい。ウンディーネもまた、肩すかしを食らわされたような微妙な顔をしていた。


    「ええと、要するにですね」オベールが話を戻す。「大英帝国を憎む愛国者の彼らにとって、発見を英国に持ち帰ろうとするハーバート先生の行為は、とても許せるものではなかったみたいです。彼らによれば、ランス・オ・メドーの遺跡は国家の礎いしずえとするべき発見なんだそうで。『海を渡ってきた移民国家の魂たましい』って理屈らしいですが、ムチャクチャですよね」


    　ハハハ、とオベールは体をゆすって笑う。ひとしきり笑ってから、誰もつられて笑わないのが意外そうに笑うのをやめた。


    「……と、まあそういうわけで、ハーバート先生はランス・オ・メドーでの発見を英国に持ち帰ることはできず、手ぶらで失意の帰国となりました。ただし、先生はその代わり、ある手段をとりました……なんだと思います？」


    　ショーの進行をする司会者のような語り口に、ニコラスはオベールの尻しりを蹴けり上げたい衝しよう動どうに駆かられた。警部のこめかみがぴくぴく痙けい攣れんしたところを見ると、彼も同じ気持ちなのだろう。


    「ハーバート先生はその発見をですね、たまたまカナダに滞在していたジグボーン大学の知人に託して、大学の研究室で保管するよう頼んだんですよ！　この工作はまんまと当たりまして、ハーバート先生と英国行きの飛行船ばかりをマークしていたカナディアン・ギャングは、遺跡の発見がアメリカに持ち出されるのを見み逃のがしてしまったんです。こうして無事に考古学的発見は野や蛮ばん人じんの手を逃のがれて、このジグボーン大学の研究室に納められることとなりました」


    　ここまで説明されて、ウンディーネも、ようやく笑みを浮かべた。


    「話はわかりました。ギャングの目をごまかすため、この大学に隠されていた考古学的発見を英国のハーバート教授のもとに戻すのが、今回の資料輸送の目的なのですね」


    「そのとおりです！」大げさに肯こう定ていしたかと思うと急に弱々しい声こわ音ねになり、「ただ、問題はやはりカナディアン・ギャングなんです……どうも彼らは、遺跡の発見がここに移されたことに気づいたみたいでして、すでに国内にやってきているという話もあるんです」


    「簡単な任務ですね。想定される敵は、誇こ大だい妄もう想そうに駆かられたギャングというわけですか」


    　ウンディーネが余裕をもって言うと、デイナも笑みを浮かべて言った。


    「そうそう。それに、アルラウネもね」


    　ウンディーネの顔から笑みが消えた。和なごやかだった笑え顔がおは今や、警戒心で塗りつぶされている。思っていた反応が得られなかったデイナは不安そうに、


    「……あれ。聞いてない？」


    「聞いてませんし、聞き逃せません。どういう意味です？」


    「アルラウネが戻ってきてるらしいんだ。この街に」


    「……ちょっと待ってください。そんな重要なことを、どうして今ごろになって」


    「サラマンダーに、伝えておくように言ったんだけど」


    「あの子は……」


    　ウンディーネはこめかみを押さえてうなだれる。


    　アルラウネ、という言葉に心当たりがなく、彼女たちの意図を摑つかみかねていたニコラスの耳元で、警部がつぶやいた。


    「アルラウネってのは、二年前にこの街にいた怪人フリークスの名前だ。かなり強力なＳ型ミスティックで、クリーチャーを生み出して自在に使し役えきすることができた。妙に負けず嫌いなやつで、トライデントを倒すことに躍やつ起きになってたもんだ」


    「それで、捕まえたのか？」


    「いいや。当時のトライデントは結成されたばかりの素人しろうとだったからな。街から追い出すことはできたんだが──」


    「なんだ、逃がしたのか。やっぱアマチュアだな」


    　わざと大声で言う。馬ば鹿か、と警部は小声で非難したが遅かった。ウンディーネは対抗心を丸出しにして、


    「確かに、当時のわたしたち三人が未熟だったことは認めるわ。でも今は違う。トライデントは完成されたチームになった」


    「三人ねぇ。そういえば三人揃そろっているところを最近見てないな」


    　ニコラスの含みを持たせた言い方に、ウンディーネは珍しく言葉を詰まらせる。


    　部屋が妙な空気になったところで、どこからかベルが鳴った。


    　二人のやり取りを見守っていたオベールが飛び上がり、白衣から無線機械の一種らしいクラフトを取り出す。ベルはそこから鳴っていた。


    「支度ができたようです。すぐに出発しましょう」


    　バタバタとオベールが飛び出して、警部とデイナも立ち上がる。


    「行くぞ。あの騒々しい若造の言ってることが事実なら、ハーバート先生とやらは偉大な発見をしたＶＩＰだ。間違いがあってはならんからな」


    「そうでなくてもＶＩＰでしょ。ツタンカーメンの発見者なんだから」


    「俺おれの前でエジプトの話は二度とするな……」


    　二人の警官が去り、ニコラスがそれに続いても、ウンディーネは一人で応接間に残っていた。一人でゴーグルに手を当てて、無線機を操作する。


    「……もしもしハロー。例の件はどうなっています？　……わかりました。ええ、それで結構」


    　立ち上がり、窓の外──川の向こうに広がる街の景け色しきへと厳しい目を向ける。


    「できるだけ急いでください。なんとしても見つけて連れてきて。トライデントの三人目グリーンカラー──シルフィード・イージーを」

  


  
    二章　グリーンサムズアップ


    



    



    　妙な二人連れだった。


    　大男と小男の対照的な組み合わせ。赤い髭ひげをたくわえた大男は野や蛮ばん人じんのように毛皮のベストを羽織り、毛皮のブーツを履き、千年前には戦場で流は行やっていただろう鉄てつ兜かぶとをかぶっている。


    　小男は執事のような燕えん尾び服ふく、頭には真っ黒で角のような突起を二つ持つヘルメット──こちらは何らかのクラフトのようで、顔の大部分を覆おおい、口だけが露出していた。


    　時代錯さく誤ごと場違いが手を組んだような格好の二人は今、大都市にありがちな薄暗い路地裏を並んで歩いている。


    「……と、まあそういうわけである」と、原始人風のコーディネートで決めた大男が言った。「ランス・オ・メドーから持ち出されたあの遺い物ぶつは、正しく我らのもとに戻されなくてはならない。この街にあるべきものではないし、ましてや汚けがらわしい英国なんぞに引き渡すわけにはいかんのだ！　そうだろう？」


    　大男の問いかけに小男は、ほとんど唇くちびるを動かさずにボソボソと答える。


    「私は君たちのそういった背景に興味があるだろうか？　否ノー。そんな話はどうだっていい」


    「大事な話だぞ！　我が祖国と、このレッドベアードの名誉に関わる話だ！」


    　大男は赤髭レツドベアードの名のとおり、赤く豊かな髭ひげを震わせてうなった。レッドベアード率ひきいるカナディアン・ギャング《トールの髭》──彼らが信しん奉ぽうする大昔の移民神話を延々と聞かされて、小男のほうはうんざりした口調になっていた。


    「私にとって重要なのは、君と私の利益が一致しているかどうか。君の先祖やカナダの独立が大事な話かどうかと言えば、どうでもよい」


    　レッドベアードは兜かぶとの眉ま庇びさしの下で、意外そうに目をしばたたかせた。短足だが手と胴が異様に長い。そんな怪物じみた外見をした彼にとって、自分の体の半分ほどしかない小男に口答えされるなど、考えもしないことだったらしい。


    「ずいぶんはっきり言うな」


    「物事には二つの結論しかない。是イエスか否ノーか」


    　小男が立ち止まり、近くのビルのダストシュートを開いた。中にはゴミではなく、地下へと続く階段がある。


    「私たちにとってあなたは有用か？　是イエス。あなたたちにとって私たちの力は必要か？　これも是イエス。話し合うべき事柄はこれだけで十分」


    「つまり、我が輩に協力してくれるということでよいのだな？」


    「是イエス。私の仲間もすでに到着しているころだろう」


    「ならいい。よろしく頼むぞ。ボーンソーン」


    「私の名前はボーンソーンだろうか？　否ノー。ソーンボーンだ。ボーンソーンではない」


    　ちぐはぐな二人組が階段を下りていく。突き当たりの壁で立ち止まり、壁の上部にしつらえられたダイヤルを回す。カチリ、と歯車のかみ合う音がして、壁が横にスライドして開いた。


    　開くと同時に向こう側から男が一人、転がり出てきた。


    「ぬおっ!?」


    　思わず飛び退のいた二人の目の前で、どさりと男は床ゆかにのびる。顎あごが砕かれているようで、顔中が血だらけだ。レッドベアードが悲痛な声で叫んだ。


    「スノリ！　どうした!?　いったい誰がこんな真ま似ねを！」


    　燕えん尾び服ふくの男──ソーンボーンは無言のまま扉とびらの先に足を踏み入れた。そこにあったのは酒場。テーブルがあり、カウンターがあり、奥には酒さか瓶びんが並ぶ。ビリヤード台まであって、薄汚よごれたビルの地下とは思えないほど充実している。そして、二十人ほどの男たちがいた。


    　彼らのうちのほとんどはレッドベアードと同じ、毛皮のベストを着た野や蛮ばん人じんスタイルだったが、二人だけ例外がいる。年老いて腹の大きく突き出た老人と、たくましい体つきと浅黒い肌はだを持つ若い男。


    「おう、来たかソーンボーン」


    　若い男が言うと、老人もこちらへ振り返った。枯れ萎しなびた唇くちびるから、怪鳥のような声が出る。


    「遅い。この私がわざわざ来てやったというのに迎えもなし、式典もなしとは何だ。儀ぎ仗じよう兵へいはどこだ？」


    「どういうことだ、これは」と、ソーンボーンが男たちを詰問する。


    　二人はレッドベアードと同じ格好の男たちに囲まれていて、しかもどうやら彼らを敵に回しているらしい。野や蛮ばん人じんたちは血走った目で二人をにらみつけている──しかし実際に手を出そうとする者はいないし、囲まれている二人は少しも物もの怖おじしていない。


    「この未開人どもが無礼を働いたから、文明人として躾しつけをしてやったのさ。なあ、閣下」


    「さよう。こともあろうに、男だん爵しやくの位を持つ私に対し『頭のおかしいインチキ貴族』などと誹そしった愚おろか者を成せい敗ばいしたまで」


    　みしっ、と床ゆか板いたと天井の軋きしむ音がソーンボーンの背後から聞こえた。


    「貴き様さまらぁ……！」


    　レッドベアードの巨体が、ぬっと酒場に入ってくる。


    「よくも、我が輩のかわいい子分を……！」


    　そのただならぬ迫力に、二人の男も構える。若いほうはボクシングのファイティングポーズを。老人は大きな旅行カバンを持ち上げて。


    　すかさず、燕えん尾び服ふくのヘルメットの男──ソーンボーンが割って入る。


    「よせ。これから一緒に仕事をする仲間だぞ」


    「関係ねぇぜ。火の粉こを払うだけだ」と、ボクシング・スタイルの男が言う。


    「スノリの仇かたきだ！」レッドベアードは鼻息荒く吠ほえ猛たける。


    　辛抱強く、ソーンボーンは説得を続けた。


    「どちらも退ひけ。重要なのは損か得かだ。ここで仲間割れをして得になるか？　否ノー」


    　だが、レッドベアードはおさまらない。


    「こちらは仲間をやられているのだぞ！　見過ごせば我が輩の面めん目ぼくに関わる！」


    「面目なんて言葉を知ってるとはたいしたお猿さんじゃねぇか。かかってこいよ田舎いなか者もの」


    　若い男のほうも聞く耳持たず。さらに、取り囲むレッドベアードの部下たちも首領と同じく殺気立って喚わめき出した。いつ乱闘が始まってもおかしくない。


    「いい加減に──」


    「ＫＮＯＣＫコン、ＫＮＯＣＫコン──もしもぉし？」


    　場違いに明るい女の声が、地下酒場に響いた。


    「ダメじゃない、入り口を開け放したまま騒いだりして。一応、裏酒場なんでしょう、ここ？」


    　声の主ぬしは、酒場の隠し扉とびらにもたれかかっていた。アイビーグリーンの髪色に、同じく緑の装飾過か剰じような衣装。ブーツまでもが深緑色。全身が緑一色の奇抜な格好。


    　少しばかり面おも長ながだが、輪りん郭かくと目鼻立ちのはっきりした美人である。彼女のワンピースは膨ふくらんだバストとくびれた腰まわりにフィットしているうえ、露出もあるので特に男の目を引く。


    　存分に注目を集めた女はニヤリと笑って、


    「ソーンボーン。殿方の頭を冷やすの、手伝ってあげましょうか？」


    「……頼もう」


    　女のぞっとするほど細く白い手が、床ゆかに転がっていた金属製のテーブルに触れた。そこから緑色の光が迸ほとばしったかと思うと、テーブルがぶるっと震える。光にあてられた箇か所しよから震えは物質的な変化となり、武ぶ骨こつなスチールが瑞みず々みずしい緑に変わっていく。


    「アハッ！」


    　女の微笑が凶暴なものに変わった。緑化したテーブルを持ち上げ投げつける──空中でテーブルは完全に変生現象クリーチヤライズを起こし、大量の茨いばらへと変わる。トゲ持つ緑が四人めがけて押し寄せた。


    茨はひとりでに動き、有ゆう刺し鉄てつ線せんのように四人の男たちをそれぞれ取り囲む。少しでも動けば茨のトゲが皮ひ膚ふを突き刺す、際どい間隔で男たちを封じ込めた。


    「落ち着いたかしら、皆さん？　仲良くしなきゃダメよ？」


    　ニコニコと、和なごやかな笑え顔がおで女が言う。ソーンボーンは茨の間で身を縮めていた。自分まで囚とらわれたことへの不満をはっきりと顔に出しながらも、理性と努力で怒りをおさえている。


    「……言いたいことはあるが、まあいい。これで全員揃そろったのだから」


    　ソーンボーンは、自分と同じく茨に囲われ、棒立ちになっている男たちを見た。


    「レッドベアード、紹介する。そこの、血の気の多そうな男がハーキュリーズＧだ」


    　若い男がニッと白い歯を見せる。
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    「そこの老人はバロン・ガトリング。男だん爵しやくだ……本人はそう言っている」


    「いかにも」と老人は突き出た腹をさすり、大おお仰ぎようにうなずく。


    「そして、あの茨いばらの女は──」


    　豊かな胸元から真っ赤かな仮面を取り出して、顔を覆おおう。茨を蛇へびのように腕にまとわせて、その先端からは仮面と同じく真っ赤な花が咲いた。


    「アルラウネよ。よろしくお願いするわ、素敵なおヒゲの旦だん那な様」


    



    
      ◆

    


    



    　屋上からバルコニーへ飛び降りる──手すりに着地しようとしたが、そこに花の鉢があることに気づいて寸前で避けた。最小限のタイムロス。しかし、相手は確実に差を詰めてきた。


    「疲れてきたんじゃない？　集中が乱れてるみたいだけど」


    　背後からの声は揺さぶりのつもりなのか、それとも単なる軽口か。


    　路地の上空を横断して、教会の屋根へ。十字架を跳び越える。


    「うわ、罰ばち当あたり。あたしカトリックなんだけど」


    　それを言うならザジは正教会で洗礼を受けている。赤ん坊のころのことで記憶はないが。


    　隣の屋根に跳び移ったとき、再びミス──壁のハシゴにつま先が引っかかる。着地は成功したが、不自然な足運びになってしまう。


    「いただき！」


    　視界の隅で銀髪が揺れる。並ばれた。だが、それ以上前には行かせない。屋上を走り抜けて縁に足をかけた。能力を使い、路地をまたいだ向こう側のアパートの屋根へ自身を飛ばす。


    　勢いよく飛び出したザジの隣──銀髪はまだ横並びでついてきている。シールらしき輝かがやく粒りゆう子しを身にまとわせて、ザジと同じ速度で滑かつ空くうしていた。


    　自分と同じような力の使い方に驚いたザジは、次の足が遅れた。


    　銀髪は足をつけると同時に迷わず駆かけ出して、ザジを半歩ほどリードし──。


    「わっ!?」


    　突然、銀髪がひっくり返る。彼女に注視していたザジには、その原因がはっきりわかった。屋根に張り付いていた新聞紙を踏んづけたのだ。隣は五階建てのアパートだから、誰かがそこから読み捨てたのだろう。


    　銀髪が仰あお向むけに倒れた。屋根の縁に尻しり餅もちをついて、そのまま転がり落ちる。屋根に指をかけたがとても体を支えきれず、少女の体は四階相当の高さから落下していった。


    「…………！」


    　咄とつ嗟さにザジは手を伸ばしたが、何もかも遅すぎた。みるみるうちに銀髪の体は小さくなっていき、地面に激突──不自然なほどの砂すな埃ぼこりが舞い上がった。


    　ザジはすぐにシールが生み出す力りき場ばの向きを変更──重力と同じ向きに飛び、地面につく直前でブレーキをかけて、着地。仰あお向むけに倒れている少女に駆かけ寄った。


    【ニューヨークの守護者アイアンマスク、市長とケンカ別れ？】──そんな記事の新聞紙が詫わびるように肩にかかり、銀髪は穏やかな顔で眠っているかのよう。


    　──……これ、死んでるかも。


    　最悪の可能性から考える。というか、高さを考えれば普通に死ねる。


    　確認のため、おそるおそる近づいたザジの手が触れるか触れないかのところで、銀髪はカッと目を見開いた。


    「……サイッテーなんだけど」


    　ふくれ面つらで少女がむくりと起き上がる。ザジはびくりと後ずさっている。


    　新聞紙を丸めて投げ捨てる様子はまったく健康そうで、ビルの屋上から落ちたというのに怪け我が一つしていない。例の、滑かつ空くうの能力を使って身を守ったのだろうか。落下の衝しよう撃げきで留め具が外れ、束ねていた髪が腰まで垂れていた。


    「…………」


    　死んでもおかしくない派は手でな事故と、そのわりには元気な銀髪の様子。その落差に、ザジはおろおろと立ちすくんでいる。銀髪はそんなザジに手のひらを向けて、


    「待って。ちょっと待って。検討してみよう。さっきのレースの勝敗について」


    「…………？」


    「不幸なアクシデントがあったけど、実質あたしの勝ちって言っていいんじゃん？　あのまま踏み切ってたら絶対追い抜いてたし。間違いなく追い抜いてたし。だよね？」


    　どうやら本当に平気らしい少女の要求に、ザジは黄色い文字で答える。


    【ＲＥＪＥＣＴＥＤだめ】


    　少女が何かを口走った。発音からしてイタリア語かスペイン語らしく、ホデール、と聞こえたがザジには意味がよくわからない。どうせ、ジーザスとかホーリィシットくらいの意味だろう。


    「……あたしだって、万全の装備だったら足滑らしたくらいで落っこちたりしなかったし。つーか、落ちたって飛べたし」


    　よくわからない負け惜しみを言う。埃ほこりを払って少女は立ち上がり、落ちていた留め具で髪を束ね直す。二色の混じり合った、不思議な色の髪だ。


    「ま、いいや。今日きようは勝ちを譲ゆずっとく。でも勝ち誇っていられるのは今のうちだぜ。次は絶対追い抜くから」


    　ザジに向き直り、親指で自分の胸を指す。


    「あたしはエレンディラ・サンチェス。仲間はエリーって呼ぶ。ミドルネームはあんたが敗北を認めたら教えたげる」


    　変なやつ、とザジは思った。負けん気だけで自分に挑いどんできて、本気で悔くやしがっているらしい。ただ、屋根の上を跳び回る自分も相当変わっているという考えには至らなかった。


    「で、あんたの名前は？」


    　名乗られて応じないのはマナー違反だと考えたザジは、Ｚから始まるスペルをシールで描えがこうとして、ぴたりと止まる。今の自分が鎧よろいを着ていないことに気づいたのだ。《真鍮男ブラスマン》ザジの正体が、黄色いシールを使うミスティックの女だと知られるのは望ましくない。


    　苦心して考えた結果、浮かべた名前は【ＰＡＴＳＹＲＩＹＡ】だった。


    「パ……パッツ……？　パツィーリヤ、でいいの？　ああ、ロシア系なのね」


    　一応うなずいておく。本名を名乗ることに抵抗はあったが、咄とつ嗟さに偽ぎ名めいをでっちあげられるほどザジは器用ではない。


    　銀色の髪を持つ少女──エリーは両手を持ち上げて、ぐっと伸びをした。


    「あー、のど渇いたーっと……そーだ、パツィこの後ヒマ？　この近くに、あたしのなじみの店あるんだけど」


    　自分が誘われているとは思わず、すぐには返答できなかった。ようやくその言葉の意図を理解して、ザジはあたふたしてしまう。


    「……？　何してんの？」


    　慌あわてているのだ。ろくな人付き合いというものをせずに生きてきたザジには、同性、同年代の友達というものがいない。ニコラスは友達というよりも仕事仲間というか、運命共同体というかだし、見た目は若いが年齢不詳だから本当に同世代かどうかわかったものじゃない。


    　かといって、そんなこと説明できやしないし、何より初対面の相手と言葉を交わすことが不可能だ。どういう言葉をシールで描こうか迷っているザジの手を、エリーが摑つかんだ。


    「…………？」


    「迷うくらいなら来なよ。イヤなら途中で帰りゃいいし」


    　有う無むを言わせずにエリーはザジの手を引いていく。


    　変なやつ、とザジはもう一度思った。おまけに強引だ。


    　しかし、その強引さは不思議と不快ではなく、目の前で揺れている銀と緑の混じり合った髪の房も鮮あざやかに映った。


    



    
      ◆

    


    



    「悪い！　待たせたな、オベール！」


    　白衣を着た集団が、研究室からぞろぞろと出てくる。皆、一様に年若く、全員が学生らしい。


    「時間はかけたが準備はできてる。ほら、持っていけ」


    　白衣の一人が、弁当でも手渡すかのような気軽さでカバンのようなものをオベールに押しつけた。革のベルトの持ち手がついた、木製の箱だ。


    　オベールはそれを受け取ると警部とデイナ、ニコラスのほうを振り返り、陽気に告げる。


    「さあ、準備完了です。それでは行きましょう！」


    「おい、ちょっと待て」


    　当然のように、警部が止めた。


    「上等の酒か楽器でも入っていそうなそのカバンが、例のブツなのか？」


    「やだなあ、ブツだなんて！　いけないものみたいに言わないでくださいよ」


    　滑こつ稽けいなジョークを聞いたようにオベールは笑うが、警部は真剣だ。真剣に憂ゆう慮りよしている。


    「……それはいいとしても、お前さんが運ぶのか？　警護の責任者は？」


    「俺おれです。ウェルドン協会の専用列車に乗り込むまで、俺を警護してもらうって話ですが」


    「ふざけるんじゃない！　ただの学生が責任者だと？　カナダから発見を持ち帰ってきたとかいう、ハーバート教授の知人とやらはどこにいる！」


    　爆発した警部の剣幕に、オベールは申し訳なさそうに目を伏せた。


    「いることはいますけど……」


    「呼んでこい！」


    　オベールが目配せをすると、女子学生が研究室の中に駆かけ込んだ。すぐに戻ってくる──車椅い子すを押して。


    「……こりゃあ」


    　言葉をなくした警部の前で、女子学生は車椅子の上のしわくちゃの老人に話しかける。


    「マーチ先生ー？　警察の人が呼んでるんですけどー、大丈夫ですかー」


    　老人はうつろな瞳ひとみのまま、萎しなびたのどの奥で「あー」とうなっただけだった。


    「そうですねー、今日きようはご機嫌ですねー」


    　車輪が回るにつれて、車椅子に備え付けられた点滴の袋が揺れた。老人はぶかぶかの背広を着込んでいるが、患者服のほうがよほど似合っているはずだ。


    「俺たちを指導してくださっているマーチ先生です。ハーバート教授とはエジプトの考古学研究で志こころざしを共にした間柄だそうですけど、ここ最近めっきり老け込んでしまわれて……それでも、俺よりマーチ先生が責任者になるべきとおっしゃられるなら、それは仕方ありませんね」


    　ちょっと小突いただけで危き篤とくに陥おちいりそうな老人を目にして、警部はこの仕事の困難さを思い知った。デイナが小声で隣の警部に話しかける。


    「……わたしのママの国には、『ミイラ取りがミイラになる』ってことわざがあるんですが」


    　くるぶしを蹴けって、部下を黙らせる。


    　威厳を保つため、警部は重々しく聞こえる咳せき払ばらいを一つしてから、


    「いや、それには及ばん。確かに君は少ーしばかり若すぎるやもしれんが、問題あるまい。オベール・ルブラン、我々が君を責任もって送り届けよう」


    「いいんですか？　なんなら、マーチ先生にも付き添ってもらうことも……」


    「いや、いい。大丈夫だ。問題ないと言っただろう。だから早く戻ってもらえ。さあ。今すぐ……おい、点滴の管に気をつけろよ！」


    　白衣たちに囲まれた車椅い子すが研究室に引っ込んで、警部は安あん堵どのため息をもらす。


    　このとき、デイナは窓から下を見下ろしていた。


    「ボス。ウンディーネが手配していたレプチューン社の警護車両が到着したみたいです」


    「おお、来たか」　


    　警部も部下にならって窓から階下を見下ろす。その顔が一気に曇った。


    「何の冗談だ、ありゃあ」


    　血けつ相そうを変えて、警部は廊下を走り出した。途中で振り返ってニコラスを指さす。


    「責任者オベールについて警護していろ、ニコラス！　目を離すなよ！　……まったく、どいつもこいつも──！」


    　デイナも上司の後を追う。廊下には、ニコラスとオベールの二人だけが残る。


    　ニコラスの鉄色の瞳ひとみはこのとき、遠ざかっていく二人の警察官ではなく、オベールの手にある箱に向けられていた。二人がいなくなった今は、情報を聞き出すチャンスだ。


    「そういえば、その箱の中身は具体的に何なんだ？　俺おれたちは『考古学上の発見』としか聞かされてないんだが」


    　オベールはなぜだかうれしそうに、


    「興味ありますか？」


    「自分が命がけで護まもるものの正体くらいは知っておきたいさ」


    　できるだけ興味がない振りを演じつつ、ニコラスはそう尋ねる。オベールはまた例の身振りを交えて答えた。


    「言ってしまえば、砕かれた石の欠片かけらです。その文化的、歴史的な説明をしましょうか？」


    「また機会があればな」


    　今度こそ、ニコラスは興味を失って言った。


    　実を言えば、あの箱の中身はオラクルではないかという期待を持っていたのだ。異界の知識を記したオラクルは、年を経へた価値ある書物から生まれやすい。もしもカナダの遺跡で発見されたものが何らかのテクストなら、それがオラクルである可能性は十分にあった。


    「あのぅ、失礼ですがブラスマン・ザジはいらっしゃらないんですか？」


    　突然オベールが尋ねてくる。ニコラスは即座に相棒不在の理由をでっちあげた。


    「ああ。今日きようは有給とってボディビルディングのコンテストに出場してるから」


    「そうかぁ……」


    　しょんぼりとつぶやくオベールは心底残念そうで、ニコラスはウンディーネに出会ったときのこの若者のはしゃぎようを思い出した。


    「……ひょっとして、俺おれやトライデントを護衛に指名したのは……」


    「あ、俺です」顔を上げて、オベールは明るく言う。「一度は会ってお話を伺うかがいたかったんで。街の治安を守るヒーローと言えば、まずはトライデント！　それに、ブラスマン・ザジ！　……それと、ニコラス・ザ・ジャグラー」


    　おまけのように名前を付け足されて怒りが湧わいたが、怒鳴る気力もなかった。単なるヒーローオタクに呼び出されて仕事を請ける身の上が、とんでもなく馬ば鹿か馬鹿しい。


    「本当にザジは今日きようは来られないんですか？　実は結構楽しみにしてたんですが……サラマンダーやシルフもいないんですよね、いえ、警護にそんな大勢必要ないという見方もあるかもしれませんが……って、あれ？　どこ行くんですか？」


    　ニコラスはさっさと廊下を歩き出していた。目を離すなと警部に言われたが、もう知ったことか。


    「ここにいても仕方ない。警部たちが俺たちを待ってるかもしれないしな」


    　オベールが追いすがるが、ニコラスは振り返りもしない。こんなくだらない仕事、さっさと終わらせてやる。


    　黙々と歩くニコラスは、廊下の窓から大学内のロータリーが見下ろせることに気づく。オリオンブルーの長髪が目についた。そして、彼女のそばで待機している車も。さっき警部が見たものはあれだったのだろう。


    　ゴーグルを調整することで、その車の派は手でな塗装や、見る者の食欲をそそるための外観をハッキリ捉とらえることができた。


    　自然と、警部と同じ台詞せりふがもれる。


    「……何の冗談だ、ありゃ」


    



    
      ◆

    


    



    　ぐぅ、とおなかが鳴った。


    　ザジは知らんぷりを決めていたが、隣のエリーは聞き逃のがしてくれなかった。


    「ハンバーガーがいい？　それともケバブ？」


    　空腹を見抜かれたのが気恥ずかしくて、ザジはそっぽを向く。


    　二人がいるこのモラゴニーという地区では、人種の偏かたよりが目立つ。見かける人間は中南米系ラテイーノばかりで、通りの看板には英語ではないアルファベットの並びがあり、ダウンタウンではまず見かけないだろう景け色しきが至るところにある。


    「人情深くていいトコだよ。みんなテキトーに生きてるんだけど、それがいいんだ。実例をもって詳しく説明してあげよう」


    　エリーはにんまり笑ったまま、酒場の前で立ち止まる。看板も扉とびらも年季の入った汚よごれ方をしていた。


    　エリーは平然と扉とびらを押し開けた。カウンター向こうのマスターに挨あい拶さつを飛ばす。


    「久しぶり、マスター！」


    　言ってから、入り口の前で立ち尽くすザジの方を不思議そうに振り返る。


    「どしたの？　早く入んなよ」


    　ザジは困った。酒場に入った経験なんてない。きまじめな理由ではなくて、単純に興味を持てなかったからだ。


    　断ことわり方が思いつかなくて、とりあえずザジは【17】と数字で示してみせた。


    「ん？　それってあんたが十七歳ってこと？　大丈夫、あたし十八。イェーイ！」


    　何故かハイタッチ。そのまま店内へ。


    「どーしたの、マスター？　昼間っから辛しん気きくさい顔してー」


    　エリーはさっさとカウンターに席を取ってしまっている。手招きされてザジも、納得がいかないままエリーの隣に座る。なんで自分はこんなところにいるんだろう、と自問しながら。


    「そんな顔じゃあ、いい男が台なしだよ？　ねえパツィ？　あんたこういうオジサンがタイプじゃないっけ？　言ってなかった？　そっかー、マスターはタイプじゃないって。残念だねマスター」


    　渋い顔でグラスを磨いているマスターに対し、勝手なことを言ってケラケラ笑っている。そんなエリーとの付き合い方がザジにはわからない。暴力的なトラブルならば、能力を使って物理的に解決してしまうのが彼女の流儀。しかし、エリーの場合は振り回されているのに不思議とイヤな気持ちにはならない。つまり、余計にタチが悪い。


    「……あー、マスター？　なんか怒ってる？　今日きようは来ちゃまずかった？」


    「【ＣＬＯＳＥＤクローズド】の看板が見えなかったか？」


    　マスターが言う。そういえば、ザジはそんなものを見た記憶があった。エリーが気にせずドアを開けてしまったのでなんとも思わなかったが。


    「そんなの出してんの見たことないけど。昼間でも開いてんじゃん、ここ」


    「そうだ。朝だろうが昼間だろうが、お前らろくでなしどもにアルコールをくれてやるために、ウチは【ＣＬＯＳＥＤ】なんて出したことがねえ。なのに今日、そいつをこれ見よがしにぶら下げてやったのは、お前のためだよ、エリー」


    「あたし？」と、目を丸くするエリーとザジの前に、コースターに載ったグラスが一つずつ置かれる。中に入っているのはどうやらミルクらしい。


    　途端、エリーの表情が厳しいものに変わった。ザジにはよくわからない。エリーはうつむきがちにつぶやく。まるで誰かに聞かれるのを恐れるかのように。


    「……どこの奴やつら？」


    「レプチューン社の黒服だ。マフィアやギャングじゃねえから殺される心配はないだろうが……お前さん、今度は何をやったんだ」


    「仕事バックレた」


    　やれやれ、とマスターは眉まゆの辺りを指で搔かき、エリーはグラスを傾けてミルクを飲む。ザジは慎重ににおいを嗅かいで、それがアルコールでないことを確信できてからようやく口をつける。そのとき、ドアのベルが鳴った。


    「失礼する」


    　黒服を着た、大柄な男。筋肉によって盛り上がった襟えりにはレプチューン社の社章である【Ｒｅ】のバッジがあることにザジは気がついた。男の背後から、ほかに数人の黒服が続いて店内に入ってくる。全員が【Ｒｅ】のバッジをしている。


    　飲み干したグラスを置いて、エリーは横目で先頭の男を見る。


    「こんにちは、マイケル。あのお嬢様に付き合いきれなくなってやけ酒でもしに来た？」


    「私の用件はわかっているはずだ、エレンディラ・サンチェス。お嬢様が君を捜している。戻ってもらおう」


    　その口上を聞いてエリーは、にひひ、と笑い声をもらす。


    「あいつに伝えてよ、『てめーが来い馬ば鹿か』って」


    「君の職務放棄の原因は、恋人との喧けん嘩かにあると聞いていたが」


    「……連れの前でそういうこと言う男、あたし大っ嫌い」


    　言いながら、エリーは指でカウンターを叩たたく。ザジはなんとなくそこに目をやり、気づいた。グラスの底に敷かれたコースターに、何か書いてある。


    「あれは単なるきっかけ。前から辞めどきを探してたし」


    　ザジはそおっとグラスをどかし、コースターを見る。


    「なんにせよ、急いで連れ帰れとの命令を受けている。力ずくでも戻ってもらう」


    　丸いコースターに、にじんだ青インクで書かれていた文字。それは──【servicioトイレ】。


    　エリーと黒服の間の空気が張り詰めて、一気に弾けた。


    「走れ、パツィ！」というエリーの声に、「逃がすな！」という黒服の声が続いた。エリーはすでにスツールを蹴けって駆かけだしていて、ザジも慌あわてて続く。


    　出入り口は黒服たちにふさがれているために、二人は店の奥に逃げ込むしかない。店の勝手を知るエリーは、すぐさまトイレに駆け込んで扉とびらを閉めた。さらに、モップを閂かんぬき代わりに立てかける。


    「昼間から女の子を追いかけ回す仕事なんてよくやれるね、あいつら」


    　そう言うエリーの背後では、早くもドアが向こうから叩かれ、怒鳴り声が聞こえてきている。エリーは少しもうろたえず、


    「あいつらはあたしの職場の連中。『真ま面じ目めに仕事しろ』なんてむちゃ言うの。ひどいよね」


    【ＲＥＰＴＵＮＥれぷちゆーん？】


    「まーね。あたし、飛行機械開発部のテストパイロット。ほかにもいろいろやってっけど」


    　エリーは掃除用具入れからバケツを持ち出し、窓の下に置いた。よっ、とバケツを踏み台にして高所の窓にエリーはぶら下がり、体を持ち上げて外へ。


    　ザジもそれに続いてよじ登りながら、思い出したのはさっきのコースターの文字。エリーが何か書いた様子はなかったから、きっとマスターだろう。トイレに逃げろ、という意味か。エリーも、ただのテストパイロットにしてはなんだか場慣れしすぎている。


    　クリーチャーが食い散らかした生ゴミを踏みつけて、酒場の路地裏に立つ。気づかれないように、エリーを観察した。飄ひよう々ひようとしているが、その中に張り詰めたものを感じる。筋肉のつき方も、単なるパイロットにはないものがあった。


    「おい、いたぞ！　こっちだ！」


    　向こうの路地の切れ目で、黒服が騒いでいた。エリーは反対方向に駆かけ出して、ザジも続く。


    「まったく、魅力的すぎるのも罪よねー……あ、ヤバ」


    　角を曲がった先に別の黒服が数人。二人通るのがやっとの狭い路地裏に、大きな体を縮こめて入ってくる。二人は引き返し、別の角を曲がる──そちらにも黒服がいた。


    「なじみの店の地理まで調べ上げてきてんのか……あの女、本気で怒ってやがんな」


    　観念したようなことを言う。ザジは鋭するどく視線を周囲に飛ばした。


    　狭い路地。


    　逃げられる方向は限られている。


    　追っ手は多数で先回り済み。


    　地上は無理──なら、上は？


    　エリーの肩を摑つかんで立ち止まらせ、文字を見せる。


    【ＣＬＯＳＥ　ＹＯＵＲ　ＥＹＥＳめをとじて】


    「……なんで？」


    　急せかすように文字を突きつける。


    「いーけど、こんな状況でキスとかしな──」


    　ザジが天に向けて手を掲かかげた途端、エリーの体が真上に向かって吹っ飛んでいった。軽く指を傾けると、エリーの体が隣の建物の屋根に着地する。「むぎゃっ」と、うめき声。


    　エリーを打ち上げて上を向いた拍ひよう子しに、ザジの顔を覆おおっていたマスクがずり下がる。ようやく追いついてきた黒服たちだったが、思わず立ち止まっていた。


    　五階建ての屋上まで人一人を飛ばすほど強力なテレキネシス。エリーの肩に光っていた黄色いシール。そして、レモンイエローの髪──トライデントの活動に協力してきた彼らは、そのミスティックの異い名みようを知っていた。


    「《黄の印イエローサイン》!?」


    　ザジの両手に黄色い環わが浮かんだ。それを、路地の伸びるほうに差し伸べる。その方角から、錆さびまみれのパイプが回転しながら飛んできた。


    「危ない！」と叫んだ黒服たちをかすめて、パイプはザジの手前、空中で停止する。黄色いシールをまとうパイプはひどく劣れつ化かしており、それは真ん中からポッキリ折れた。二本になったパイプがそれぞれ回転を始める。ブンブンと空気をかき回す不気味な音を立てて。


    　黒服たちは互いの顔を見交わした。なんとなく、この二本のパイプが自分たちにひどいことをしそうな気がしたからだ。


    　ザジが腕を振るう。それに合わせてパイプも動き、目の前にいた黒服のこめかみを強く打った。ザジが腕を返すと、パイプは隣の黒服の顎あごをかち上げる。後ろからザジに襲おそいかかった黒服には、もう一方のパイプが頰ほおを強打。体を沈めたザジが両手を払うと、二本のパイプは男たちの足あし下もとを駆かけ抜けて、いくつもの脛すねを打つ。


    　脛を叩たたかれて倒れた仲間を踏み越えて迫る黒服の後頭部に、戻ってきたパイプが襲いかかって昏こん倒とうさせる。威い嚇かくするように回転するパイプに黒服たちがひるんだ隙すきに、ザジは自みずから進んで手近にいた男の襟えりに手を触れる。黄色い印がついた。


    「待──」


    　黒服の台詞せりふは途中から悲鳴になった。彼は地面と平行に真後ろへ吹っ飛んで、ほかの仲間を道連れに巻き込みながら別の路地へと消えていった──哀れっぽい悲鳴を残して。


    　ほかの黒服たちがそれに気をとられた一瞬、パイプが飛び回って次々に男たちを打ち据すえる。こめかみ、顎、鳩みぞ尾おち、脇わき腹ばら、金きん的てき──急所を的確に捉とらえていった。


    　全員が地に伏したのを確かめてから、ザジは黄色い環わを浮かべた手を下ろす。すべてのシールが消えて、落下したパイプを頭に受けた黒服が「ぐっ」とうめいた。


    　ずれたマスクを直してザジは、手のひらで壁を打つ。そこにシールと力りき場ばが発生し、ザジの体を屋上へと運んでいく。屋根の上にたどり着いたとき、エリーはまだ尻しり餅もちをついていた。頭を何度か振って、


    「……いーよ、謝んなくて。職業柄、乗り物酔いとかむち打ちには耐性あるから。でも次からは先に言ってね」


    　エリーは下の乱闘を見ていなかったようで、ザジはひとまず安あん堵どした。でもよく考えてみれば、見られたところでザジの正体に気づく人間は希まれだろう。トライデントくらいなものだ。


    　まだ頭がふらつくのか、エリーは寝起きのようにゆっくり起き上がって、


    「ま、とりあえず助かったよ。ありがと」


    「上だ！　上に逃げた！」そんな声が下から聞こえてくる。ホデール、とまたエリーがつぶやいて、西の方角を指した。


    「よし、チャイナタウンに行こう。あそこはゴチャゴチャしてるからまきやすい」


    　縁に立って銀髪をなびかせ、ザジを誘う。


    「今度は二人とも逃げる側ってことで。準備はいい？」


    　ザジがうなずく。二人揃そろって際に立つ。


    　階段を駆かけ上がり、黒服が屋上に到着。二人に向かって叫んだ。


    「二人とも、動くな！」


    　それが合図だった。


    　ザジは前のめりに、エリーは屋根から一回転して飛び降り、一段低い隣の建物の屋上へ。エメラルドグリーンに輝かがやく光の粒つぶがエリーの体を押し上げ、空中での姿勢制御と加速を担になう。


    　空中で、緑光をまとったエリーが叫ぶ。


    「ラウンド３だー！」


    　二人の少女が、街の空を舞う。


    



    
      ◆

    


    



    　地下に隠された裏酒場にはいろいろな役割がある。


    　非合法なスチームシーカーの情報交換、取引、集会場、オークション会場、結婚式場など。


    　酒場のオーナーはもちろん裏の世界の人間で、地下には酒場だけでなく様々な用途に使われる設備がいくつも用意されている。リアクターや発電機もあって、ちゃんと料金を納めれば大型のクラフトを持ち込んで稼か働どうさせることもできる。


    　燕えん尾び服ふくを着たヘルメット男、ソーンボーンがここへ持ち込んでいたのは、幻灯機エピスコープに似た用途不明のクラフト。それに、大量の銃じゆう器きだった。


    　筒先が大きく広がったラッパ銃ブランダーバスを拾い上げて、レッドベアードは眉まゆをひそめる。


    「なあ、コーンボーン。疑うわけじゃないが、こんなもの役に立つのか？」


    「ソーンボーンだ」訂正しながらも、クラフトの調整に余念がない。「銃を置け。コードを引っ張るな。私に余計な手間をかけさせて得があるか？　否ノーだ。下がれ」


    　ソーンボーンが用意した数十丁のラッパ銃はすべて薬室からコードが伸びていて、これが幻灯機似のクラフトへと接続されている。


    「我らに武器を与えてくれると言うから期待していたのだが、有線武器なんぞ時代遅れだろう」


    　髭ひげを撫なでながらレッドベアードが苦く言げんを呈ていした。


    「毛皮を着た蛮ばん族ぞくの貴き様さまがそれを言うかね」


    　バロン・ガトリングが言うが、この合衆国で男だん爵しやくを自称している彼も似たようなものだろう。


    「このクラフトとラッパ銃……植物の根みたい」


    　赤い仮面のアルラウネがアイビーグリーンの髪をかき上げて言うと、ソーンボーンは口に笑みを浮かべた。


    「来てくれ、アルラウネ。準備ができた」


    　手についた機械油をぬぐい、ソーンボーンは仲間たちとクラフトの間に立つ。


    「さて、約束の時間だ。これから私たちは、力を手に入れる。それはこの街の警察と渡り合えるほどのものだろうか？　是イエスだ。それはひょっとすると警察を一いつ蹴しゆうできるほどのものだろうか？　是イエス。それはこの街を──」


    「これが入力装置なのね」


    　アルラウネはオモチャを与えられた子供のような笑え顔がおで機械の蓋ふたを開く。中には重蒸気ヘビイスチーム式のバーナーとレンズの間に石灰──酸化カルシウムの塊かたまりが固定されていた。


    「待て、まだ私の発明を解説していない。これはミアズマの変生効果を光に荷し、石せき英えいガラスの繊せん維いからなるコードを通すことで変生現象クリーチヤライズを──」


    　ソーンボーンを無視して、アルラウネの指先がちょんと触れた。


    　途端、緑色の光が真っ白い石灰ライムの表面を覆おおい、アルラウネはすぐに機械の蓋を閉じる。


    「これで、わたしは再び脚光ライムライトを浴びる」


    　確信を込めて言うと、クラフトのスイッチを入れた。機械がガタガタと震え出し、煙突のようなパイプからしきりに何度も蒸気を吐き出す。


    　バヂンッという何かが裂けるような音がしたかと思うと、機械から伸びる導どう線せんに異変が起きた。クラフトに接続された箇か所しよから緑色の光が走り、光が過ぎた後から導線はどう見ても植物のツタにしか見えない姿へ変へん貌ぼうしていく。


    　光は床に並べられたライフルへと至ると、今度はライフルの姿を変えた。筒先の広がったラッパ銃ブランダーバスから、銃身の代わりに百ゆ合りのような花をつけた奇妙な武器へ。


    　ソーンボーンは自分の解説を邪魔されたことへの不満をブツブツ口にしながらも、完成した武器を手に取った。植物と化したコードを引き抜き、高く掲かかげる。


    「アルラウネの能力をもとに作り出した生体兵器──マスタードブルーム。理想的な銃じゆう弾だんは鉛なまりの散弾だが、別に石ころでも構わない。薬室で変生現象を起こし、クリーチャーの種子と化した弾丸を撃ち出す。こんなふうに」


    　ソーンボーンが天井に向けて引き金を引いた。着弾点から人間の腕ほどもあるツタがみるみる生えて、近くにいたカナディアン・ギャングの男に襲おそいかかった。


    「なっ……！」


    　男の首まで伸びかかったツタを、レッドベアードの太い腕がつかまえて止める。灰色の瞳ひとみでぎろりとソーンボーンをねめつけた。


    「我らはバイキング。戦場ではない場所で、いたずらに仲間が傷つけられるのは許せん」


    「失敬……アルラウネ」


    「はぁい」と、アルラウネが指をかざすとツタの動きが止まった。くたりと垂れたツタを投げ捨てて、レッドベアードは言う。


    「この武器をすべて、我々に提供してくれるのか？」


    「もちろん、是イエスだ」


    「それも、無む償しようで？」


    「是イエス。そういう取り決めだったはずだ」


    「友よ！」


    　がばとソーンボーンを抱きしめた。大男のレッドベアードが小男のソーンボーンにそんなことをしたために、髭ひげと筋肉でソーンボーンの体はほとんど見えなくなっている。


    「これで我が輩は祖国の歴史を取り戻すことができる！　感謝するぞ！」


    「どういたしまして」たくましすぎる胸きよう筋きんから顔を引きはがし、ソーンボーンは言う。「だが忘れてもらっては困る。私が武器を提供し、そちらは人員を提供する。そういう取り決めだったはず」


    　ボクサーのハーキュリーズＧはカウンターに腰かけて、退屈そうに酒の入ったグラスを傾けていたが、このソーンボーンの言葉には大いに賛同した。


    「そのとおりだ。俺おれたちはしみったれた石ころなんざ興味はねぇ。みんなで仲良く銀行を襲おそうって話だから乗ったんだ。ガトリングの旦だん那なもそうさ」


    「閣下と呼べ、若造」


    　二人の怪人フリークスに対し、レッドベアードはガハハと豪快に笑ってみせた。


    「任せておけ！　我らは誇り高きバイキングの子孫！　約束は違たがえん！」


    　手に手にマスタードブルームを抱えた子分たちに、レッドベアードは髭を震わせて雄お叫たけびを上げる。


    「我らはバイキング！　奪われたものを取り返すだけでは不足だ！　奪うぞ、野や郎ろう共！」


    　バイキングたちは、獣けもののような咆ほう哮こうとともに行動を開始した。


    　乱れた燕えん尾び服ふくを整えているソーンボーンに、アルラウネが意味深な微笑ほほえみとともに寄り添う。


    「いけない人。純じゆん朴ぼくな田舎いなか者ものを騙だまして利用するだなんて」


    「利用する？　否ノー。目的が同じなだけだ」


    「なら、その目的のものとやらはどちらが頂くのかしら。彼ら？　それとも貴男あなた？　是か否イエスｏｒノーで答えてみてちょうだい？」


    「……どちらも。そういう契約だ」


    　アハハ、と明るい笑い声とともにアルラウネはソーンボーンの手から逃のがれる。スカートを翻ひるがえして彼から離れ、振り返る。


    「噓うそばっかり。でも、安心してちょうだい。追求も密告もするつもりはないわ。ああいうむさ苦しいのはタイプじゃないもの。それに、わたしはとても忙しいの」


    　ふわふわとしていたアルラウネの表情が、突然凶暴さを帯びる。彼女の危険性を知りながら仲間に引き入れたソーンボーンでさえ、ぞっとするような表情。


    「トライデントの三人に思い知らせてやらないといけないから。このアルラウネがビザーバーグに帰ってきたということを」


    「あのガキどもに思い知らせてやりてぇってんなら俺おれも同意見だぜ。クソガキが目立ってチヤホヤされてんのはメチャ気に入らねぇからな！」


    　グラスを投げ捨てて、ハーキュリーズＧがやってくる。マスタードブルームは持っていない。彼には、もっと使い慣れた武器があるからだ。


    　そして、それはバロン・ガトリングも同じだった。


    「私には私の爵しやく位いにふさわしい待遇を要求する権利がある。準備がよいのであるなら、すぐに金を受け取りに行きたいものだ」


    　仕事に必要なものがすべて揃そろった今、ソーンボーンはこれが時機だと認めた。


    「是イエス、是イエス、すべて是イエスだ。行動を開始しよう。時刻になり次第、それぞれの目標を襲おそえ。諸君は銀行。私とレッドベアードは、カナダから持ち出された遺物を奪う」
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    　車内には、ピザとトマトソースのにおいが漂ただよっていた。


    　運転席のデイナは一風変わった車を運転できることにご機嫌で、助手席の警部はまだ難しい顔をしている。


    　車の後部には対面式のシートのほか、小型オーブンとピザを入れる保温ケースがあった。


    「……なんでピザ・デリバリーの車なんだよ」


    　ニコラスがあらためてボヤく。後部シートには窓がないため、外の景け色しきを眺めて気を紛まぎらわせることもできず、チーズとトマトソースのにおいがこもっている。


    「不満があるなら降りても結構よ」


    　ウンディーネがそう言えるのは、このワゴンタイプの大型車両がレプチューン社によって用意されたものだからだ。派は手でなカラーリングにピザのマークをあしらった、どこからどう見てもピザのデリバリー車。


    「暴風ジャックジヤツク・ザ・スナツチヤーの件で、彼を捕らえるために用意されたデコイのひとつ。結局使わないまま放って置かれていたから、この際利用することにしたの。まさか、ピザじゃなく考古学上重要な発見を運んでいるとは誰も思わないでしょう？」


    「本物のピザまで用意する必要はないだろ」最後部の収納スペースをのぞき込んで、そこに保温材でくるまれた箱を見つける。「よりにもよってブラザー・ペペのピザか？　街で一番マズい店だ。ああ、そういやレプチューン社のグループだったっけ」


    「もう一度言うけど、不満があるなら……」


    「わかったよ、ピザ・オーナー。古くさいチーズも腐ったようなアンチョビも我慢して文句は言わない。サービスの悪さにもな。それでいいだろ」


    　野の良ら犬いぬが威い嚇かくするような視線を飛ばし合い、二人はようやく黙る。しかしこんな殺さつ伐ばつとした空気をまったく気にしていない人物がいた。


    　同じく後部シートに腰かけている学生のオベール・ルブラン──何を考えているのかわからないが、すっとぼけた笑え顔がおを浮かべている。


    「いやあ、勉強になるなぁ」


    「……勉強？」


    　ニコラスが怪け訝げんな顔で問う。尋ねられて喜んでいるのか、オベールは嬉き々きとして答えた。


    「ええ、ええ！　俺おれの個人的な興味です。アメリカ社会史および現代における自警団ビジランテとしてのヒーローのあり方、それをテーマに研究するのがライフワークで、そのうち論文も書くつもりなんですよ。本物のヒーロー同士の会談を見学できて、感動です！」


    「俺はヒーローじゃない」「こいつはヒーローじゃないわ」


    　二人はまったく同じことを言ったのに、すぐさまお互いにらみ合って険けん悪あくな雰ふん囲い気きを出す。


    　オベールは二人をなだめるでもなく、二人の間の空間に向かって手を振り回すという、大げさなだけで意味のない素そ振ぶりをした。


    「あの！　これは今、思いついたことなんですが……こういう機会は滅めつ多たにないので、少し思考テストをさせてもらっていいですか？」


    「思考テスト？　わたしたちは警護のために来ているのであって、あなたの好奇心を満足させるためではないのですが」


    「まあまあ！　そんなに肩かた肘ひじ張らなくても大丈夫ですよ、ええ。俺はマスコミじゃないから結果を誰かに言いふらしたりはしませんし、駅に着くまでの単なる暇つぶしと思ってもらえれば」


    「やめとけ。いい子ぶって世間体を気にしてるアマチュアは、台本がないとインタビューも受けられないんだ」


    　煮え切らないウンディーネに、ニコラスが先んじた。


    「俺はいいぜ。『半分ハーフ』って言葉を使わないテストならな」


    「……結構よ。結構ですとも。いいわ。受けましょう」


    　あきらかにムッとした様子で、ウンディーネも言った。


    　二人の了承をとりつけたオベールはもう飛び上がらんばかりに過か剰じような仕草で、


    「本当ですか!?　ありがとう、二人とも！　では、これから俺が出す問いに対して回答をお願いします」


    　オホン、と咳せき払ばらいをしてオベールは、熱心な教師のように身振りを交えつつ話し始める。


    「あなたは、ある研究所の管理室にいます。目の前にはコンソールがあり、最さい新しん鋭えいのテレグラフもあります。そこには三つの研究室が映っていて、Ａの部屋には五人の研究員が、Ｂの部屋には一人の研究員がいます。ところが」


    　ここで、オベールは言葉を切って怖い顔をしてみせる。


    　怪談じゃあるまいし、とニコラスは内心、小こ馬ば鹿かにした。


    　ウンディーネは真ま面じ目めな顔で、こくんとうなずいた。


    「三つ目のＣの部屋で事故が起こり、致ち死し性せいの毒ガスが発生してしまったのです！」


    「まあ」とウンディーネが口を手で覆おおった。


    　ニコラスは、この反応が本気なのかを疑った。


    「毒ガスはダクトを通ってＡの部屋へと向かっています。残念なことに、あなたにＡの部屋の五人の研究者に危険を伝える手段はありません」


    「なんてこと」ウンディーネが悲痛な声をもらす。


    　どうも本気っぽいと感じて、ニコラスは信じられないものを見る目で彼女を見ている。


    「できるのは、ダクトを操作して毒ガスの流れる方向を変えることだけです。ただし、そうした場合、毒ガスは一人の研究者がいるＢの部屋に流れ込みます。もちろん、そちらに連絡をとる手段もありません」


    　オベールは両手の指を二人に向けた。


    「さて、あなたはどうしますか？　一人を死なせて五人を救う？　それとも命の取しゆ捨しや選択を避けて五人を見殺しにする？」


    　この問いにウンディーネは真剣な顔でうなずき、ニコラスは白しらけた様子で腕を組んでいる。


    「わたしなら、五人を救うわ」


    「ほう！　それはまたどうして!?」


    「単純に数の問題で考えたからよ。たとえそれが罪深い選択だとしても、見殺しにはできない」


    「すばらしい！」


    　両手を打って、オベールは褒ほめ立てた。


    「トライデントの知性であるウンディーネらしいクールな回答だ！　ありがとう！　俺おれのライフワークの参考にさせてもらいます！　……で、」


    　今度はニコラスのほうを向く。


    「あなたはどういう答えを出しますか？　ニコラス・ザ・ジャグラー」


    「状況による。それだけだ」


    　そっけなく言った。この答えにオベールはわざとらしく傷ついた表情になり、ウンディーネは鼻はな白じろんだ。


    「テストを受けるって言い出したくせに、そんな回答？　ずいぶんもったいぶるのね」


    「質問に意味がない。状況次第で対応が変わる。作戦も変わる。だから、解なし」


    「わかってないわね。今のは功こう利り主義的正義に対するカウンターともいえる思考実験よ。そんな方法論的な回答をするのは的まと外はずれだわ」


    「なら、聞く相手を間違えてる」


    　ウンディーネを嘲あざけるわけではなく、真面目な顔でニコラスは言った。


    「普通の人間なら思考実験で済ませられる。でも、俺やお前は違う。実際に遭そう遇ぐうしてもおかしくない状況だ。お前こそ、そこまで問題の意図を理解していながらよく答えられたもんだな」


    　いつもの皮肉を引っ込めて、ウンディーネも真剣に言い返す。


    「わたしの正義はそういうものよ。救うべき命も数で考えるわ。多数の命を救えるなら、少数の命を切り捨ててでも──」


    　突然のブレーキ音が、ウンディーネの台詞せりふをかき消した。


    　車内の重力が傾き、乗員の全員が前につんのめる。後部座席の三人はシートにしがみついて耐えた。ゴムの焦こげるにおいが漂ただよう。


    「い、いったい何事です？」


    　ウンディーネが、ぶつけた頭をさすり、前の二人に尋ねた。ハンドルを握るデイナは、フロントガラスを見つめたまま、淡々と答える。


    「原始人みたいな男がでっかい花を持って道路をふさいでる」


    　それを聞いてウンディーネは眉まゆ尻じりを下げ、女性警官をいたわる表情になった。


    「……デイナ。疲れてるなら運転はやめたほうがいいと思います」


    「だよね。わたし疲れてるよね」


    　うんうんとデイナはうなずくが、助手席の警部が引きつった声で言う。


    「デイナ、俺おれにも見えるぞ」


    「警部も疲れてるみたいですね。ここんとこ忙しかったからなぁ」


    「いや、事実だ。こっちに花を向けてる」


    「あはは、本当だ。何あれ笑える」


    　車が揺れた。


    　メリメリと音を立てて、突き上げられるように車のフロントが持ち上げられていく。デイナが素早く真しん鍮ちゆうのレバーに手を伸ばした。


    「幻げん覚かくじゃねぇじゃんか、ちくしょう！」


    　ようやく現実を見つめたデイナがギアを変えて、バックで走り出す。再び車が揺れて、すぐに止まった。


    「どうした、何をやっとる！」


    　警部が怒鳴るが、デイナは額ひたいに汗を浮かべて必死にアクセルを踏んでいる。


    「わたしにもわかりませんよ！　なんだこれ……植物!?」


    　車両が何か大きな力に押されている。ざわざわとフロントガラスに這はい上がってきたのは、デイナの言うとおり何らかの植物のツタのように見えた。


    　車両を押していた力はもはや車を動かして運ぶほどになり、偽ぎ装そうピザ・デリバリー車は傾いたまま、路ろ肩かたへと押し込められた。たび重なる衝しよう撃げきから乗員たちが立ち直ろうとしているところに、運転席の窓が外から叩たたかれる。


    　原始人のようにむさ苦しい顔が、窓の向こうでニヤニヤ笑っている。


    



    
      ◆

    


    



    「それで言ってやったの。医者が患者選んでんじゃねーぞって。貧乏人の子供だからってホルヘを見殺しにしたら、あんたの家探し出して火つけてやるって、そしたら野や郎ろう、警察呼びやがってさー……」


    　エリーはごま団子をかじりながらずっとしゃべっている。こっちは相づち一つ打たないのによく会話が続くものだ、とザジは思っているがやはり無言。翡ひ翠すい色の綺き麗れいな点心をつまむ。


    　エリーの席の向こうには窓があり、チャイナタウンの景け色しきを切り取っている。街のあちこちに赤い提ちよう灯ちんがつり下がっているのも、どの建物もけばけばしい装飾なのも、すべてザジには目新しく見えて遠い異世界に来たみたいだった。


    　合衆国の中でも比較的アジア人の多いペンシルベニア州の一都市、ビザーバーグ。当然のようにチャイナタウンがある。表通りは中華料理店やオリエンタルな雰ふん囲い気きの雑貨屋がひしめき合い、そこから奥まった辺りはアジア系住人が暮らす住宅街で、住民以外に訪れるものの少ない関かん帝てい廟びようがひっそりとたたずむ。


    　二人はレプチューン社の執しつ拗ような追っ手をまくため、この中華料理店に忍び込んでいた。黒服たちはしばらくこの辺りを探索していたが、ついには諦あきらめてどこかへ行ってしまった。


    　こうして逃げる心配をしなくてよくなったザジとエリーは、のんびりと飲ヤム茶チヤの時間を楽しんでいる。エリーは他た愛わいない話を繰り、ザジはエリーの話に耳を傾けつつ興味深げに中華街ならではの装飾を見回していた。


    　紐ひもで吊つるされた唐とう辛がら子しとか、八角形の壁飾りとか、店内の至るところに意味のわからないものがある。他には【福】と書かれた真っ赤な菱ひし形がたの飾り、爬は虫ちゆう類とも鳥類とも判別のできない生き物の木彫りなど。漢字も読めなければ道教思想にもくわしくないザジには、とにかく景気がいいことをアピールしたいのだろう、という以上の感想は出てこなかった。


    「……ところでさー、パツィ」


    　ぐっと顔を近づけてくる。エリーの負けん気が移ったのか、ザジも目をそらさずに見返す。


    「……そのマスク外してるとこ見て気がついたんだけど、どっかで会ったことない？」


    　ザジが持っていたフォークを取り落とした。確かに今のザジは食事のためにマスクをずらして、素顔が露あらわになっている。


    　言われるまで気づかなかったのは、このエリーという少女に気を許しすぎていたせいだ。最初に彼女に抱いだいていた警戒心がいつの間にか消えてしまっていた。冷や汗が流れる。


    「ま、いーか。同じ街にいれば、知らずに会ってることもあるだろーし」


    　あっさり興味をなくしてくれたので、ザジはエリーに気づかれないようホッと息をついた。気分を落ち着かせるためにジャスミン茶を口にする。


    「そういや、パツィは何かやってんの？　仕事」


    　危あやうく茶を吹き出すところだった。安心しかけていただけに、ザジは動揺を隠せない。


    　しかし、その問いかけは単なる前振りだったらしい。ザジが目を白黒させたまま黙っていると、エリーはそのまま話し出した。


    「あたしはさー、テストパイロットをやってるっつったけど、ほかにも副業みたいなことしてるわけ。その職場に、あたしをその仕事に誘った女がいるんだけど……なんつーか、ソリが合わないっつーか……」


    　初めて、エリーの話に興味が湧わいた。仕事と人間関係の悩み──他ひ人と事ごとというわけではない。


    【ＷＨＡＴＫＩＮＤどんなひと？】


    「超堅かた物ぶつの優等生。あたしと真ま逆ぎやくの性格。ほんとつまんない女で……いや、違うな」


    　卓上に肘ひじを乗せて、エリーは黄たそ昏がれた顔で、


    「嫌いじゃないし尊敬してもいいかも。年下だけど。でもとにかく気が合わないんだなー」


    　なんとなく、ザジも同じ思考をしてしまう。ニコラスのことだ。


    　感情的な自分とは真逆の人間。気に入らない点はあるけど、嫌いではない。尊敬は……してるかどうか、ちょっとわからない。


    「たとえばの話だけど……自分の大事な人間と、大勢の他人の命、どちらかしか助けられないとしたら、パツィはどうする？」


    　大事な人間……誰だろう？　ニコラス？　なんだか違う気がする。かといって、ほかに知人といえばマダム・ヘイズくらいしかいない。


    「あたしだったら、絶対に自分の大事な人を助ける。家族でも恋人でも仲間でも、そういう命のほうが、あたしにとっちゃ見ず知らずの大勢の命よりも重いから。それが正しいことじゃなくても、あたしはそうする。でも、その優等生ちゃんはきっと大勢の命を助けるためなら自分の大事な人間も犠ぎ牲せいにできるんだ。それが正しいことだって心から信じてるから。そーゆーところが尊敬できるし、苦手なところ」


    　ザジの脳のう裏りにイメージが浮かぶ──多数を救うために、あるいは論理的な利益のために、誰かを犠牲にするニコラスの姿。


    「そいつとはチームの仲間だけど……こんなに意識の違う人間が一緒に組んでていーのかなってよく思っちゃうんだよね。それで、ついにバックレちゃった」


    　エリーの自じ嘲ちようの笑みには陽気さと陰が同居していた。それは今まで見せた彼女の表情の中で、ザジが一番親しみを感じるもので──。


    「おやおやおや、これはこれは」


    　二人がいる個室に、奇妙な声が響いたのはそのときだった。するりと幽霊のように入り込んできたその男は、本当に幽霊に近い顔色をしていた。よく見れば男ながらに化粧を施ほどこしているらしく、顔を白おし粉ろいで塗り固めて唇くちびるには青い染料を引いている。


    「懐なつかしい顔がある。たしか、この街で最後に俺おれを殴ったのはお前だった」


    　雨も降っていないのに傘かさをついて、エリーに顔を近づけた。よく見ればかなりの美形のようだが、破れるほどの笑え顔がおで台なしになっている。


    「ハイ、ブロンジィ」


    　エリーは短く言った。平静を装よそおっているが、エリーがこの男を警戒しているとザジは感じ取る。そっとマスクを顔に当てた。


    「あんた、確かアルカトラズに送られたんじゃなかった？」


    「そう！　アルカトラズのミスティック監かん獄ごくに送られた！　でも待てよ？　それはいったいどうしてか……ああ！　そうそう！　お前らが俺を捕まえたからだ！」


    　間近でたっぷりにらみつけてから、ようやく離れる。


    「貴重な体験だ。でも俺の弁護士は優秀。それに俺は模も範はん囚しゆうだった」


    　男は椅い子すのひとつに腰を据すえた。京劇の役者のような白塗りの顔を、ザジのほうに向ける。


    「これはお前の連れか？」


    「パツィ、怖がんなくていいよ。こいつには何もさせない」


    「初めまして、お嬢さん。俺はブロンジィ。紳士だ。よろしく」


    「昔はこの辺りを縄なわ張ばりにしてた元ギャングスタ」


    　エリーが付け加えると。ブロンジィはぐいっと首をひねってエリーをにらむ。
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    「今もギャングスタだ！　お前とは違う！　俺おれは自分の過去と選択に敬意を払う男。一度築き上げた自分を否定しない」


    　それを聞いても別にザジは怖がったりはしない。ギャングを叩たたきのめしたことは一度や二度ではないし、今だってそうしてやるつもりで構えている。


    　それを思いとどまっているのはエリーのため。それに、男の髪が赤しやく銅どう色に輝かがやいているのも気になった。ミスティックだ──その能力は未知数。


    「ブロンジィ、久々にシャバのメシを楽しみたいのはわかるけど、ほかの席で頼めない？」


    「ムショ帰りの俺が、人間らしい食事と女に飢えてると思ってるのか？　馬ば鹿かなことだ！　どちらもとっくに堪たん能のうした。次はビジネスだ。俺はビジネスの話をしに来た」


    　ブロンジィはザジのほうを振り返る。


    「だから、関係者以外は席を外して──」


    「あたしの友達を追い出すんなら、あたしも出てくけど」


    　友達、という響きにじんとなって、ザジはブロンジィを叩きだそうとしていたのを寸前で止めた。初めての友達……ちょっと頰ほおが緩ゆるむ。


    　ブロンジィは渋い顔で、「まあ、雑ざ魚この一匹や二匹いても問題ない」と言い訳っぽくつぶやいてエリーに向き直る。


    「エレンディラ・サンチェス。お前とはギャングの縄なわ張ばり争いで何度かやり合った仲だ。チャイニーズギャング《冠龍幇グアンロンパン》と、飛行機械を使うヒスパニックギャング《鷹アギラ》。そして、空賊アギラを率ひきいる女おんな頭とう目もく《鷹の聖女ビルヘン・デル・アギラ》──それがお前」


    　やっぱり、とザジは思う。エリーがまとう独特のきなくさい雰ふん囲い気きと、レプチューン社の追っ手から逃のがれる身のこなしから想像はついていた。荒あら事ごと慣れした人間──この街ではスチームシーカーか、ギャングだ。


    　話から察するに、このブロンジィという男はエリーにとってギャング時代の因いん縁ねんの相手らしい。なら、話がこじれて修しゆ羅ら場ばになる可能性もあるだろう。ザジはいつでも戦闘態勢に入れるよう、マスクをずらしてジャスミン茶を渇いたのどに流し込む。


    　ザジの緊張を別の意味にとったのか、ブロンジィは皮肉な笑みを白顔に貼はり付けた。


    「お友達には昔の話はしてなかったか？　それはよくない！　昔のこともちゃんと打ち明けておかないと！　今の、トライデントのシルフとしての姿ばかりでなく！」


    　今度こそ、ザジは茶を吹き出した。ブロンジィが眉まゆをひそめるがそれどころではない。


    　シルフ？　トライデント？　エリーが？


    　記憶をたぐり、《黄の印イエローサイン》としてトライデントと戦った光景や、《真鍮男ブラスマン》として小こ競ぜり合いをしたことを思い出す──そこにエリーの姿は出てこない。ザジが対面するのはサラマンダーとウンディーネのはずで……しかし言われてみれば、上空に緑色の影を見かけたような気がしないでもない。


    　いろいろな考えがザジの脳内に渦巻くが、エリーがシルフとしての仕事をサボり倒しているせいで対面する機会がなかった、とは思い至らなかった。


    　ザジの動揺を目まの当たりにしたブロンジィは、白塗りの額ひたいに皺しわを刻んでエリーを見る。


    「……それも言ってなかったか？」


    「ほっとけ」


    　ペースを乱されたブロンジィはやりにくそうにしながらも、気を取り直して言う。


    「まあいい。えー、何の話だ……そう、ビジネスの話だ！」　


    　両りよう肘ひじを卓上に乗せて、指を組む。端正な顔に花のような微笑を浮かべた。


    「近々面白いヤマがある。主催者がなかなかイカしてる。もちろん俺おれも参加予定。そこで、俺の相棒として働いてくれる人間を探してる……エレンディラ・サンチェス」


    　舌に、ねっとりとした響きを絡ませてその名を呼んだ。


    「──トライデントを抜けて、俺の相棒になれ」


    



    
      ◆

    


    



    　植物の根が道路のコンクリートをぶち破り、路ろ肩かたまで続いている。その先には、茶色い枝に絡め取られたピザ・デリバリーの車があった。


    　あれだけ大きな車体を路肩まで押し込めた武器の威力に感嘆し、男は毛むくじゃらの指で百ゆ合りの花に似た生体兵器を撫なでた。からし花マスタードブルーム──その名にふさわしい、スパイスの効いた性能だ。


    「おい！」男の肩を仲間が摑つかんだ。「余計な真ま似ねをするな。俺たちの役目は見張りだぞ」


    「ああ、そうさ。でも、小腹が空すいたときに目の前にピザがあったら、そりゃ摘つまむだろ？」


    　悪びれもせずに言い放ち、ピザ屋の車に近づいていく。運転席の窓を叩たたいて、まだショックから立ち直っていない運転手の女を起こす。


    「よう姉ちゃん。悪いが、ここから先は立ち入り禁止だ。銀行強盗が出て危ねぇからな、へっへっへ。そんで、悪いんだがちょいとピザを恵んでもら──」


    　いきなり開かれた運転席のドアが、男の言葉を物理的に遮った。鼻血を盛大にまき散らしながら男が仰あお向むけに倒れ、その顔面にデイナの靴底が乗る。アフロヘアを重たげに振り、


    「ってー……なんだこれ。タイヤに木の根が絡みついてやがる」


    「てめえ、動くな！」


    　ドアにやられた男の仲間がマスタードブルームを構えた。デイナは褐かつ色しよくの唇くちびるをすぼめて口笛を吹く。


    「女を口く説どくのに花をプレゼントする男って悪くないね。古典的クラシツクで」


    「よく見ろ！　これは生体兵器だ！　絞め殺されたくなかったら、おとなしくしろ！」


    　その説明で納得したのか、デイナは何度かうなずいて、ゆっくりと両手を挙げる。男はふっと安あん堵どの笑みを浮かべた。


    「それでいい。俺おれたちは誇り高きバイキングだ。ピザ屋の店員を殺したりなんて──」


    「手を貸しましょうか、デイナ？」


    　壊れたドアからひょっこり顔を出した青髪の少女を見て、男が悲鳴を上げた。


    「ウンディーネ!?　なんで、ピザの──」


    　気を取られた一瞬後、男の目の前にはデイナの靴底があった。


    　鋭するどい前まえ蹴げりが、たっぷり半インチほど男の顔面にめり込む。男は完全に意識を飛ばし、ゆっくりと崩れ落ちた。


    「ご協力どうも、ウンディーネ」


    　残ざん心しんをとり、相手が戦闘不能となったことを確認してから振り返る。


    「ボスは？」


    「のびてます。奇術師ジヤグラーは崩れてきた積み荷に足を挟まれて動けないみたい。ほんとお気の毒様」


    「そう思うんなら手伝え！」という車内からの声は、ウンディーネには聞こえなかったらしい。


    　青い髪のミスティックはひらりと車から舞い降りると、鼻血を流して倒れている男に馬乗りになる。先に、デイナがドアをぶつけて黙らせた男だ。瞼まぶたを開かせて瞳どう孔こうを観察してから、首筋に涙形のシールを当てた。


    「意識はあるのでしょう？　気絶したふりでごまかそうとするのは賢明ではありませんよ」


    「…………」


    「……そうですか。では、人間はどれだけの苦痛を受けても声を上げずに我慢できるのか試してみましょう」


    「わっ！　待て待て！　わかった！　ほら、起きる！」


    　血けつ相そうを変えて目覚めた男に対し、ウンディーネは冷酷きわまりない声こわ音ねでささやく。


    「質問に答えてもらいます。噓うそをついたら……わかってますね？」


    　真っ青さおなひげ面づらが何度も上下に振られた。


    「結構。では尋ねます。あなたの所属は？」


    「《トールの髭ひげ》だ！　カ、カナディアン・ギャングの！」


    　ウンディーネとデイナが目配せを交わし、そして何事もなかったかのように尋じん問もんを続けた。


    「あなたは、あの車が何を運んでいるか知っていたのですね？」


    「……運んでるって？　何を？」


    「とぼけるようなら……」


    　ウンディーネがシールを近づけると、男は悲鳴混じりに訴えた。


    「とぼけてない！　本当だ！　本当に知らない！」


    「なら、なぜわたしたちの車を襲おそったんです」


    「見張りで……その、腹が減ってたんだ」


    　再び、デイナと目が合う。


    「噓うそは言ってないんじゃない？　言い訳にしちゃ馬ば鹿かすぎるし」とデイナは言った。「よほど食べたかったんでしょ、ピザ」


    　ウンディーネは納得していない様子だったが、男の台詞せりふに気になる点があることに気づく。


    「……今、見張りと言いましたが、それはどういう意味です？」


    　男は今にもパンツを濡ぬらしそうなほど怯おびえきっている。ウンディーネの質問に正直に答えただろうが、その必要はなかった。


    　防弾ベストを着た少女が毛皮のベストの男を尋じん問もんしている現場近くには、クレイトン銀行というそれなりに立派な銀行がある。立派な銀行にふさわしい立派な玄関からこのとき、毛皮のベストと鉄てつ兜かぶとの集団がぞろぞろ出てきたからだ。


    　彼らは一様に大きな百ゆ合りに似た花を持ち、そのうちの何人かはドル袋を抱えていた。ひいき目に見てもその袋は正当な手段で持ち出されたものとは思えない。また、不幸なことにウンディーネと彼らの視線は、がっちり交こう錯さくしていた。


    「デイナ」とウンディーネは視線を原始人たちから離さずに言う。「始まったらすぐに離れてください」


    　乱闘開始の合図は、ウンディーネに組み敷かれている男の悲鳴だった。


    「助けてくれ！」


    　男たちが一斉にマスタードブルームを構える。だが、ウンディーネの対応のほうが俊しゆん敏びんだった。高圧に設定したスプリンクラーで、男たちを一いち文もん字じに薙なぐ。毛皮を着た男たちが凍り付き、あるいは吹雪ふぶきに追われる獣けもののような有り様で散開する。


    「くそったれ！　撃て！　反撃しろ！」


    　ウンディーネめがけて、百合に似た花弁から散さん弾だんが発射される。一発として命中した弾たまはなかったが、ウンディーネの周囲はあっという間に奇怪な植物で埋め尽くされる。


    「これは……」


    　自律して蠢うごめく植物と、ピザ・デリバリーの車を抱え込んでいる巨大な植物を見比べて、敵の使う生体兵器がどういう代しろ物ものか、おおよその見当はついた──クリーチャーを生みだす機クラ械フトだ。


    「……なるほど」


    　コンクリートを食い破って成長しつつあるクリーチャーに向けて、スプリンクラーを照射──正面の植物を凍らせてからブーツで踏み砕き、突破口として前進する。


    　スプリンクラーの圧力を変更し、今度は細かな水の粒りゆう子しを周囲にまき散らす。低温の白い靄もやがウンディーネの姿を覆おおい隠してゆく。


    　煙えん幕まくを張っても敵の攻勢は衰おとろえず、ミアズマ汚染により種子と化した銃じゆう弾だんが飛んでくる。だが、それはウンディーネの周囲に漂ただよう靄に触れて氷結し、発芽の機会を得ないまま虚むなしく地面に転がった。


    「無駄ですよ」


    　靄もやから飛び出したウンディーネが、右手のスプリンクラーから鉄てつ砲ぽう水みずを放った。水を浴びた男のほぼ全身が瞬またたく間に凍っていく。


    　仲間の仇かたきとばかりに撃ち返してきた反はん撃げきの銃じゆう弾だんに、ウンディーネは冷静に左手のスプリンクラーで対応した。氷ひよう霧むが展開し、飛来する種子を凍り付かせて成長の機会を奪う。


    「氷点下でも生育可能な植物は希まれです。わたしの能力は、そのクラフトと相性が良すぎる」


    　的確に目標を凍り付かせ、ウンディーネは敵の数を着実に減らしていく。ドル袋と一緒に凍らされ、うめき声を上げる氷像がいくつもできあがり──残りは一人。


    　観念して逃げ出そうとしたそいつの背中に氷の重りをたっぷり乗せてやって、ウンディーネは両手から輝かがやく氷霧を振り払う。


    「サラマンダーの能力にも同じことが言えますが……その不利を覆くつがえして悪あく行ぎようを繰り返した怪人フリークスが、かつてこの街にいました」


    　手近な氷像に歩み寄り、首を乱暴に摑つかむ。


    「答えてもらいましょう。そのクラフトは誰から手に入れたものです？　そいつは……いえ、彼女は今、どこに？」


    　胸の内側まで霜しもが張りそうな冷たい瞳ひとみが、男の瞳をのぞき込んだときだった。


    「おい、こっちを見ろ！」


    　素早く振り返り、スプリンクラーを向ける。


    　鼻血を垂らした男が、十代前半と見える少女に拳けん銃じゆうを突きつけていた。さっき、ウンディーネが尋じん問もんした相手だ。


    「その子を離しなさい」


    「やなこった！　生体兵器だか何だか知らねえが、あんなわけのわからんものに頼るのが間違いだった。道具は使い慣れてるものに限る」


    　ひひっ、と引きつった笑いを浮かべ、鼻血男はじりじりと下がる。ミスティックらしき人質の少女は体を硬直させて、されるがままだ。


    「よくも俺おれの仲間を雪だるまにしてくれたな。礼はたっぷりさせてもらうぜ」


    「逃げられやしないわよ」


    「お前の知ったことビジネスじゃねえだろ、それはァ！」


    「そう、俺の仕事ビジネスだ」


    　声が横から割り込んできた。


    　続けて銃声が連続して響く。


    　一発目が拳銃の銃身に命中。拳銃が男の手から跳ねて飛ぶ。


    　二発目が空中の拳銃に命中。さらに拳銃を躍おどらせる。


    　三発目から五発目まで、銃弾がさらに拳銃を叩たたき続ける。


    　傷だらけになった拳けん銃じゆうがようやく地面に落ちた。驚きよう愕がくのあまり、口を開けたまま固まった鼻血男に銃口が向けられる。


    　ニコラスは髪にかかったトマトソースを右手でぬぐい、鬱うつ憤ぷんをたっぷり溜めこんだ顔で、


    「一発余ったんだけど、これ、どこに撃てばいいと思う？」


    　銃口は鼻血男の額ひたいを狙ねらってぴくりとも動かない。男はそろそろと手を挙げた。


    　解放された少女は駆かけ出したが、すぐに男のもとへ立ち戻る。下から男をにらみつけた。


    「あなた、大っ嫌い」


    　言って、男の股こ間かんを思い切り蹴けり上げる。


    「──………………ッ！」


    　膝ひざから崩れ落ちた鼻血男は、切なさと絶望の入り交じった表情で、のどの奥をひゅうひゅうと鳴らした。


    　非情な復讐者アベンジヤーと化した少女は、今度はニコラスに向かって笑え顔がおで駆け寄る。思わず股間を庇かばおうとしたニコラスに構わず飛びかかり、抱きついた。


    「ああ、ニコラス！　あなたってば、わたしのピンチには必ず助けに来てくれるのね！」


    　紫むらさきと赤の髪を持つ少女──その姿に、ニコラスは見覚えがある。


    「……あれ、ヒラリー？」


    　少女はニコラスの胸の上で、笑顔を何度も上下させる。


    「知り合いなの？」とウンディーネが尋ねてくる。


    「ヒラリー・ホールズだ。切り裂きジャックジヤツク・ザ・リツパーの件でちょっとな」


    　猟りよう奇き殺人鬼の隠れ家がで殺されかけ、パッチワークの材料にされかけたヒラリー・ホールズをニコラスが助けたのは、ほんの二週間ほど前のことだ。ただ、今の彼女の姿でニコラスの記憶と異なるのは、かつての令嬢然とした姿とは違い、工房の職人のような野や暮ぼったい格好をしていること。


    「ヒラリー、お前、今なにやってるんだ？」


    「クラフト技師よ！　工房に弟子入りしたの！　モーガンにお願いしたら、すぐに叶かなったわ！　これであなたのお手伝いができるわね！」


    　遠く英国からわざわざアメリカにやってきて、工房の見習いなんかをやっている貴族の令嬢には何と言うべきなのだろう？　人生の無駄だからさっさと帰れ、だろうか。


    　ウンディーネは真ま面じ目めくさった顔でヒラリーに、


    「初めまして、ヒラリー。さっきは災難だったわね。念のために病院で検査を……」


    「平気よ。ぜんぜん怖くなかったわ。きっとニコラスが助けにきてくれるって思ってたもの」


    「そういうことではなくて、わたしが言いたいのはあなたは強盗事件の被害者であり、証人でもあって……」


    「平気だってば！　わたしはニコラスと話したいの！　病院にはアシュリーと一緒に行くわ。彼女、サラマンダーなんでしょ？」


    「いいえ、違うわ。断固として違う。それは重大な間違いよ。よく聞きなさい、ヒラリー。トライデントは正体不明のミスティックチームで──」


    　いつもの口上の途中で「ウンディーネ！」と呼ばれる。デイナだ。植物に囲まれたピザ・デリバリー車のそばで深刻な顔をしている。何かあったらしい。


    　ウンディーネは未練がましく、


    「……とにかく、サラマンダーの正体は決してアシュリー・バーネットとかいう人物ではないわ。ぜんぜん違うから。いいわね？」


    　しつこく念を押してから、デイナのもとへと向かう。ヒラリーは不思議そうに、


    「わたし、アシュリーのファミリーネームは言ってないのに」


    「仕事のこだわりは人それぞれさ」


    「そう、仕事！　見てニコラス！　わたしの初仕事！」


    　ヒラリーはごそごそとポケットを漁あさり、クルミにそっくりな球形のクラフトを取り出した。


    「ほら、これ！　わたしが作った爆弾なの！　投げつけて使うのよ！　ここを押して三秒後にドカーン！　大爆発！　助けてくれたお礼にあなたにさし上げるわ、ニコラス！」


    「そりゃどうも。女の子にプレゼントをもらうのは初めてだからうれしいよ。人から笑え顔がおで手しゆ榴りゆう弾だんを手渡されるのも初めてだけど」


    「うれしい？　ねえ、ニコラスうれしい？」


    「ああ、そうだな。じゃあな、気をつけて帰れ」


    　ヒラリーをあしらって、ニコラスはピザ・デリバリー車のもとへ向かう。そこで、デイナとウンディーネが深刻な顔で話し合っていたからだ。


    　ニコラスのすぐ後ろをヒラリーが笑顔でついてきていたが、無視して二人に話しかけた。


    「トラブルか？」


    　ウンディーネは口をつぐむ。だが、デイナが打ち明けた。


    「銀行強盗だよ。ここだけじゃない。街の、複数の銀行が襲おそわれてる。無線の連絡だと、強盗団はみんな生体兵器で武装してるって」


    「同時多発強盗？　素敵！　映画みたい！」


    　ヒラリーが率直な感想を述べた。何これ、とデイナが視線で尋ねてくる。


    「気にしないでくれ」ニコラスはヒラリーを自分の背後に押しやって、「それで、続きは？」


    「この強盗団に警察も対応してるけど、手いっぱいみたい。だからニコラス。ウンディーネと協力して、近くの銀行に向かって」


    　この要請に、ウンディーネが冗談じゃないとばかりに割り込んだ。


    「くだらないことを言わないでください、デイナ。この男と協力なんて、わたしがご免です。銀行へはわたしが向かいますから、奇術師ジヤグラーにはオベール・ルブランの警護をさせるべきかと」


    「頼むよウンディーネ。バスカーズが気に入らないのはわかるけどさ、状況を考えて。あんたは今、トライデントじゃなくてたった一人のウンディーネなんだから」


    「何も好き嫌いだけではありませんよ、デイナ。この銀行強盗、何かおかしいと思いませんか？」


    　ウンディーネが言うと、ニコラスが珍しく同調した。


    「確かにな。歴史的な遺い物ぶつを狙ねらってるはずのカナディアン・ギャングが、わざわざアメリカに来てまで銀行強盗っていうのは妙だ」


    「陽動ね！　本命を狙うための囮おとりなんだわ！」と、ヒラリー。


    　なぜかデイナとウンディーネが非難するような目つきでニコラスを見る。仕方なく、ニコラスはヒラリーの肩を摑つかんで言った。


    「ヒラリー。ちょっと頼みたいことがあるんだ」


    「いいわ！　なんでも言って！」


    「とても重要なことだ。いいか？　今から、お前が働いている工房に戻ってモーガンの足のサイズを測ってくれ。測ったらその数字と同じ数のピーナッツを用意して殻からをむいて、その一粒つぶ一粒にお前のイニシャルを書き入れるんだ。できるな？」


    「名前を書いた後はどうしたらいいの？」


    「さあ？　公園でハトにでもやればいいんじゃないか」


    「わかったわ！　わたしに任せて！」


    　工房街にある工房に向かってヒラリーは駆かけ出していく。


    　ニコラスがヒラリーを厄やつ介かい払いにしたこのときになって、ようやく車の後部からオベールが出てきた。事故の際に頭でもぶつけたのか、うるさい身振り手振りもなくおとなしい。


    　それが同情を誘ったわけではないだろうが、ニコラスが気遣う。


    「大丈夫か？」


    「ええ、おかげさまで。ピザ受けトレーが頭を直撃したせいで、もうしばらくピザは見たくはありませんけど、それくらいです。それより、銀行強盗だそうですね」


    　オベールは弱々しい手振りでニコラスとウンディーネに告げる。


    「二人とも、どうか行ってください。俺おれなんかより、もっと大勢の人間を助けるべきでしょう」


    「それに、わたしもいるし」と、デイナも言う。「ここからの護衛はわたしに任せてくれればいい。ボスもいるし」


    「だとさ」


    　ニコラスの一言は余計だったが、これでウンディーネも決心はついた。


    「……わかりました。無線で本部と連絡を取り、手近な銀行を確認次第、救援に向かいます」


    「功こう利り的な判断だな。……おい、にらむなよ。正しいと思うぜ？　考古学的発見なんてものより、人命と銀行の札束のほうがよほど守り甲が斐いがあるよな」


    　ニコラスが皮肉るが、ウンディーネは首を横に振った。


    「わかってないわね、奇術師ジヤグラー。わたしたちのやり方を」


    　ゴーグルの無線機を操作して、レネゲイド・タワーの連絡員を呼び出した。


    「緊急連絡です。コード１０３１。サラマンダーを呼び出してください。……役員会の決定？　関係ないわ。それはわたしの権限のはず」


    　それを聞いたデイナは、驚くとともに吹き出しそうな顔になる。


    「無期謹きん慎しんじゃなかったの？」


    　ウンディーネは澄ました顔で答えた。


    「会議で決まった処分なんかじゃ、わたしたちの正義は止まらないんですよ、デイナ」


    



    
      ◆

    


    



    　ブロンジィは、切れ長の瞳ひとみと同じように口角を優しく持ち上げて微笑していた。悠然としたその姿には、一種の風格さえ漂ただよわせている。


    　若きカリスマは、子供に言い聞かせるようにエリーに語りかける。


    「エレンディラ。お前という女の本性は正義の味方じゃない。思うままに奪う怪人フリークス。真の姿を取り戻せ、鷹の聖女ビルヘン・デル・アギラ。俺おれはお前に敬意を払ってる。過去のわだかまりはすべて水に流す。新しい関係と発展のために」


    　どうだ？　というふうにブロンジィは両手を広げてみせる。かつてはチャイニーズ・ギャングのリーダーだったという話だが、ギャングというより俳優か、感じのいい若手実業家というふうにザジの目には映った。


    　エリーは卓上に肘ひじをついて身を乗り出す。いかにも旧知の仲といった様子でブロンジィに語りかける。


    「あんたの言い分はもっともだよブロンジィ。ヒーローはあたしの性しように合わない」


    「理解してくれてうれしい。俺とあんたが組めば怖いものはない」


    「でもあたし、白おし粉ろい臭い男って嫌いなんだ。悪いけど、ほかあたって？」


    　紅べにを引いたブロンジィの唇くちびるの両端がぎゅうっと持ち上がり、白塗りの顔の上に残ざん虐ぎやくな弧こを描えがき出す。雰ふん囲い気きがまるで変わった。そして、これがこの男の本性なのだとザジは気づいた。


    「そうか。でも予想外の答えじゃない。だから、俺もこういう用意をしてある」


    　ブロンジィが指をパチンと鳴らす。すぐに屈くつ強きようなアジア系の男が二人、個室に入ってくる。近くで待機していたらしい彼らは、どちらもかなり人相が悪い。


    「二人はこの店の用心棒。エレンディラ・サンチェスが敬意を払うべき相棒じゃなく、恨みを晴らすべき敵だったときのために買収しておいた」


    　ザジが険けわしい顔で立ち上がる。ニコラスなら絶対にしないミスだ。主導権を握られるなんて。


    　部屋をさっと見回して、三人の男を倒せる方法を探す。ぶつけてダメージを与えるもの、エリーを守れるもの、不安要素──能力不明のミスティック、ブロンジィ。


    　ブロンジィは指で合図し、二人の男に命じる。


    「この女を二人とも、縛しばり上げて連れていけ。抵抗するなら多少、怪け我がさせてもいい」


    　ザジは身構えた。エリーは座ったまま動かない。そして、用心棒の二人も動かなかった。


    「……？」ブロンジィが振り返る。「聞こえなかったか？　二人を捕まえろと言った」


    　男たちは肉厚な瞼まぶたの奥の瞳ひとみに剣けん吞のんな光を宿し、ブロンジィを見下ろしている。腕を組んで、「それは、このお客さん方を拉ら致ちしろということか？」


    「そうだよ。それだよ。拉致だよ。監かん禁きん場所はさっき教えた。さあやれ」


    「監禁もか」


    「そうだ！　さっさとしろ！」


    「イヤだ」


    「ハァ!?」


    　今度はブロンジィが立ち上がる番だった。だが用心棒二人は動じない。


    「俺おれたちはこの店のモンだ。お客にそんなことはできない」


    「いかにもな悪あく人にん面づらしてるくせして、なんだ、そのプロ意識は」


    「プロだもの」


    「お前ら俺から金を受け取った！　俺の指図に従え！　それが道理だ！」


    　ブロンジィは激しい剣幕でまくし立てるが、男たちは意見を曲げなかった。


    「チップはもらった。でも、人をさらうなんてごめんだ」


    「それも、こんな女の子を」


    「ひどすぎる」


    「人間のすることとは思えん」


    　とても良識的な言葉の数々に、ブロンジィは歯がみして傘かさの柄えを握りしめている。今にも傘を振り回して襲おそいかかりそうな形ぎよう相そうだが、そんなことをしたところで、あっという間にぺしゃんこにされそうな体格差がある。


    　用心棒の二人はブロンジィを相手にするのをやめた。そしてエリーとザジに対し、


    「この男、すぐに連れ出す。店の品格うたがわれる」


    「なぁう!?」


    　ブロンジィが素すっ頓とん狂きような声を上げたところでエリーは笑い出した。ひとしきり笑ってから、ブロンジィの襟えりを摑つかんだ用心棒に、


    「いーよ、そいつのことはほっといて。それより、デザート追加お願い」


    「わかった。すぐに用意する。店のサービス」


    　男の一人は似合わぬウインクをしてから出ていった。床ゆかの上では、乱暴に放り出されたブロンジィが膝ひざをついて落ち込んでいる。


    「……俺おれがここを縄なわ張ばりにしてたときなら、こんなことはなかった……」


    「時代が変わったんだよ。あんたがブチ込まれてる間に、レプチューン社がチャイナタウンを徹底的に浄化したから」


    「世も末だ」ブロンジィは傷ついた顔で席につく。「春はる巻まき一つくれ」


    「食ったら出てけよ」


    「その扱いはひどい。俺は今うちひしがれている。敬意を払ってほしい」


    「知るかよ」


    　ブロンジィは遠慮なく春巻をサクサクやる。さっきまでの大物ぶった悪党顔からうって変わってなれなれしい態度で、あれだけザジを威圧していた迫力も雲うん散さん霧む消しようしてしまっていた。今は、なんだか世間知らずの学生みたいだ。


    「シャバにさえ出ればこっちのもんだと思ってた。なのにぜんぜんうまくいかない。誰も俺の言うことを聞かない。子分もほとんどが足洗ってる。なんかみんな健康で幸せそうだ。おかしい。たった一年と数か月なのに」


    「ウチもそんなもんだったよ」


    「このままじゃ、ビザーバーグはあと何年もしないうちに合衆国で一番健全で清らかな街になる。ゾッとする」


    　ブロンジィは図々しくもザジの春巻にまで箸はしを伸ばしてきたので、ザジは無言のまま皿を引いて抵抗した。箸が虚むなしく机を叩たたく。ブロンジィは目をむいて、とても信じられないといった顔をした。


    「今の見たか？　こんなおとなしそうな女の子まで、俺をコケにする。俺はブロンジィなのに。おかしい」


    　ブロンジィは情けなさで目をしょぼしょぼさせている。


    　エリーは凋ちよう落らくしたギャングを哀れみをもって見つめている。


    　そして三人ともが、同時に目め眩まいを覚えた。ずしん、と腹に響く音。店内の景け色しきが揺れている。


    　悲鳴、それに雄お叫たけび。


    　三人は示し合わせたように、個室に一つしかない窓へと飛びついた。


    　二階の窓から地上を見下ろせば、大型機械馬車が一台止まっていて、ぞろぞろと人相の悪い男たちが降りてくる。揃そろって大きな花を持ち合わせているのが不気味だ。


    　どうやら男たちは、ザジたちがいる店の向かいにある建物を取り囲んでいるらしい。


    「ブロンジィ。向かいの建物は何？」


    「銀行。つまりあれは強盗だ。俺がここを縄張りにしていたころならこんな真ま似ねはさせなかった。あはは、ざまあみろ」


    　窓の外では銃じゆう撃げき戦せんが始まっていた。銀行の警備に当たっていたスチームシーカーらしき男たちが、銀行から打って出て応戦を始めたのだ。


    　襲しゆう撃げき者しや側は遮しや蔽へい物ぶつに隠れながら、巨大な花を向けて構えている。花には銃じゆう床しようと引き金がついていて、花弁からは銃じゆう弾だんのようなものが発射される。花の弾丸は壁や地面に次々に命中し、敵には一発も当たらない。


    　そこから、三人には思いもよらぬ変化が起こった。花銃による銃じゆう痕こんから、太いツルが生え、急速に成長を始めたのだ。ツルは大だい蛇じやのように蠢うごめいて手近な物を襲おそい、絞め上げる。路上の馬車、消火栓、銀行警備のスチームシーカーたち。


    　重武装の警備員が、あっという間に縛しばり上げられ無力化されていく様さまを見てエリーが口笛を吹く。


    「あれ、生体兵器みたいね。単なる強盗団じゃなさそうだ」


    　突然、騒ぎ声が近くなった。悲鳴と、物の壊れる音。荒々しい足音が近づいてきたかと思うと、毛皮を肩にかけて大きな花を抱えたひどい見た目の男が三人も飛び込んでくる。


    「お食事中に失礼！」


    「全員その場から動くな」


    「金目のものを出せ。静かに、急いでな。後がつかえてる」


    　三人の口上を聞いて、エリーがつぶやく。


    「……強盗じゃないね」


    「みたいだ。これは略りやく奪だつだ」とブロンジィ。


    　エリーたちがちっとも怯おびえないことに苛いら立だったのか、男たちが花を構えたまま近づいてくる。


    「暢のん気きにくっちゃべってんじゃねえよ、マヌケども！　こんな見た目だがこいつは生体兵器だ！　絞め殺されたくなかったら、さっさと財布を出せ！　ツタで縛っちまうと財布を取り出すのが面倒だからな！」


    　エリーが両手を挙げる。男の一人がせせら笑った。


    「手を挙げろとは言ってねぇ。それだと財布を出せねぇだろうが」


    「確かにね」


    　そう言いつつも、挙げた両手を下ろす気配はない。手を挙げたまま、何かをかき混ぜるように動かし始めた。


    　初めて文明に触れた未開人よろしく、男たちが顔を見合わせる。


    「なんだ……なんだお前！　それをやめろ！」


    「必要なんだよ。空気の流れとか、乾燥具合を調べるのに」


    「何だと？」


    　そのとき、ザジの目にははっきりと見えた。屋上レースで何度か見かけた、あの緑色の光の粒つぶ──エリーの手で煽あおられるように舞っている。


    　室内だというのに、エリーの髪がなびき始めた。


    「あたしの能力──『風』だから」


    　緑色の煌きらめきが、手の中に収束していく。


    　エリーはそれを、思い切り地面に叩たたきつける。床ゆかに緑の光が散らばり、そこから頭をもたげたつむじ風が、男の一人を天井まで吹き飛ばす。


    「ぐぇっ……！」


    　くぐもった悲鳴を上げて、天井からバウンドした男が落ちてくる。二人の強盗が、悲鳴と雄お叫たけびの間の絶叫を上げて引き金を引こうとした。


    　まずは向かって左の男──脾ひ臓ぞうの位置に、ブロンジィのつま先が打ち込まれる。拳けん法ぽうの心得があるのか、見る者に美しささえ感じさせる蹴しゆう撃げきだった。


    　次は向かって右──ブロンジィは相手を見もせずに、もう一人の男の踵かかとに傘かさの柄えを引っかけて持ち上げ、転倒させる。続いて傘を空中で一回転。傘の尖とがった先端を下に向けて、仰あお向むけにひっくり返った敵の鳩みぞ尾おちに叩き込む。息を吐ききって男は意識を失った。


    　最後は、先に蹴けりを食らわせた相手。体をくの字に曲げているその顔面に向けて、豪快な傘のスイング──顎あごをかち上げられて、男が派は手でに倒れる。


    「ホームラン！　すごい！　皆、俺おれに敬意を！」


    　歓声と拍手の代わりに聞こえてきたのは、店内のあちこちから聞こえる騒音と悲鳴。ブロンジィはつまらなそうに傘を肩に置く。
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    「……まあいい。このお花好き原始人どもを片づける。そうすれば、ここの住人も俺おれに敬意を払う。まずは、店に入り込んだ猿どもの掃除だ」


    　ブロンジィは、ぐるんと振り返って二人の少女を傘かさで指す。


    「大切な用ができた。さらば、愚おろかなエレンディラ。カビの生えた鷹の聖女ビルヘン・デル・アギラ。時代に取り残された哀れな女。空くう虚きよにして蒙もう昧まいなる……蒙昧なる……えーと……もう、とにかく、バカ。お前ら死ね」


    　ブロンジィは来たときの意気を取り戻して、個室を後にする。


    　ギャングのリーダーとしての風格をかろうじて保ち続けているその後ろ姿を見送って、エリーが小声でザジにつぶやく。


    「……捕まえたあたしが言うのもなんだけど、そこまで悪い奴やつじゃないんだよ、あいつ。ちょっと自分のことが好きすぎるだけで」


    　言ってから、椅い子すをずりずり引きずって個室の入り口に並べていく。何をしているのかと訝いぶかるザジの前で、今度はテーブルを引っくり返した。びくっと震えたザジに、


    「これで入り口ふさいでて。絶対に出ちゃダメよ」


    　そう言うとさっさと自分は個室から出ていこうとするので、ザジはエリーの袖そでをつまんで止めた。エリーは立ち止まったが、振り返らない。


    「ごめんね、パツィ。あたしはヒーロー気取るつもりも資格もないけどさ、やっぱこういうの見過ごしちゃダメだと思うんだわ」


    　手を振り払い、即席のバリケードをひょいと乗り越える。


    「正義とかそんなご立派なもんじゃなく、助けられるかもしれない人間を見捨ててあたしが納得できるかどうかっていう個人的な……なんつーの、感傷？　みたいなさ。じゃね、パツィ。また会えるといいね」


    　まるで散歩にでも出かけるような気軽さで、エリーは廊下を駆かけていった。さらりとして、少しの未練も感じさせずに。


    　エリーは納得と言った。自分が納得できるかどうか。


    　どうしてエリーが強盗団と戦いに行ったのかはよくわからないが、その言葉だけは理解できる。納得できないものへの怒りはよくわかる。突然人生と家族を奪われるような、納得できない不ふ条じよう理りへの怒りは。


    　ザジはバリケードから離れて、窓辺に立つ。眼下では、武装した男たちが銀行の前で通りを見張っている。彼らが持つ生体兵器は見たことがないものだが、ザジにとっては手に負えないというほどのものではない。


    　マスクを投げ捨てる。もう正体を隠す必要はないはずだ。着衣も脱ぎ捨てると、その下には体の線にフィットしたいつものコスチュームがある。


    　怪人《黄の印イエローサイン》が、窓から地上へ飛び降りた。

  


  
    三章　イージーゴー、イージーカム


    



    



    　ノース・クローロ駅のすぐそばには、高さと豪華さの二点においてほかのビル群を圧して建つ高層建築物がある。


    　イザムバード・パレス。街一番の高級ホテルだ。


    　脱落者さえ出る厳しい教育を受けた従業員たちは、最高級のサービスを約束。軍隊が行進できそうな広さの玄関ホールから部屋のトイレまで、清掃は徹底的に行き届いて塵ちりひとつなく、無菌室さながらの清潔さが保たれている。


    　これらのもてなしは常じよう軌きを逸いつしているとさえ言えるほどで、訪れる客はこれ以上ない完かん璧ぺきなホテルのサービスを心から楽しみ、そしてオーナーの神経症を疑う。


    　そんなホテルの一室で、場違いな二人が何かを待っていた。


    　シャンパンを瓶びんから飲み干して、レッドベアードは大きなゲップを一つ。腹をぼりぼり搔かいて、上機嫌でバルコニーを見回す。


    「ソルビヨルン！　貴き様さまも一杯やらんか!?」


    「私の名はソルビヨルンだろうか？　否ノー。私の名はソーンボーンだ。仕事の前に酔っ払うな」


    　ソーンボーンはずっとバルコニーの手すりにもたれかかっている。「見張りをしている」とのことだが、あのヘルメットでどうやって見張りができるのか、レッドベアードにはわからない。尋ねても、ソーンボーンはヘルメットに関する質問にだけは絶対に答えなかった。


    　時折見せる彼の秘密主義を、レッドベアードはまったく気にしていない。祖国の歴史を守るためなら手段を選ぶつもりはないし、何よりソーンボーンの計画は順調に進んでいる。野や蛮ばん人じん丸出しのレッドベアードがこのような高級ホテルに入ってこられたのも、ソーンボーンがホテルのフロントに彼を「文化交流の目的で招かれた北半球最後の秘境の島の族長」などと紹介したからだ。


    　ただ、その計画のすべてが気に入っているわけではない。


    「それにしても、貴様の連れてきた連中はまったく信用ならんな。奴やつらには、我らのような信念がない！　金で動く者は金で裏切るぞ」


    「是イエス。同意しよう。しかし実力は確かだ」


    　瞑めい想そうでもしているかのように、ソーンボーンは微び動どうだにしない。唇くちびるだけが虫のように動いて言葉をつむぐ。


    「たとえば、《ハーキュリーズＧ》は名うての元・闇やみボクサーだ」


    「闇ボクサー？」


    「是イエス。ギャングが開いている賭と博ばくボクシングで、彼は稼かせぎ頭がしらだった。だが、あるとき八や百お長ちようを指示されて怒り狂った。対戦相手と胴元を半殺しにして、今度はアンダーグラウンドで働く裏のスチームシーカーになったのだ」


    　レッドベアードは酒さか瓶びんから口を離し、髭ひげと同じくらいに赤くなった顔で笑い飛ばす。


    「ボクシングとはな！　パンチで銀行員を脅おどして金を奪おうと言うのか？　馬ば鹿かな！」


    「ハーキュリーズＧは工房に依頼して彼だけが使いこなせるクラフトを造らせている。重蒸気ヘビイスチームを圧縮蒸気へと変換するリアクターと、旧型機関レシプロを組み合わせた拳打機械パンチングアーム……機関車の動力部そのものを持ち歩いているようなものだ。その気になれば、あの地下酒場を三分もかからず完全に埋めてしまうこともできる」


    　名な残ごり惜しそうに瓶から垂れる滴しずくまで舐なめ取り、レッドベアードは瓶を放り出した。


    「そりゃあたいしたものだ。じゃあ、あのヨボヨボのジジイはなんだ？　あれも凄すご腕うでだと？　生体兵器じゃなく、スーツケースだけを持って出ていったぞ」


    「《バロン・ガトリング》は、サンフランシスコでは有名な犯罪者だ。機き関かん銃じゆうを発明したリチャード・ガトリングの子孫を自称してる」


    「ほう！　本当なのか？」


    「不明だが、おそらくデタラメだろう。どちらにしろ、あの老人は正気を失っている。男だん爵しやくの爵位は、ジョシュア・ノートンから授じゆ与よされたなどと言っているからな。プライドが高く偏へん屈くつで、付き合いにくい相手だが豊富な経験を持つプロフェッショナルだ。サンフランシスコでは、あの老人一人のために州兵まで出動する羽は目めになったらしい」


    　ガッハハハ、とレッドベアードは豪快な笑い声を上げた。


    「そいつは頼もしい！　あの爺じいさん、気に入ったぞ！」


    「ハーキュリーズＧ、バロン・ガトリング、アルラウネ。彼らの目的は私や君と同じだろうか？　否ノー。彼らの望みは、金と名誉と復ふく讐しゆうだ。私たちとは違う。せいぜい好きにやらせて、警察の目を引きつけてくれればいい。さて──来たぞ」


    　ソーンボーンの台詞せりふに、レッドベアードはバルコニーから身を乗り出して地上を見下ろす。


    「……どれだ」


    「あのピザ・デリバリーの車だ」


    「あれが？　どう見てもピザ屋だろう」


    　ソーンボーンは黙って空を指さした。上空に、赤い炎をまとった飛ひ翔しよう体たいが旋せん回かいしていた。


    「炎のミスティック──トライデントだ。空から護衛している」


    「ふーむ。ということは、あれを殺やるのか？」


    　レッドベアードは物ぶつ騒そうな問いかけを軽々しく口にしたが、ソーンボーンは首を横に振った。


    「否ノー。彼女たちとの戦闘は得策ではない。ここは待つべきだ。ウェルドン協会へ警護の引き継ぎが行おこなわれれば、あれもそこにいる理由をなくしていなくなるはず──見ろ」


    　ソーンボーンの言うとおりだった。


    　ピザの配達員には到底見えない三人組が車両から降り、駅へと入っていく。それを見届け満足したかのように、上空の飛ひ翔しよう体たいは赤い光の尾を引いてどこかに飛び去っていった。レッドベアードが髭ひげの奥でうなる。


    「ほお……なぜわかったのだ？」


    「説明しなくてはならないことか？　否ノー。行くぞ。警察とトライデントは銀行強盗への対応に追われ、我々の襲撃を知るまでに時間がかかる。敵は、ウェルドン協会の雇ったスチームシーカーくらいなものだろう。ここまで計画どおりか？　是イエス」


    　石のようにじっとしていたソーンボーンが動き出す。レッドベアードも酒さけ瓶びんを離した。


    「よかろう。貴き様さまを信じよう、我が友よ。奪われたものを祖国に取り戻すことが叶かなえば、約束どおり、貴様にあれの研究を許そう。カナダでは我が輩の庇ひ護ごのもと、存分に励むがよい」


    「是イエス。願ってもない」


    　ソーンボーンはこのとき初めて、口元に笑みを見せた。


    「それでこそ、君たちに協力した甲か斐いがあったというもの。オラクルを手にすることは、研究者としての悲願だからな」


    



    
      ◆

    


    



    　ウォーターテフのシャーマン・ビザーバーグ銀行で、轟ごう音おんが響いた。


    　行内は今や強盗団に完全に制圧されており、あちこちの壁や床ゆかから生えた植物が警備員を縛しばり上げている。行員と客はフロア中央に集められ、人質として見張りをつけられていた。


    　この銀行を襲おそったのは花によく似た生体兵器を手にした男たち。そして、両手に巨大な機械の腕を装着した黒人の男。


    　彼が装着している拳打機械パンチングアームの先端は、拳こぶしを模した形状をしている。そんな大がかりなクラフトを両手に備え付けているというのに、身軽なステップで鋭するどいシャドーを繰り返している。拳を振るうたびに、風を切る恐ろしい音が行内に響く。


    「次ィ！　十七回目行くぞ！」


    　助走をつけて繰り出した右ストレートが、銀行の巨大金庫を叩たたく。金属の閂かんぬき棒ぼうがひしゃげ、はじける音が盛大に響いた。周囲の蛮ばん族ぞくスタイルの男たちが歓声を上げる中、ハーキュリーズＧは金庫の取っ手を握り、力任せに引く。


    　両手のクラフトが蒸気を吐き出し怪力を発揮して、力ずくで金庫の分厚い扉とびらを引きはがした。


    「開いたのは十七回目だ！　十七回目だぞ!?　十七回目に賭かけた奴やつはいるか!?　よぅし、おめでとう！　さあ、運び出せ！」


    　男たちが大喜びで金庫に飛び込み、ドル札の詰まった袋を運び出していく。


    　ハーキュリーズＧは、得意げに人質たちの顔をのぞき込んでいく。


    「見たか？　すげえだろ。なあおっさん？　俺おれのパンチを見たか？　おい？　お前はどうだ？　あ？　おい、ガキ」


    　にらみつけられた十歳前後の少女は、臆おくした様子はなくハーキュリーズＧを見返している。母親らしき女が少女を抱き寄せた。しかし、少女はハーキュリーズＧを見つめるのをやめない。


    「何見てやがるんだよクソガキ！」


    　怒鳴り声で、銀行が静まりかえる。ハーキュリーズＧは、母親に抱かれたままの少女を見下ろす。「ごめんなさい」と「許して」を繰り返している母親を「黙れ！」と一いつ喝かつし、少女の目の前に鉄てつ拳けんを突きつける。


    「ぶん殴られたいか？　ああ？　殴られたら痛いぞ？　殴られなきゃわかんねえよな？」


    「あなたなんかこわくない」


    　少女の一言で、銀行の空気がぴんと張り詰めた。人質だけでなく、見張りの男たちの間にも緊張が走っていた。


    「ぜんぜんこわくない。だって、トライデントがたすけにきてくれるもの」


    　ハーキュリーズＧは大口を開けて笑った。心底おかしそうに、体を曲げて。


    　人質とギャングたちの緊張がわずかに緩ゆるむ。この銀行強盗が、子供の言うことにいちいち怒るほど短気ではないことを、その場の大人すべてが願っていた。


    「喜べよ、クソガキ」ハーキュリーズＧはひとしきり笑ってから、少女に話しかける。「俺おれのブチ殺しリストの中じゃ、お前が最年少だ」


    　拳こぶしが振りかぶられた。母親が娘を抱き寄せて庇かばう。ハーキュリーズＧは歯は茎ぐきをむき出しにして拳を振り下ろす。その瞬間、


    　──空から炎が隕おちてきた。


    　天窓を突き破って飛び込んできた炎は床ゆかに激突──ハーキュリーズＧが壁を殴りつけたときとは比べものにならない地響きが起こり、衝しよう撃げきでガラスが割れた。黒こく煙えんが立ち上る。


    　拳を母娘に叩たたきつけ損ねて地面に片かた膝ひざをついていたハーキュリーズＧが、突然の爆発に咳せき込み、何度も唾つばを吐く。


    「……マジに来やがった」


    　ハーキュリーズＧは、自分をこんな目に遭あわせたのは誰か確信に近い心当たりがあった。


    　土煙の中から赤みがかったオレンジ色の光の矢印がいくつも飛び出して、男たちが持つマスタードブルームに突き刺さった。光を受けた生体兵器は瞬またたく間に燃え上がる。男たちは手の中で炎上する武器を持ち続けることはできずに、次々に手放していく。


    「悪を貫つらぬく三叉槍トライデント！」


    　そんな声が煙の中から聞こえ、そこから飛び出してきた赤い影が毛皮服の男を殴り飛ばした。


    「その穂先は正義の炎！」


    　隣の男に燃える拳が叩き込まれ、壁に叩きつけられる。炎をまとう少女は、拳を掲かかげてポーズを決めた。


    「サラマンダァァァアアアアア！　参！　上！」


    　ビザーバーグのミスティック・ヒーロー、サラマンダーの拳こぶしはまっすぐにハーキュリーズＧに向けられていた。拳をかたどった両手のクラフトを見て、物欲しそうに叫ぶ。


    「なんか気が合いそうな敵、発見！」


    　街の悪党なら震え上がるところだが、ハーキュリーズＧは動じない。準備がてら首を鳴らし、肩を回す。


    「いきなり戦やる気満々じゃねぇか。噂うわさどおりの戦闘狂でうれしいぜ、サラマンダー」


    「戦闘狂じゃない！　正義の味方！」


    「どっちだって構やしねぇよ！　来い、ヒーロー！」


    　鉄の拳を打ち合わせ、火花を散らす。涎よだれを垂らさんばかりの獰どう猛もうさで、ファイティングポーズをとる。


    「俺おれァ、お前をブチのめして名を上げるためにこの街に来たんだからなァ！」


    　闇やみボクシング界でその名を知られたハーキュリーズＧは、見た目に似合わぬ華麗なステップで間合いを盗み、鉄てつ拳けんを突き出した。


    「ホントにボクサーなの？　やっぱり気が合いそう」


    　サラマンダーはスウェーで拳を避け、後退。ハーキュリーズＧは誘導されているとは知らず、それを追う。すさまじいラッシュで襲おそいかかり、しかもそれが止まらない。シッ、とハーキュリーズＧが呼気を短く吐き出すたびに、クラフトから蒸気が排出される。すさまじい重量の拳がミキサーのような切れ味で回転し続け、拳がかすめただけで銀行の壁がコルクのように削り取られる。


    　一撃げき必殺の嵐あらしにさらされながら、サラマンダーは少しも緊張や恐れを見せなかった。平然と、しかし完かん璧ぺきな集中力を発揮して殺人パンチをフットワークで避け続ける。こうして時間を稼かせいでいる間に、人質たちは命からがら逃げ出していた。武器を失った見張りの男たちも、二人のボクサーの戦いについていけずに逃げ出している。


    「サラマンダー！　やっちゃえ！」


    　人質になっていた少女が、母親に抱きかかえられて叫んだ。サラマンダーの意識がそちらに向けられる。現役のプロボクサーと同等の集中力を発揮するハーキュリーズＧは、対戦相手の意識のズレを見み逃のがさなかった。


    　リズムを切り替えて大きな踏み込みを見せ、最短距離を走るストレートを放つ。腕を伸ばすのに合わせてクラフトの秘密兵器を起動──圧縮蒸気により押し出されたピストンがクラフトの前腕部を圧おし伸ばし、高速、長リーチのパンチをサラマンダーの顔面に打ち込んだ。


    　これ以上ない完璧なタイミング。勝利を確信したハーキュリーズＧは気づくのが遅れた──パンチに、手て応ごたえがない。クラフトのギミック越しでなければ、サラマンダーがバク転でパンチを空振りにさせたことをもっと早く察していただろう。


    　ハーキュリーズＧにとって不覚の一瞬に、後ろに跳ねたサラマンダーは、十分に力をためることができた。炎を巻き込み、突っ込む。


    「脳内麻薬エンドルフイン！　全開インジエクト！」


    「──チィッ！」


    　ハーキュリーズＧは両腕を立てて並べ、クラフトが鉄壁のガードを固める。そこへ、炎で加速したサラマンダーのジャブが打ち込まれた。えぐるように打たれたそれは、効かせるパンチではない。相手のガードをこじ開けるための布ふ石せきの一撃げきだ。両腕の間に、拳こぶし一つ分の隙すき間まを。


    「サラマンダー・ドラァーイブッ！」


    　炎で加速された全体重を乗せて、ハーキュリーズＧの顔面に拳がめり込んだ。拳を突き出したサラマンダーの突進の威力は壮絶で、ほとんど交通事故に等しい。


    　ハーキュリーズＧの体が、トラックにでも引っかけられたかのようにきりもみ状に舞った。血と粘ねん液えきと砕けた歯をまき散らしながら、かつての闇やみボクサーは豪快なダウンで果てた。


    　地上を奔はしる赤い彗すい星せいと化していたサラマンダーは両足で地面を踏み込みブレーキをかけ、なんとか壁に大穴を開ける寸前で止まる。摩ま擦さつと炎の熱で煙が立つ轍わだちを振り返り、ぴくりとも動かないハーキュリーズＧを見下ろす。


    「シールもクラフトも使わないボクシングの試合だったら、そっちの勝ちだったかもね」


    　デイナの教えどおりに残ざん心しんを取り、ハーキュリーズＧが完全にのびているのを確かめた。そうして、勝利者にふさわしい（と、本人は思っている）ポーズを決める。


    「正義、完了！」


    　飛行体勢を取り、燃料タンクから炎を噴き出して飛ひ翔しよう──突入の際に突き破った天窓を通って外へ。ゴーグルの無線機をオンにした。


    「こちらサラマンダー！　ウォーターテフの銀行の人質を解放！　次の目標に向かいます！」


    　報告とともに、銀行を取り囲んだ警察が人質を保護しているその上空を通過していく。


    　途中、母親に抱きかかえられた少女が手を振っているのが見えた。そちらに親指を立ててウインクをしてみせて、サラマンダーは次の襲しゆう撃げき地点へと急ぐ。


    



    
      ◆

    


    



    　チャイナタウンの銀行を襲おそっていた男たちの一団は、すでに銀行の中へと突入していた。しかし、銀行の玄関前には警察に備えるため三人の男たちが残っており、通りを見張っている。


    　ついさっきまで銃じゆう撃げき戦せんが起きていたため野や次じ馬うまさえいない。銀行の警備をしていたスチームシーカーたちは、今ではツタに絡め取られて宙づりにされている。


    　サイレンはまだ遠くに聞こえている。ほかの襲撃地点で手がいっぱいなのか、警察が近づいてくる気配は今のところない。警察以外にこの場所へやってくる命知らずなど誰もいないはず。


    　だから、その少女の存在は異様だった。


    「なんだ、あれ」


    　ついさっきまで誰もいなかったはずの場所に、黄色い髪の少女がいる。そこは先の銃じゆう撃げき戦せんで店主が逃げ出し放置された露店の辺り。何かを探しているようだ。


    　男の一人がマスタードブルームを構える。


    「おい！　そこで何してる。失うせろ！」


    「よせよ、相手は子供だぞ」


    　仲間が止めるが、男は武器を下げようとしない。


    「髪を見ろ。ミスティックだ。油断するな」


    　崩れたテーブルの上にしゃがみ込んでいた少女は動きを止めた。やがて、ゆっくりと立ち上がる。男たちに背中を向けたまま。少女は両手を持ち上げた。


    「…………？」


    　怪け訝げんな顔をする男たちの前で、いくつもの中華包丁が黄色い光に包まれて持ち上がった。


    　中華料理店の前で露天商が売っていた物──中華料理用の調理器具類。


    「──シールだ！　力を使ったぞ！」


    　男たちが一斉にマスタードブルームを構え、引き金を引く。撃ち出されるのは細かな散さん弾だんだが、それはマスタードブルームの中ですでに汚染されている。クリーチャーの種子と化した弾丸は地面か壁に着弾すると、そこで変生現象クリーチヤライズを引き起こして植物型のクリーチャーとなった。ヤドリギに似た性質を宿すこの植物の習性は、きわめて単純──近くにいる人間に絡みつき、絞め上げる。


    　発生したツタは、少女めがけて襲おそいかかった。


    「…………」


    　少女の手のひらにはいつの間にか黄色い光の環わが浮かんでいて、少女はわずかにそれを傾けた。途端、宙に浮いていた中華包丁の群れが次々に回り出し、閃ひらめく。襲い来る植物を回転する包丁が次々に両断した。


    　断ち切られたツタはボトボトと落ちて、すぐにエーテル質へと分解されて消えていく。レモンイエローのシールを操あやつる少女──ザジは、表情一つ変えない。


    　一瞬、呆あつ気けにとられた男たちだったが、すぐに気を取り直して再びマスタードブルームを構える。ザジは無表情のまま、手の中の環を傾けた。


    　回転する包丁の群れが男たちに向かって飛ぶ。包丁はどれも一いつ旦たん深く沈み込んで、地面スレスレのところから一気に急上昇──男たちが持つ武器を、花弁から切断した。


    　包丁が狙ねらったのは生体兵器だけ。男たちは悲鳴を上げたが、誰も怪け我がはしていない。


    　ザジはシールの環を掲かかげてみせる。この環はザジが作り出すシールの形のひとつで、発生させる力りき場ばに細かい調整が必要なときに現れる、車のハンドルのようなもの。それを傾けると、包丁が回転を止めて男たちのほうを向く。鈍どん重じゆうな刃が、三人の男たちを見下ろしていた。


    「…………」


    　ザジは、無言。しかし、それが降伏勧告であることは十分に伝わったらしい。


    「……ま、待て。降参だ」


    　武器を失った三人の男たちはあっさりと戦意喪そう失しつして、逃げ去っていく。一人は道路を横切ってチャイナタウンのどこかへ消えた。一人は別の方向に向かって走り出し、最後の一人は襲しゆう撃げきと略りやく奪だつの最中の銀行の中へと駆かけ込み──そこから連続する銃じゆう声せいが聞こえた。


    　街中とは思えない静寂の中、銀行からは怪鳥のような甲高くしわがれた声が響いてくる。


    「『玄関を見張って誰も通すな』というのは、この私の指図ぞ？　男だん爵しやくの位を持つ私に命じられたのならば、一命を賭としてそれを全まつとうするのが庶人の義務というもの──たるんでおるわ」


    　開け放された銀行の扉とびらをくぐって、妊婦のように突き出た太たい鼓こ腹ばらの老人が現れた。


    　一歩踏み出すたびに粘ねばり気を帯びた音がして、地面に赤い靴痕が残る。右手には、ハンドル付きの巨大な機関銃があった。


    　老人は宙に浮かぶいくつもの包丁を眺めて、ホッホと笑う。


    「ミスティックか」皺しわに縁取られた老人の瞳ひとみはザジへ。「ヒーローの真ま似ね事ごとかね、お嬢さん」


    　ザジが黄色の環わを傾けた。包丁が一直線に老人めがけて飛ぶ。


    「ぬぅん！」


    　うなり声を上げて老人は機関銃を振るい、包丁をはじいた。包丁は黄色い輝かがやきを失って、あさっての方角に飛んでいく。


    　機関銃はザジの身長ほどもある大型のもので、重さに至ってはザジの体重よりも重いかもしれない。それを、この老人は片手でたやすく振り回してみせたのだ。


    　サラマンダーほど勘が鋭するどくはないザジも、老人がただの変人でないと気がついた。


    「私はバロン・ガトリング」老人が名乗る。「数えきれぬほどの屍しかばねを生んだ──いや、今も生み続けている大発明を為なしたリチャード・ガトリングの裔すえにして、合衆国唯ゆい一いつの貴族である。礼を尽くしてわびるなら、私に刃やいばを向けた浅せん慮りよを許そう」


    　ザジは威い嚇かくではなく本気で力を使うことに決めた。環を傾けて、残った包丁を再び回転させる。


    「貴き賤せんの道理と階層の秩序を知らぬ凡ぼん愚ぐであったか。哀れ、哀れ」


    　怪鳥の鳴き声で言って、肥満体の老人が大型機関銃を持ち上げる。


    　機関銃にはハンドルがついている。それを手動で回転させることで弾丸が連続発射される仕組みだとザジは見た。原始的な型の機関銃だ。


    　つまり、ハンドルに手を触れなければ銃弾は発射されない──そんな先入観があった。


    　バロン・ガトリングの狙ねらいは、回転している包丁。そして、斜しや角かくが上を向いたことでザジの目に見えたものがある。バロン・ガトリングが持つ機関銃の手元──引き金がついている。


    　──発射装置はハンドルではない。


    「ワハハハハハハハハハハッ！　フゥーッハハハハハハハッ！　ハッハハハハハァ！」


    　手回し式では決してありえない速度で、銃じゆう弾だんが連続発射される。機関銃のハンドルには手を触れないまま、しかしハンドルは高速で回転し、銃身を回していた。


    　嵐あらしのような銃じゆう撃げきに遭あい、包丁が次々にはじき飛ばされた。


    　力りき場ばを発生させるザジの能力は、見えない腕を伸ばして物体に働きかけるようなもの。不意打ち同然に強い力を加えられれば、支えきれずに手放してしまう。銃弾を撃ち込まれた包丁は残らずシールがかき消されていた。


    　バロン・ガトリングの銃口がザジに向けられる。


    　操あやつれるもの──なし。身を守る鎧よろい──なし。


    「生まれの賤いやしさを悔いて、死ね！」


    　宣告とともに引き金が引かれる。ザジは無駄だと知りつつも両手を前に出して体を庇かばい──、


    「──てめーが死ね！」


    　ザジは気づかなかった。バロン・ガトリングが彼女に銃口を向けたとき、銀行向かいの料理屋の二階窓からエリーが飛び出していたことを。


    　エリーは滑かつ空くうの勢いそのままバロン・ガトリングに正面から突っ込み、その顔面に右手を叩たたきつけた。エメラルドグリーンに輝かがやくつむじ風が巻き起こり、バロン・ガトリングの老人にしては大きな体を銀行の中へと吹っ飛ばす。


    「パツィ！　大丈夫!?」


    　ザジが何度もうなずく。


    　認識が甘かった。自分は今、《真鍮男ブラスマン》ではない。なのに、こんな前線に突っ込んできている。安あん堵どが呼び水となって、冷や汗が背中を流れた。


    「なんで出てきてんの!?　こんなむちゃして──つーかそのカッコなに？」


    　エリーに感謝するヒマはなさそうだった。銀行のホールでは、すでにバロン・ガトリングが立ち上がっていたからだ。


    　整えられていた髭ひげが鼻血に染まり、ものすごい形ぎよう相そうになっている。怒りに駆かられた老人が、二人に向けて大型機関銃を構えた。


    「……たび重なる不敬の行おこない、許しがたし！　貴き様さまらまとめて銃殺とする！」


    　引き金が引かれてハンドルが回転し、猛烈な勢いで銃弾が撃ち出される。


    　だが、二人の少女の前に立ちはだかった男が差し出す防壁により、銃弾はすべて防がれた。


    　男は目の前に広げた傘かさをわずかにそらし、真っ白に塗りたくった顔を老人に見せる。


    「不敬？　敬意が足りないのか？　それはよくない。同情する」


    「カァッ！」


    　銃弾の嵐が襲おそいかかってくるが、ブロンジィが持つ傘がすべてはじく。防弾性どころの話ではなく、まるで傘かさが分厚い装甲にでもなったかのようだ。銃じゆう弾だんを防ぎながら、ブロンジィは世間話でもするかのような気安さでザジに話しかける。


    「お前、確かパツィとかいったな？　優秀なミスティックだ。認めてやる。俺おれの相棒にしてやってもいい」


    「見境なしかよ、馬ば鹿か野や郎ろう」


    　エリーがブロンジィの脛すねを蹴ける。　


    　銃弾の連射は次第に速度を落とし、バロン・ガトリングの使う機関銃のハンドルが回転を止める。バロン・ガトリングは「えい、くそ」とうめいて、銀行の奥に向かってがなり立てた。


    「出いでよ、出よ、我が臣下ども！　不ふ埒らち者ものであるぞ！」


    　銀行の窓口を乗り越えて、野や蛮ばん人じんふうの男たちが次々に現れ、花の形をした生体兵器を向けてくる。


    「あいや、これはまずい」


    　ブロンジィは傘をたたんでさっさと逃げ出す。二人の少女も続いて走り出した。後ろから鉛なまり弾だまが飛んできては地面にぶつかり、そこから凶暴な植物が生えてくる。落ちていた包丁を見つけたザジは、その上を側転して通り過ぎる。黄色いシールを受けてひとりでに踊り出した包丁が、追いすがる植物を次々に斬きって捨てた。


    　ブロンジィは傘を振り回してツルを追い払い、銃撃戦で破壊されて落ちていた料理屋の看板の陰に隠れた。そこから、車の陰に隠れているエリーに呼びかける。


    「エレンディラ！　お前、なんとかしろ！　相棒の俺が困ってる！」


    「誰が相棒だ、誰が！」


    　エリーはザジのほうを振り向いて、


    「相手が悪いよ、こりゃあ。シルフィードの装備でもあれば別なん……だ、けど……」


    　ザジはエリーのことなど見ておらず、エリーもそれに気づく。


    　生体兵器に追い立てられていて気づかなかったが、とっくに人が逃げ散って閑かん散さんとしていた路上に、二つの人影がある。二対二の視線が重なった。


    「……エリー？」


    　そんな声が聞こえた。


    　一人は青い長髪の女。もう一人は顔の左半分をゴーグルに覆おおわれた男。


    「あ……」


    　危あやうく、エリーの目の前で彼の名前を呼びそうになった。


    



    
      ◆

    


    



    　まるで何かを言おうとしているかのように、ニコラスの口がぱくぱくと開閉している。しかし、ウンディーネはそれどころではない。彼女の頭は今、混乱の極みにある。


    　──なんで、エリーが《黄の印イエローサイン》と一緒に？


    　見間違えようがなかった。あのレモンイエローの髪、大きな瞳ひとみ、人形のような顔立ち……今までに何度かぶつかったことのある女怪人フリークス──《黄の印》だ。それが、シルフ──エレンディラ・ウィングフィールドの隣に立っている。


    　今すぐ事情を問いただしたいところだったが、ウンディーネの隣にはニコラスがいる。シルフの素顔をニコラスは知らないはずだが、この先それがバレないとも限らない。そして正体がバレたとき、《黄の印》と一緒にいた今日きようのことを思い出さない保証はない。


    　トライデントのメンバーと、有名な犯罪者が一緒にいた──どういう事情であれ、尾ひれをつけてメディアに言いふらされでもしたら、トライデントだけでなくレプチューン社にまで及ぶスキャンダルとなる。


    　よりにもよって、この男にトライデントの命めい運うんを握られるなどということは絶対に、なんとしても絶対に避けなければならない。


    　窮したウンディーネは、エリーたちが隠れているところとはまったく別の方角を指さすと、うわずった声で叫んだ。


    「ご、ご覧なさい、奇術師ジヤグラー！　あの銀行強盗団、生体兵器を持っていてよ!?」


    　ひどい演技だったにもかかわらず、ニコラスはウンディーネの思惑どおりにシルフたちから目線をそちらに移してくれた。


    「お、おおっ！　本当だ！　まずは、何を置いてもあいつらを蹴け散ちらさなくてはと思うのだが、どうだろう!?」


    　なぜだかニコラスもたどたどしい口く調ちようになっているが、ウンディーネにはそんなことに構っている余裕はなかった。とにかく、ニコラスの注意をそらせるならなんでもいい。


    「とてもいい案だわ！　さ、さすがね、奇術師！」


    「それほどでもない！　だが俺おれだけでは力不足なので、ぜひトライデントのウンディーネの力を借りたいのだが！」


    「喜んでお貸しするわ！」


    　お互いに目を泳がせて汗までかきながら、かつてない丁てい寧ねいな対応で協力を約束する。デイナがこの光景を目にしていたら、とても現実とは信じなかっただろう。


    「と、とにかく俺が先行する。合わせろ」


    　先にニコラスが駆かけ出し、その後をウンディーネが追う。


    　ニコラスは、ギャングの男たちを射程に捉すえると、左手に抜いた小型拳けん銃じゆうを連続して発はつ砲ぽうした。弾丸は男たちの肩や足に穴を穿うがち、生体兵器に負けず劣らずの赤い血花をしぶかせた。


    　数人の男たちがその場に崩れ落ちる。それまでエリーたちに向いていた強盗団の敵意が、ニコラスに向いた。花銃の銃口は一斉にニコラスへ。


    　何の打ち合わせも合図もなく、ニコラスは背後のウンディーネと前後を入れ替える。ウンディーネはニコラスの前に出るや否いなや、スプリンクラーから水を浴びせかけた。


    「なっ、水、が……!?」


    　放水を浴びた男たちの体が氷に覆おおわれていく。遠距離はニコラスの狙そ撃げき、中距離はウンディーネのスプリンクラー──互いの武器の特性を理解しているからこそのスイッチ・コンビネーション。状況を論理的に分析しようとする思考の共通点が、絶望的に仲の悪い二人の即席連携を可能にしていた。サラマンダーがいつか言っていたように、やはり二人は似ているらしい──ウンディーネにとって、あまり認めたくない事実だが。


    　体が凍り付いた男が苦し紛まぎれに生体兵器を発はつ砲ぽうし、鉛なまりの種子が飛んだ。種子の着地地点からツタが伸び、二人に襲おそいかかる。


    　黄色い光が視界を横切ったかと思うと、ツタがすべて両断されて地に落ちた。シールで輝かがやく中華包丁が、ブーメランのように弧こを描えがいて戻ってゆく。その先にいたのは、レモンイエローの髪の少女。二人を助けたのを確かめると、身を翻ひるがえして逆方向へ駆かけていく。


    「あいつ……！」


    　ニコラスが《黄の印イエローサイン》の後を追おうとして──植物型クリーチャーに阻はばまれた。ぞろりと生えたツタに足止めを食らう。その間に、《黄の印》は建物と建物の間を飛び回る立体的な挙動を繰り返して姿を消してしまった。
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    《黄の印イエローサイン》を逃がすのは本意ではなかったが、トライデントで最も機動力に乏とぼしいウンディーネには追いつける見込みがない。それに、確保すべき対象はほかにもいる。


    　ニコラスを放って彼女が向かった先では、銀色の髪の少女が風を武器に戦っているところだった。


    「あー、もうキリがないっ」


    　エリーは次々に風を巻き起こして男たちをなぎ払い、吹き飛ばす。


    　しかし、生体兵器から生まれた植物型クリーチャーは、コンクリートに根を張って暴風を耐えていた。食虫植物のように牙きばの生えた葉を広げ、エリーの足に嚙かみつこうとしていた植物が突然凍り付く。ウンディーネが水を浴びせかけ、動きを封じたのだ。


    　エリーは軽く手を上げて応じる。


    「や、どーもサンクス」


    「どーもサンクスじゃないわよっ」


    　ニコラスが二人の話を聞き取れるほど近くにいないことを確かめてから話す。手をわずかに返してスプリンクラーを真横に噴射──接近してきていた強盗団の一人が氷漬けになる。


    「あなたが行方ゆくえをくらましたせいで、わたしとサラマンダーがどれだけ苦労を──」


    　エリーが腕を払い、つむじ風が巻き起こる。緑色の風はウンディーネのそばを通り過ぎて青い髪を揺らし、彼女の背後で銃床を振り上げていた男を吹き飛ばした。


    　エリーはウンディーネに、笑え顔がおで首をかしげてみせる。ウンディーネは苦々しい顔で、


    「……どうも、ありがとう」


    「どーいたしまして」


    　エリーに対してありったけの文句と説教を用意していたウンディーネも、今はそういう状況ではないと認めるしかなかった。言いたいことは胸に押し込んで、仲間との共闘の姿勢をとる。


    「わたしのほうが相性はいいはず。あなたは援えん護ごを」


    「喜んで、リーダー」


    　エリーが敵を転倒させ、ウンディーネが凍り付かせる。飛んできた鉛なまりの種子は風の防壁が追い払い、伸び来るツタは冷気が凍り付かせる。攻防ともに慣れた連携を発揮して、強盗団は瞬またたく間にその数を減らしていく。背中合わせに互いを庇かばい合いながら、ウンディーネはエリーに話しかけた。


    「……エリー」


    「その話はまた後で」


    「そうじゃないわ。あなたが一緒にいた人間の話よ。いったいどういう関係なの」


    　本気で迷惑そうにエリーはウンディーネを振り返る。


    「はぁ？　あたしがあの白塗りギャングとできてるとでも思ってんの？」


    「白塗りギャング？」


    　エリーが路ろ傍ぼうを指さす。複数の敵に囲まれながら、傘かさ一本で格闘中の赤しやく銅どう色の髪を持つミスティックがいた。


    「ブ、ブロンジィ!?」


    「久しい。ウンディーネ」


    　這はい寄るツタをかわしては棒術のように傘を振り回し、敵を殴り倒していく。


    「今は忙しい。俺おれを捕まえた礼は、また今度にしてやる」


    《黄の印イエローサイン》だけでなく、チャイニーズ・ギャングの親玉までいるなんて──。


    　ウンディーネは目め眩まいを覚えた。今すぐ横になりたかったが、状況がそれを許さない。


    　首めがけて伸びてきたツタを空中で摑つかみ、手のひらからじかに凍り付かせていく。


    「……終わったら、ぜんぶ説明してもらうわよ！」


    「はいはーいっと」


    



    
      ◆

    


    



    　ハートスコット銀行は一見、銀行には見えない外観をしている。欧州の建築家を招いて建てられたこの建物は柱やポーチなどはよくあるバロック様式の装飾だが、全体が六角柱形という独特の構造だった。


    　その中央には吹き抜けになっている中庭があり、東あずま屋やと植物が穏やかな景け色しきを形作る庭園があった……ほんの十数分前までは。


    　今では、熱帯雨林のようなジャングルと化している。東屋は緑に埋もれ、周囲の窓からはツタと茨いばらに絡め取られた警備員や職員が果実のようにぶら下がっている。


    　そんな緑一色の中庭に、赤い光が閃ひらめいた。


    「サラマンダー・テェーイルッ！」


    　腰の装甲から伸びる管を振り回し、先端の刃でツタを切り裂く。刃はシールによって真っ赤かに熱せられていて、植物の形をとるクリーチャーはひとたまりもなく焼き裂かれる。


    　サラマンダーは反射的に襲おそいかかってくる植物をことごとくシールで焼き尽くし、捕らえられていた人質を次々に救出していった。


    「出口はあっち！　さあ、逃げて！」


    　植物型クリーチャーに警戒を払いつつ、人質たちの避難を誘導していく。足が不自由な女性職員に肩を貸してやるスチームシーカーを助けて中庭から送り出し、礼の言葉を受け取った──そのときだった。


    「衰おとろえていないみたいで安心したわ」


    　女の声は中庭に面した二階の割れた窓から降ってきた。中庭を埋め尽くす植物型クリーチャーから、敵が誰かには見当がついていた。サラマンダーは表情を引き締める。


    「……アルラウネ！」


    　振り返りざま、窓に向けてシールから生み出した火炎を飛ばす。赤い仮面を身につけた深緑の髪の怪人フリークスは微笑で炎を迎えた。女の姿が爆ばく炎えんに巻かれて消える──しかし、すぐに鮮あざやかな緑が赤い炎を払いのけた。女が触れている窓枠から分厚い葉を持つ植物が萌もえ出て、女を守っている。


    「中身も変わってないのね、かわいいかわいいお馬ば鹿かさん」


    　赤い仮面と緑の衣装の女──アルラウネが、窓枠から生えたツタを使って中庭に降りてくる。まるで、中庭が観客に囲まれた舞台であるかのような優雅さで。


    「ハーキュリーズＧを倒したそうね。彼が敗れてわたしがガッカリしているなんて思わないでちょうだい。ただ、貴女あなたがわたしよりも先にあの男のところへ行ったなんて嫉しつ妬とでおかしくなりそうなだけ」


    「人質は解放した！　部下も倒した！　あきらめて投降しろ！」


    「貴女たち三人は、わたしの手で倒さないと気が済まないの。ただし……うふふ、かつてのわたしと同じではないわよ」


    「抵抗するなら、正義の炎がお前を倒す！」


    　まったく話がかみ合わないまま、サラマンダーはシールを生み出し、全身に炎をまとう。


    「ギャラリーがいないのが本当に残念。でも、いいの。街中に知れ渡るあなたの敗北のニュースをもって、わたしの帰還のファンファーレとさせていただくから」


    　中庭に植えられていた木が絞め砕かれた。獣けものそっくりの顎あごを持つ植物型クリーチャーが、飼い慣らされた蛇へびのようにアルラウネにまとわりつく。彼女の周囲では、奇怪な見た目の植物が次々に起き上がり、蠢うごめいていた。


    　言葉は通わずとも、アルラウネの戦意は伝わった。敵に降伏の意思なしと見て取ったサラマンダーは、さらなる炎をその身にまとう。


    「行くぞ！　悪の怪人！」


    「オホホホホホホホホ！」


    　ハートスコット銀行の中庭で、赤と緑が交こう錯さくした。


    



    
      ◆

    


    



    　中華料理店の屋上から、ザジは戦場となった銀行前を見下ろしていた。ウンディーネとエリー、ブロンジィとニコラスはたった四人ながらよく戦っている。特にウンディーネの制圧力はずば抜けていて、彼女一人の存在が戦局を傾かせていた。それでもときどきヒヤリとする場面があり、ザジは気が気でない。


    　ザジがここまで逃げてきたのは、ニコラスの隣にウンディーネがいたからだ。何故二人が一緒にいたのか知らないが、彼女は《黄の印イエローサイン》を知っている。あの場に留まれば戦闘は避けられなかっただろうし、ニコラスもザジを引き留めなかった──死ぬほど驚いていたようだが。


    　なんだかずっと胸がざわざわして、ザジは落ち着かない。屋上を行ったり来たり、時折地上を見下ろしニコラスの姿を捜す。相棒がまだ殺人植物に絞め殺されていないことに安あん堵どする。


    　そうしているうちに、この正体不明の胸騒ぎの正体に得とく心しんがいった。危険にさらされるのが自分ではなく、ニコラスだからだ。普段のバスカーズは、盾たてになるのはいつも鎧よろいを着たザジの役目だった。でも、今はそうじゃない。自分が、鎧を着ていないせいで。バスカーズの《真鍮男ブラスマン》じゃないせいで。


    　どうも自分は、ニコラスに対して借りというか、罪悪感のようなものがあるらしい──ザジはそう考えるようになっていた。どうして？　オラクルのせいだ。


    　オラクルの危険性はザジしか知らない。あの景け色しきを見ていない人間には、決してわからない。オラクルの呪のろわれた知識の危険性は、ザジにしかわからないのだ。


    　なのに、ニコラスはオラクルを破棄したいという自分の願いを叶かなえてくれている。それを実行するための計画を立てて準備をし、手助けしてくれる。


    「…………」


    　そこまで考えて、ザジはようやく気がついた──ニコラスがオラクルの破壊に協力してくれる理由を、自分はちゃんと把握していない。


    　ニコラスの最大の目的は、失われた記憶と過去を探ることだ。自分は何者で、なぜ半身を奪われたのか。それを知るために彼はディスコルディアを追っている。


    　でも、それは別に違法なことではない。犯罪者に身を堕おとさずとも大手を振ってできる仕事だ。オラクルを憎み、破壊してまわる《黄の印》とは違う。


    　バスカーズは、お互いの目的を達成するために協力し合うという契約のもとで生まれた。しかし、よく考えてみればこの関係はニコラスのほうに分ぶが悪い取引なのだ。彼はザジに協力することにより、ならなくともよい共犯になってしまっている。


    　せり上がってくるモヤモヤした感情を抑えようと、ザジは胸に手を当てた。『納得』できないものに対する苛いら立だち、そして自分に対する苛立ち──自己嫌けん悪おだ。


    　昨晩の口論でザジは、ニコラスが自分のことを理解してくれないことに苛立って、不安になった。でも、その逆も考えてみるべきだった。


    　──自分は、本当にニコラスのことを理解しているのか？　


    「パツィ」


    　屋根に腕を引っかけて、エリーがよじ登ってくる。服についた埃ほこりを払いつつ、


    「どした？　なんか顔色悪いけど……ま、あんなのに巻き込まれたら仕方ないか。下はだいたい片づいたみたいよ」


    　事実、戦局はほとんど強盗団の不利に傾いていて、男たちは戦意を失い逃げ出し始めている。


    　残った連中は意識を失っているか、肩や足から血を流してうめいているか、氷漬けにされているか。


    　とりあえず自分が手助けしなくてもよさそうだと見て、ザジはホッとした。


    　戦闘が終わった後では、ウンディーネがエリーの名前を呼んで周囲を見渡している。何度か建物の上を見上げることもあって、エリーは顔を引っ込めた。にひひ、と笑って、「またバックレちゃった。お説教はごめんだしねー」


    　エリーは銀行とは逆の方向に顔を向けた。


    「ヘイ、パツィ。次はどこ行く？　ダウンタウンとかサウスサイドでもいーけど、あんまり賑にぎやかすぎるところは……」


    　立ち止まって、不思議そうに振り返る。ザジはまだしゃがみ込んだまま、地上を見下ろしてる。


    「……パツィ？」


    　背後に立って、エリーはザジの視線に合わせる。顔半分をゴーグルで覆おおった男の姿があった。


    「……あれ、パツィの男？」


    　猛烈な勢いでザジの頭が横に振られる。


    「ごめん、そんなに否定されるとは思わなくて」


    　エリーは体を曲げて、ザジの顔をのぞき込んだ。ふーむ、と考え込んで、


    「男でなくても知り合いなわけだ。でも、別に気にすることないんじゃない？　彼は自分から危険に飛び込んでるわけだし、自己責任っつーか……」


    　再びザジの頭が横に振られて、エリーは「うおっ」と驚いた。


    　ニコラスの意思ではなく自分のせいだ。自分が、オラクルを壊したいと望んだから──。


    　いきなり、連続した銃じゆう声せいがとどろいた。


    　ハッとして、二人が身を乗り出す。


    「待たせたな！　下げ郎ろうども！」


    　銀行の中から、無数の火か線せんが発射される。その源みなもとは、太たい鼓こ腹ばらの老人が抱える機関銃だった。


    「あちゃー……あいつのこと忘れてたな」


    　ニコラスとウンディーネは素早く遮しや蔽へい物ぶつに飛び込む。ブロンジィは傘かさで銃じゆう弾だんをガードして接近を試みるが、彼はこの老人の怪力を知らなかった。


    　バロン・ガトリングが気合いとともに機関銃を振り回し、ブロンジィは傘ごとなぎ払われる。


    　ニコラスとウンディーネは、銃弾の雨に釘くぎづけにされて動けない。


    　この景け色しきを見下ろしていたザジが、おもむろに立ち上がった。


    「……エリー」


    　名前を呼ばれてもエリーは、はじめ気づかなかった。数秒かかって首をかしげ、ザジを見上げる。


    「……今、あたしの名前呼んだ？」


    「…………」


    「まさかね。あんた無口だし……」


    「エリー」


    　もう一度呼ばれると、さすがに空耳では済ませられない。目を何度もしばたたかせて、エリーは無口なはずの少女を見上げた。


    　ザジは大きな瞳ひとみでエリーを見返して、告げる。


    「手伝って」


    



    
      ◆

    


    



    　ニコラスは銀行の玄関に立つ太たい鼓こ腹ばらの老人にゴーグルを通して照しよう準じゆんを合わせ、銃じゆうを構えようとした。途端、老人は素早くこちらを向き、ニコラスめがけて銃じゆう弾だんの嵐あらしを浴びせてくる。ニコラスは慌あわてて、持ち主のいなくなった饅まん頭じゆうの屋台の陰に隠れた。すでに、ニコラスが隠れている周囲は弾痕だらけでひどい有り様だ。


    「何モンだよ、あのジジイ……」


    「バロン・ガトリングよ」


    　ウンディーネが言った。彼女もまた、大型機関銃の掃そう射しやに追い立てられてここまで逃げてきていたのだ。彼女が遮しや蔽へい物ぶつに使っているのは、露天販売の飲ヤム茶チヤのワゴン。


    「サンフランシスコで州兵相手に大暴れして、指名手配されている怪人フリークス……調子に乗らせると厄やつ介かいだわ」


    「勘が良すぎる。ありゃあ、とんでもない数の修しゆ羅ら場ばをくぐってきてるぞ。弾タ丸マ切れまで待つか」


    「望み薄ね」


    　ウンディーネはガラスの破片を拾い上げて氷で覆おおい、即席の鏡を作っていた。それをワゴンの脇わきからそっと出して、敵の様子をうかがっている。


    「あいつ、服の下に小口径の弾だん帯たいを何重にも巻き付けてる。それに、逃走ルートには予備弾薬も用意しているはずよ。無計画に乱射しているように見えて、抜け目なく残弾も計算しているわ。撃ち尽くしたら予備の弾帯に切り替えつつ、撤退に入るはず。前はそうやって逃げられたから」


    「なら、リスク覚悟で撃ち合うしかないな」


    「焦あせらないで。そう長くは続かないはず。ゼンマイが切れるから」


    　落ち着いたウンディーネの物言いに、ニコラスは思わず問い返す。


    「……何が切れるって？」


    「ゼンマイ。情報によると、ゼンマイ駆く動どうなのよ。あのクラフト。ガス圧も利用しているんでしょうけど、主な動力はゼンマイ。だから、使うには定期的にネジを巻かないといけない」


    　ウンディーネの鏡の中のバロン・ガトリングの姿を確認する。機き関かん銃じゆうにはハンドルがついているが、バロン・ガトリングはそれを使わずに引き金を引くことで機関銃を発射している。


    　……まさか、あのハンドルに見えるものがゼンマイのネジなのか。


    「そんな、鳩はと時ど計けいじゃあるまいし……」


    　信じがたい話だったが、事実だった。弾だん丸がんが飛んでくるスピードが次第に遅くなり、やがて止まる。


    「……世の中にはくだらないものを作る奴やつがいるんだな」


    「行くわよ！　手伝いなさい！」


    　二人は同時に飛び出した。ニコラスが小型拳けん銃じゆうを構え、ウンディーネがスプリンクラーを向けたとき、バロン・ガトリングは使えなくなった機関銃を捨てていた。そして両手でシャツをめくり、腹を露出させている。


    　それを見て二人は呆あつ気けにとられた。大きく突き出た太たい鼓こ腹ばらは、老人の腹ではなかった。そこにあったのは、ベルトと弾だん帯たいで腹に固定された小型機関銃。腹から飛び出すその姿は、時刻を知らせる鳩時計の鳩のよう。


    「クァッハッハッハ！」


    　鳩というより怪鳥の鳴き声を上げたバロン・ガトリングは白髭ひげの下の唇くちびるを歪ゆがませて、愚おろかにも飛び出してきた二人の獲え物ものに狙ねらいをつける。


    「くっ！」


    　ウンディーネは咄とつ嗟さにスプリンクラーを下に向けた。水しぶきが地面にぶつかって撥はね、氷の盾たてを作る。不ふ測そくの事態に対する咄嗟の反応は、訓練の賜たま物もの。


    　しかし機関銃の掃そう射しやが、あっさりとそれを打ち砕いた。氷の破片を浴びて、ウンディーネとニコラスが吹き飛ばされる。小口径の銃弾にさほどの威力はない。直撃も貫かん通つうも運良く避けられたが、遮しや蔽へい物ぶつのない場所でバランスを崩したのは致命的だった。


    「仕留めたぞ！　狩しゆ猟りようの終わりである！」


    　トドメを刺すため、バロン・ガトリングは銀行から飛び出した。はだけた着衣から弾帯と小型機関銃をぶら下げて大おお股またに歩み寄り──。


    「待ちな！」


    　老人の前に立ちはだかったのは、銀髪の少女──エリーだった。バロン・ガトリングは立ち止まり、腹の機関銃を構える。


    「邪魔だ！　貴族の道をふさぐな、下郎！」


    「そう、そこでいい」


    「何？」


    「そのまま動かないで、男だん爵しやく閣下」


    「閣下と言ったか？　ほほう、なかなか礼儀を知──」


    　バロン・ガトリングが得意げに顎あごを上向けたちょうどその瞬間、上から降ってきた料理屋の看板が彼を押し潰つぶした。腹の機き関かん銃じゆうが砕けて、歯車が辺りに散らばる。


    【熱烈歓迎！】と書かれた看板に挟まれて、バロン・ガトリングは動けなくなった。しかし、白髭ひげに埋もれた唇くちびるはぶつぶつと何かをつぶやいている。


    「おのれ、陰いん謀ぼうか、革命か。階級の秩序を乱す不届き者め。我がガトリング家に伝わる古こ蹟せきを言って聞かすゆえ心を改めるがよい。まずは我が曾そう祖そ父ふが南北戦争にて……」


    　老人とは思えない頑丈さで、バロン・ガトリングは看板の下敷きになりながらもピンピンしていた。傷だらけのニコラスは呆あきれる思いで老人を見下ろし、次に銀行の屋根を見上げる。


    　屋上に、看板を落下させた張本人が立っている。レモンイエローの髪をなびかせ、無言でニコラスを見下ろしていた。


    　その青い瞳ひとみにニコラスはどういうわけか、うしろめたさのようなものを見て取る。何の説明も挨あい拶さつもなく、ザジは身を翻ひるがえして去っていった。


    「……何やってんだ、あいつ」


    　そんなことをつぶやくニコラスの背後では、追走劇が始まっている。


    「エリー！　待ちなさい！」


    　シルフが逃げ出して、ウンディーネが追いかけてゆく。レプチューン社の装備はさすがの防御性能で、あちこち擦さつ過か傷しようと打撲だらけのニコラスとは違いほとんど無傷らしい。


    「いい加減にしないと、本当に凍らせるわよ！」


    　どうやらシルフがトライデントとしての仕事をサボタージュしていて、それにウンディーネが激怒、という構図のようだった。ウンディーネは《黄の印イエローサイン》と一緒にいたシルフの存在をニコラスには隠そうとしていたようだが、ニコラスはとっくに気づいている。


    　しかし、なぜ《黄の印》──ザジがシルフと一緒にいたのかはニコラスにもわからない。それに、なんだかザジは様子がおかしかったように思える。昨日きのうのこともあるし、一度ザジとは話し合うべきか──。


    　そのときゴーグルがかすかに震えて、レンズの縁が赤く輝かがやいた。不明な相手からの通信を受けている。


    　ニコラスは念のためにパルス銃をバロン・ガトリングの後頭部に撃ち込んで意識を奪ってから、通信を開いた。


    『もしもしハロー、俺おれです。オベール・ルブランです』


    「……あんたか。なんで俺の通信機の周波数を知ってる」


    『ヘンダーソン警部に聞いたんです。失礼かと思ったんですが、非常時なので。へへへ……』


    　相変わらず軽けい薄はくそうな話し方がニコラスを苛いら立だたせる。今は忙しい、と切ろうとしたがオベールの次の台詞せりふですべてが吹っ飛んだ。


    『オラクルが盗まれました』


    「…………は？　何？」


    『やっぱり聞いてなかったんですね。ヘンダーソン警部には伝えたんだけどなぁ』


    「だから、何の話だ」


    『ハーバート先生がランス・オ・メドーの遺跡で発見し、マーチ先生が持ち帰ったものってのが、オラクルなんですよ。千年以上前の碑ひ文ぶんです』


    　思考が洪こう水ずいを起こしてニコラスの脳が悲鳴を上げる。


    「待ってくれ。あれは単なる石ころじゃなかったのか？」


    『ええ、ですがそれでも立派な碑文の欠片かけらです。ちゃんとした設備のもとスタッフの手で修復すれば、意味を持つテクストになります』


    　──そんなのありかよ。っていうか、先にそれを言えよ。お前も、警部も。


    「だが盗まれたってどうやって？　この時間なら、あんたはもう汽車に乗ってるはずだ」


    『列車強盗です。やられましたよ。変な生体兵器で列車を止められて、その隙すきに乗り込んできた二人組に……ウェルドン協会から派遣された護衛が、まるで相手になりませんでした』


    「そいつらはどっちに向かった」


    『サングィス線の高架上を東に』


    　ニコラスは脳のう裏りに高架路線図を描えがく──そう遠くはない。確か、その高架線路は廃線とつながっているはずだった。慎重に歩けば、安全に人目を避けて街の外へ出られるルートになる。


    『犯人は変な機械ヘルメットをかぶった男と、毛皮を羽織った大男の二人です。どうか取り返してください』


    「……わかった。情報感謝する」


    『あ、待ってください。一つだけ聞かせてもらえませんか』


    「何を？」


    『テストです。前に出した問題の続きで』


    　この状況でそうくるとは予想外で、ニコラスは何も言えなかった。これが、強盗に遭あった被害者の言うことか？


    　ニコラスの戸惑いをよそに、オベールは淡々と問題を述べる。


    『設定は前に出した問題と変わりません。毒ガスが発生し、研究員のいる部屋へと流れ込もうとしている。ですが今回は、悪意を持って毒ガスを発生させた犯人がいるとしましょう。そして、あなたの手にはスイッチがあります。発生した毒ガスを、犯人のもとへ逆流させるダクトを開くスイッチです。それを押せば研究員を助けることはできますが、逆流した毒ガスにより犯人は死んでしまいます。罪のない人を救うには、あなたが手を汚よごさなくてはならない……では、質問です。あなたはスイッチを押しますか？』


    「……それは、今しなきゃいけない質問なのか？　こっちは急ぐんだが」


    『答えてください』


    「葛かつ藤とうするまでもない質問だ。押すに決まってる。だけど、こんなのは所しよ詮せん……」


    『所詮は机き上じようの空論、ただの思考実験。そのとおりです。人がどういう倫理と論理を併せ持つかと、実際に行動できるかどうかはまったく別問題だ』


    　通信機の向こうの雰ふん囲い気きが変わる──ニコラスの鉄色の瞳ひとみが細められた。


    『一人を犠ぎ牲せいにして五人を救うべきだと考える人間でも、実際の場面に遭そう遇ぐうすれば、まず何もできない。五人のうちの誰かが毒ガスに気づいて、自力で脱出してくれることを願うだけでね。結局、為なされる選択は五人を見殺しにしてしまうこと……人の論理は、正義とは、かくも弱い』


    　ふぅ、と呼吸一つとしばしの沈黙があった。やがて、


    『あなたはどうなんでしょうね、ニコラス・ハルトゼーカー』


    　それを最後に、通信は途切れた。


    　通信途絶後も、ニコラスはしばらく立ち尽くす。


    　オベールの思わせぶりな台詞せりふが気になる──しかし、今はそれよりもやるべきことがあった。


    「やあ」と、顔を真っ白に塗った男が声をかけてきた。雨も降っていないのに、傘かさをさしている。「お前、なかなか筋がいい。見込みある。俺おれの相棒にしてやろうか？」


    「……間に合ってる」


    　ニコラスは一人で歩き出した。
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    　ハートスコット銀行の中庭は、戦場の様よう相そうを呈ていしてきていた。


    　絶え間なく爆発音がとどろき、黒こく煙えんが立ち上る。中庭を囲む壁に新たな傷ができて、中庭に面したガラスは、とっくにすべて砕けていた。


    　東あずま屋やが吹き飛び、サラマンダーが気合いと炎とをまとって疾しつ走そう。それを、アルラウネは正面から迎え撃つ。砕けたコンクリート片を摑つかんで変生──ハエトリグサをベースにした、顎あごと牙きばを持つ植物型クリーチャーが生まれ出る。


    「さあ、お食べ！」


    　深緑の顎が、がっちりとサラマンダーをくわえ込み──内部から一瞬で焼き尽くされた。


    「ちっ」


    　止まらず突っ込んでくるサラマンダーに対し、アルラウネは地面に手を突っ込んだ。そこから、槍やり衾ぶすまのように太い木の幹が生え伸びてサラマンダーを狙ねらう。たとえ攻撃の役には立たなくても、変生の時間を稼かせぐ盾たてにするつもりだ。


    「サラマンダー・テイル！」


    　サラマンダーの背面腰よう部ぶ装甲から、鋭するどい先端を持つ尻しつ尾ぽが生えた。真っ赤かに熱せられた尾が、邪魔な木を斬きり砕き焼き尽くしていく。


    「何!?」


    　バリケードを一瞬で突破され、驚きよう愕がくするアルラウネに対してサラマンダーは一息に間合いを詰め、拳こぶしを叩たたきつけた。


    　籠こ手てで固めたうえに、炎の加速をつけたパンチである。アルラウネは人形のように軽々と吹っ飛んだ。地面の上を転がって、その勢いのまま受け身をとってすぐに立ち上がる。


    「痛いったいわねぇ……！」


    　アルラウネの胸から、焼け焦こげた枝がボロボロと落ちた。変生した植物を巻き付けて、即席のプロテクターとしていたのだ。


    　アルラウネはクリーチャーの種となるスクラップを胸の谷間から取り出し、変生。鋭いトゲを持つ茨いばらが飛び出し、サラマンダーに襲おそいかかる。サラマンダーは刃やいばのついた尾でそれを残らず斬り裂いた。アルラウネの攻撃のテンポが、サラマンダーの戦闘センスに征服されつつある。


    「や、やるじゃない……でも、これなら──」


    　後ずさろうとしたアルラウネが、ぐっとその場で固まる。足首に、サラマンダーの尾が巻き付いていた。


    「勝負あった。降伏しろ！」


    　尾が引かれて、アルラウネが転がる。緑の衣装が土と煤すすにまみれ、しかしアルラウネの瞳ひとみに宿る敵意は衰おとろえていない。地面を搔かいて、サラマンダーから離れようともがく。


    「降伏ですって？　冗談じゃないわ」


    　地面を這はうアルラウネの伸ばした手が、中庭に植えられた木の根元に隠された機械に達する。


    「目覚めなさい、坊や！」


    　幻灯機エピスコープによく似たクラフトのスイッチが入り、煙を吐いて動き出す。クラフトから伸びるケーブルが緑色に輝かがやいて、植物のツタそっくりに変生されていった。ケーブルは地中へと伸びており、そこに埋められた巨大な機械にもケーブルを介して緑光が伝わる。マスタードブルームよりもはるかに複雑な構造を持つクラフト──それが、変生の光を地中にまき散らした。


    　ずん、と中庭全体が揺れた。


    「──!?　何をした！」


    「緑化運動よ」


    　地響きが次第に大きくなる。地面が盛り上がり、下から何か巨大なものが這い出ようとしていた。危険を感じ取ったサラマンダーが、アルラウネをはなして中庭から飛び立つ。


    　それを追うようにして、中庭全体から巨大な植物が生えた。土を持ち上げてふるい落とし、まるで林を圧縮したような巨大さと密度の植物が、銀行の上空へ幹とツタを伸ばしていく。


    「オホホホホホホ！　すごいわ、なんてことかしら！　ゴージャー・クラスの大きさにまで育つだなんて！」


    　緑の葉と茶色い幹の巨獣と化した植物型クリーチャーの頂上に、アルラウネはいた。手足にツタを絡みつかせて、クリーチャーの手た綱づなをとっている。


    　目標位置を確認したサラマンダーは、手の中に集中させたシールを発射した。


    「サラマンダー・シュート！」


    　アルラウネの目の前で爆発──しかし、炎はクリーチャーの樹皮により遮さえぎられて届かない。


    「無駄よ、お馬ば鹿かさん！　マッチでバオバブの巨木を燃やすことができる？　ナイフで大セコイアが切り倒せる？　あなたがこのクリーチャーを殺すことは不可能よ！」


    「これが……クリーチャー？」


    　周囲を旋せん回かいするサラマンダーはその巨大さに絶句している。形は冒ぼう涜とく的な人型で、多神教の寺院で祭られる多面多臂の偶像のような姿だった。　


    「わたしが地中に仕掛けておいた変生爆弾は、変生現象クリーチヤライズの規模を拡大するクラフト！　わたしの力を何倍にも増幅させて、最強のクリーチャーを作り出す！　あの男が何を企たくらんでいるのか知らないけれど、貴女あなたのその顔が見られただけでも協力した価値はあったようね！」


    　ぶるん、と巨獣の体が大きく震えた。アルラウネは、手に巻き付くツタを操そう縦じゆう桿かんのように使い、クリーチャーに命令を下す。


    「さあ、わたしのかわいい《ザイクロトル》！　あのうるさい虫ケラを落としてちょうだい！」


    　骨は大木、筋肉は絡まり合ったツタと茨いばらという巨大クリーチャーが、身じろぎするように蠢うごめいた。人の腕のように見える枝とツタの塊かたまりをいくつも伸ばして、サラマンダーを追う。


    　サラマンダーは炎を浴びせて応戦するが、相手の質量が巨大すぎて焼き尽くすには至らない。　先のアルラウネのたとえが事実であることを実感させられて、唇くちびるを嚙かむ。


    「ほうら！　どうしたのヒーロー！　逃げてばかりじゃ街は守れないわ！　勇ましく戦って、無ぶ様ざまに潰つぶされないと！」


    　ザイクロトルの腕をかわし続けながらサラマンダーは、別の方法を考えついた。クリーチャーではなく、むき出しの本体を狙ねらう。


    　十分に腕を引きつけてから、ブースターを切り返し、反転。目標は、巨獣の頭部をコクピット代わりにしているアルラウネ自身。彼女めがけて一気に加速した。


    「脳内麻薬エンドルフイン、全開インジエクト！　サラマンダァァァア──」


    「お見通しよ、お馬鹿さん」


    　アルラウネが腕に絡みつくツタを引くと根元から、牙きばを生やしたスイカとしか形容のできないクリーチャーが飛び出し、サラマンダーに襲おそいかかる。


    「わぁっ！　オバケ！」


    　サラマンダーの炎の矛ほこ先さきがアルラウネからクリーチャーに向く。そちらを焼き尽くしている間に、ザイクロトルの腕が追いついた。サラマンダーに対して平手打ちを食らわせて、地上に叩たたき落とす。


    「おほほほほほ！　当たった、当たったぁ！」


    　銀行の屋上に墜つい落らくさせられたサラマンダーは、頭を振って目の前の星を追い散らした。起き上がり、ここにはいないトレーナーに文句を言う。


    「うぅ……だからパワー不足だって言ったじゃん、デイナ」


    　実際、心から困っていた。サラマンダーの戦術といったら火力と運動神経によるゴリ押しで、知的な閃ひらめきなんてほとんど期待できない。そういう方面は、すべてウンディーネに丸投げしているせいだ。


    　屋上に陰が差した。ハッとして見上げれば、ザイクロトルがサラマンダーの頭上にかがみ込んでいる。複数の腕はどれも先端が縒より固められ、拳こぶしの形を作っていた。


    「楽しいわね、ボクシングって！」


    「……げ」


    　巨大な拳の連打が、銀行の屋上に降り注いだ。


    



    
      ◆

    


    



    　威い嚇かくに放った氷雪が氷のバリケードを築き、逃げ道をふさぐ。そこまでして、エリーはようやく足を止めた。


    　ウンディーネは疲労と安あん堵どで息を吐く。能力を利用したエリーの逃げ足は恐ろしく速く、ウンディーネはついていくので精いっぱいだった。


    「シルフィード・イージー。もう休暇は十分でしょう。トライデントに戻ってもらうわよ」


    「やーだね。超お断ことわり」エリーは飄ひよう々ひようとした態度を崩さず、銀髪を揺らして振り返る。「あたしはもうやんないから、二代目シルフでも探してよ」


    「わたしがあなたを勧誘したときの条件、忘れたわけじゃないでしょう？」


    　……この言い方はまずかったと、ウンディーネは言い終えてから気づく。エリーにとって、今の台詞せりふは脅きよう迫はくも同然だ。


    　とらえどころのなかったエリーの顔色が変わり、ウンディーネは昔に戻ったような錯さつ覚かくに陥おちいった。過去に、彼女と敵同士として相あい対たいしたときのことを思い出させられる。


    「あたしがシルフとしてトライデントに加入する代わりに、あたしと仲間の過去の罪を問わないよう警察に働きかける、でしょ。たいしたもんだよね。あんたは何でもできるんだ」


    「……あなたがわたしを快く思っていないことは知ってるわ。でも、あなたの正義はトライデントに必要なの。優秀なスチームシーカーでも、あなたの代わりは務まらない」


    「過大評価だね」


    　エリーは皮肉っぽい笑みを浮かべた。無感情で、凄すご味みだけがある笑え顔がお──猛もう禽きんの笑み。


    「あたしは《鷹の聖女ビルヘン・デル・アギラ》──鷹アギラを率ひきいる空族だよ」


    「でも、決して邪じや悪あくではなかったわ。空賊アギラの行動は法に触れてはいても、決して一線を越えるものではなかった。被害のほとんどはレプチューン社のような大企業で、得た利益は貧しい人たちに還元されていた。わたしはあなたを義賊と認めたからスカウトしたのよ」


    　義賊、という言葉の響きをかき消すように、エリーは手を振る。


    「あたしはムカつく人間から奪って、自分が住む狭い世界の人間にそれを分け与えただけ。個人的な事情で盗みをすることが、悪じゃなくてなんなの？」


    「あなたはもう誰かから奪ったりしていない」


    「あたしも仲間も食えてるからさ。あんたのおかげでね。でも、もう一度同じ状況になったら、またあの貧困に落とされたら……あたしはきっと同じことをするよ」


    　エリーは、それまで張り巡らせていた敵意をわずかに緩ゆるめた。ほんの少しだけ、彼女の本当の素顔が垣かい間ま見える。


    「あんたとアシュリーは、本物のヒーローだ。公私混同なんてしやしない。でも、あたしは違う。大切なものが多すぎて、ヒーローにはなれない」


    　エリーは享きよう楽らく的な人間だが、短たん絡らく的な人間ではない。きっと、その答えは何度も考えた末に出したものなのだろう。

  


  [image: ]


  
    　でも、だからこそウンディーネは彼女を仲間に選んだのだ。エリーは、サラマンダーやウンディーネほど正義を信じていない。そして、正義を疑いながら善を為なせる。


    「……シルフ、これはもしもの話だけど」


    　少し区切る。自分の考えにないことを受け売りで話すのは苦手だ。


    「もしも、五人の人間と一人の人間がいて、そのどちらかしか救えないとしたら、あなたはどうする？」


    「……何それ」


    　エリーは怪け訝げんな顔になる。自分でもおかしな言い分だと知りながら、ウンディーネは続けた。


    「テストよ。あなたがトライデントにふさわしいかどうかの」


    「さーね。わかんない。実際、そうなってみないと……」


    「なら、一人の人間があなたの知り合いだったらどうする？」


    　エリーはウンディーネを見つめた。彼女が何を自分に言わせたいのかを悟ったのだろう。


    「……一人を助けるよ。知らない五人を見捨てて。これで満足？　わかったでしょ？　あたしにはヒーローなんて──」


    「わたしは五人を助けるわ。一人を見捨てて」


    　ウンディーネははっきりと言い切った。


    「たとえその一人がわたしの家族だとしても、わたしは多くの人を助ける。それがわたしの正義」


    　さすがに、エリーもポカンとしている。


    「意外かしら？」


    「……いや、かなり予想どおりなんだけど、実際に言葉にされるとびっくりするっていうか……あんた、もうちょい自分のイメージとか考えて言ったほうがいいと思うよ？」


    「昔、これと似たような質問をサラマンダーにしたことがあったわ。どちらか一方しか助けられない場合、ヒーローはどちらを助けるべきか。不利な状況を想定しておくことは、ヒーローには必要なことだと考えたから」


    　そのとき二人は駆かけ出しで、シルフはまだいなかった。


    「わたしはいろんなケースを考えた。たとえば自分の家族と、人類に貢こう献けんしている天才科学者。たとえば自分の友人と、合衆国大統領。あるいは自分の恋人と、罪深い犯罪者……その質問に、サラマンダーはなんて答えたと思う？」


    「…………『両方助ける』」


    　ウンディーネの見込みどおり、エリーは正解を言い当てた。彼女は、奔ほん放ぽうなサラマンダーとはウマが合う。


    「あの子の言いそうなことでしょう？　どちらか一方しか助けられないという前提だと何度説明しても、答えは変わらなかった。普通なら助けられない人も助けるのがヒーローだって」


    　ウンディーネは仲間に、リーダーとして伝えるべきことを──今まで伝えられなかったことを告げる。


    「難しい局面には、それぞれが異なる答えを導みちびき出す──トライデントはそういうチームよ。あなたがいなければ、わたしたちは完全じゃなくなる。トライデントにはあなたが必要なの」


    「……あたしは──」


    　道路の向こうから、見慣れたワゴンがやってくるのが見えてウンディーネは説得を中断した。ピザ・デリバリーに偽ぎ装そうした蒸気車両だ。あちこち傷だらけでドアがいくつか外れ、ガラスもヒビが入っている。


    　ワゴンは猛スピードでやってきて、二人の近くでドリフト気味に停車した。デイナが運転席から飛び出してくる。


    「エリー！　休暇は満まん喫きつした？」エリーの肩を叩たたきながら言って、今度はウンディーネへ簡潔に言う。「アルラウネが出たよ。今度はハートスコット銀行だ」


    「サラマンダーは？」


    「苦戦してる。アルラウネが切り札を用意してたみたいで」


    　デイナがしかめ面つらで言って、ウンディーネも表情を曇らせた。曇らせた顔で、エリーを見る。エリーは面倒くさそうに息を吐く。


    「悪いけど、あたしは行かないよ。あたしには無理。……だけど」


    　エリーは髪留めを外し、緑混じりの銀髪をなびかせた。


    「エレンディラ・サンチェスには無理でも、《シルフィード・イージー》になら、あたしの大事な友達を助けられる。デイナ、あたしの装備は？」


    「ワゴンの中だ！」と、言うなりデイナはワゴンに飛び込んで、大きなアタッシュケースを一式持ち出してきた。ウンディーネがそっとつぶやく。


    「ありがとう、エリー」


    「もういいって、ウンディーネ」エリーはケースを受け取り、暗号鍵キーを外す。「言ったでしょ？　あたしは、あたしの家族と友達と、仲間のためになら戦える。今がそのときってだけ」


    　開いたケースの中にはエリーの体型に合わせた装甲と、羽撃式飛行機械オーニソプターに使われる翼の機構がそのまま入っている。


    　エリーは服の上から装甲を身につけて、金具で固定。テスラオイルの残量を確かめて、ヘッドギアを装着。デイナに手伝ってもらい、翼の生えたバックパックを背負った。


    　グローブの具合を確かめて、エリーは自分の両りよう頰ほほを叩いた。革の感触が、記憶を呼び覚ます。トライデントのシルフとしての記憶。


    「シルフィード・イージー、参上……ってか」


    　両手の中に翡ひ翠すい色の輝かがやきを持つ鉱こう石せきのようなシールが生まれる。シルフが両手を握りしめると、シールは粉々に砕けて緑色に輝く粒りゆう子しとなって舞った。


    「いい子だ」


    　エメラルドグリーンの微細なシールが空気の流れをかき集め、吸い寄せて流れを作る。流れは緑色の風となって渦巻き、エリーの背負うバックパックの吸気口に吸い込まれた。


    　風の力でタービンが回転し、電流が発生。折りたたまれていた翼が広がる。翼の骨格に接続されたハンドルを握りしめた。わずかな手の動きに反応して、翼が羽ばたく。


    　準備を終えたシルフに、デイナが尋ねる。


    「調子はどう、シルフ？」


    「風次第ってとこ。ま、やれるだけやってみるよ。友達がわざわざ追いかけてきてくれたのに、つれなくするのも悪いしね」


    　ウンディーネが目を丸くして固まった。シルフは気味悪げに、


    「……なんだよ」


    「あなたが、わたしのことを友達と認識してるとは思わなくて」


    　途端、シルフの顔が真っ赤かになった。


    「はぁ!?　なんだそれ！　バッカじゃねーの！　バーカバーカ！」


    　翼が大きくはためいて、シルフが地面を蹴ける。緑色の風を翼が捉とらえ、シルフは街の空へと羽ばたいていく。


    　仲間が小さな点に変わっていくのを見送るウンディーネに、デイナが言う。


    「よかったじゃん」


    「何がです？」


    「友達って呼べる人間が増えて」


    「……わたしに友達が少ないみたいに言わないでください」


    



    
      ◆

    


    



    　血管のようにビザーバーグに張り巡らされた高架鉄道は、幾き何か学がく的に重なり合った鉄骨によって支えられている。地上から高架線路に上がるには、駅から直接降りるか、関係者以外立ち入り禁止の階段を使うか。


    　そのどちらもが近くになければ、別の手段が必要だ。


    　ニコラスは左手を振って、袖そでから銃じゆう器きを取り出す。アンカーシューターと名付けられたこのクラフトは二つの引き金とリールのついた特殊な銃で、ニコラスの腕にベルトで固定されている。銃口には錨いかりのような形状の錘おもり。それをニコラスは高架に向けて、引き金の一つを引いた。


    　圧縮蒸気によって、銃口から錘のついたロープが飛び出す。錘はニコラスの狙ねらいどおり、高架の鉄骨に絡みついた。もう一つの引き金を引くと、巻き取り機ウインチが作動──ロープを巻き取り、アンカーシューターはニコラスの体を高架裏の鉄骨まで運ぶ。


    　アンカーシューターの主な使い道は敵を捕らえて引き寄せること。高所への移動にこのクラフトを使うのは、ニコラスとしては本意ではない。あまりに目立ちすぎるし、移動中は無防備になってしまう。


    　すべてはオラクルのため。ひいてはオラクルの破壊を望むザジのため──なのだが。


    「……やっぱ、来ないか」


    　ザジは、あれから姿を消したままだ。これから肝心なときだというのに。


    　鉄骨に足を引っかけ、なんとか高架上によじ登る。ザジの手を借りたい場面ではあるが、いないものは仕方ない。無線で連絡をとろうにも、無線機を仕込んだ《真鍮男ブラスマン》ヘルメットはガレージに置きっぱなしだ。


    「仕事ほっぽり出して連絡もとれないなんて、社会人失格だぜ、相棒」


    　一人でオラクルの奪だつ取しゆを覚悟したニコラスは、街の北東へ延びるサングィス線の高架をてくてくと歩き始めた。列車にはねられる心配はない。ニコラスが進入した地点はすでに廃線で、駅員や作業員ですら滅めつ多たに立ち入らない場所だ。


    　ここを先に通ったはずの二人組の痕こん跡せきは見当たらなかったが、このルートが当たりだとニコラスは確信している。この街で人ひと気けのない場所にはクリーチャーが集まりやすいからだ。特に、駆く除じよの対象となりやすい中～大型のクリーチャーは、人のほとんど訪れない場所を住すみ処かに選ぶ。廃はい墟きよをねぐらに選んだ手配犯や浮浪者が、大型クリーチャーに襲おそわれたという話は珍しくない。


    　なのに、この廃線にはクリーチャーが一匹も見当たらない。先にここを通った人物に追い払われたか、あるいは処分されエーテルに還かえってしまったのか。


    　警戒しながら歩くニコラスの前に、廃駅の旧エレギア駅が見えてくる。ダウンタウンの発展にともなう路線変更で廃されたこの駅は、高架の駅としては異例なほどに大きい。旧市街以上の寂れ方をしているこの辺り一帯も、かつてはそれなりに賑にぎわっていたらしいが、そのころニコラスは街にはいなかったし、当時の記憶もない。


    　手入れのされていない鉄道はあちこちが緩ゆるみ、傾いて、ガタガタのまま廃駅の中へと続いている。高架からうかがえる駅の構内は、日につ中ちゆうとは思えないほどに暗い。


    　ニコラスは暗くら闇やみの中へ足を踏み入れる。


    　さて、オラクル強盗はどこへ向かっただろう？　地上へ降りて郊外を目指したか──あるいは空？　もしも犯人が羽撃式飛行機械オーニソプターを用意していたなら、その可能性もある。


    　暗闇を見通すため、ニコラスは顔の左半分を覆おおうゴーグルを操作し、暗視レンズに入れ替える。左側の視界が暗闇を押し広げた。ニコラスの左目には、暗闇の中で斧おのを掲かかげて今にも振り下ろそうとしている大男の姿が、はっきりと映し出された。


    「……ん？」


    　斧が振り下ろされて、線路とぶつかり火花を散らす。その火花の輝かがやきで大男の赤い髭ひげがはっきりと見えた。


    　危あやういところで身を引いていたニコラスは、すかさず銃じゆうを構える。だが、赤あか髭ひげの大男の動きは予想以上に機敏だった。


    　斧おのを捨てて、大男がニコラスに挑いどみかかる。小型拳けん銃じゆうは張り手一発ではじかれて、ホームのどこかに落ちた。次のクラフトを取り出そうとしたニコラスの左手が大男の巨大な手につかまって、手荒くねじ伏せられる。


    「貴き様さま、何物だ？　ウェルドン協会の護衛はすべて始末したと思っていたが……違うな。スチームシーカーか」


    　赤髭の大男は両目にゴーグルをあてていた。暗くら闇やみの中でぼんやり赤く輝かがやいているところを見ると、集光機能を持った暗視装置らしい。じっ、とニコラスの顔と装備を観察している。奇術のタネを仕込んだ左手を押さえられては、反撃の手立てはほとんどない。


    「金のために我が輩の義挙を阻はばまんとするか。汚けがらわしい奴やつ」


    「労働は尊とうといんだぜ？　知らないの──ぐっ」


    　ニコラスの後頭部を巨大な手が摑つかんだ。顔面を線路に押しつけられる。


    「このまま押し潰つぶしてくれよう」


    　軽口まで封じられて焦あせったニコラスだったが、ようやくポケットに右手が届いた。そこからクルミ大のクラフトを取り出す。頭が押し潰される前に気づいてもらおうと、大男の腕にクラフトをコツンとぶつけた。赤髭の手が止まる。


    「……なんだ、それは」


    「ファンからのプレゼントだよ」


    　指だけを使って、器用にクラフトを放り投げた。ヒラリーが作った手しゆ榴りゆう弾だん──ここへ来る前に一つ分解して調べてある。金属片と着火剤を封入した小型爆弾で、爆発力に乏とぼしい代わりに強烈な光を発する仕組みになっている。用途は殺さつ傷しようではなく、目め眩くらまし。


    　いわゆる閃せん光こう弾だ。


    　赤髭の目の前で、まばゆい光がはじけた。


    「ぐぉおっ!?」


    　暗視装置越しに目を灼やかれ、赤髭が悲鳴を上げてニコラスから手を離す。体をよじり、ニコラスは大男の下から抜け出した。


    「初心者の仕事にしちゃ上出来だ、ヒラリー」


    　あるいは殺傷用の手榴弾の失敗作なのかもしれないが、とにかくヒラリーには助けられた。


    　この隙すきに、ニコラスは素早く駅のホームによじ登る。さっきはじき飛ばされた拳銃を回収するためだ。数あるニコラスの奇術道具オモチヤの中でも一番のお気に入りなので、なくしたままにするつもりはない。


    　なので、ホームによじ登った先に変なヘルメットの小男がいて、愛用の拳銃を構えて立っているのに出くわしたときには、心底うんざりした。


    「……また待ち伏せかよ」


    「君は歓迎すべき友人か？　否ノー。ここに君を呼んだか？　否ノー。君は招かれざる客か？　是イエス。ここまで追ってきた職業精神には敬意を表してもいいが、君の命にまでそうするつもりはない……レッドベアード！」


    　線路上でうなっていた大男に呼びかける。ニコラスには銃じゆうを突きつけたままで、


    「敵はこっちだ。ホームに上がってこい。始末を頼む」


    「おお！　友よ！　どこだ！　そいつは我が輩にやらせろ！」


    「是イエス。だからそう言っている。私は準備がある」


    　頭をクラフトで覆おおった小男は、ニコラスに銃を向けたまま後退していく。赤あか髭ひげがホームによじ登ったところで、ようやく銃を下ろした。ヘルメット越しに、あらぬ方向に顔を向ける。


    「……もう一人いるな」


    　ヘルメットを傾けて、小男は意味のわからないことを言う。


    「敵かどうかはわからんが……女だな。こいつの仲間の可能性もある。ここに来るようなら、そいつも頼むぞ」


    　小男の台詞せりふは、最後までニコラスには理解できないものだった。普段なら聞き流していた言葉に、緊張状態の脳が警報を出す──聞き逃のがすな。見逃すな。考えるのをやめるな。思考の網あみをすり抜けて無意識の海に沈みかけていた違和感に向かって、必死に意識の手を伸ばす。何度も台詞を反はん芻すうし、違和感の正体を洗い出す。


    　──「女」と言った、誰のことだ？　……ザジだ。他は考えられない。あいつは俺おれの後をついてきていたんだ。姿を隠している理由は……わからない。それはいい。きっと、今はたいして重要なことじゃない。重要なのは、なぜこいつにそれがわかったかだ。


    　論理と可能性と、妄もう想そうに近い推論まで積み重ねて、ニコラスはある可能性にたどり着いた。男のヘルメットの持つ機能──しかし、そうだとしたら。その機能でニコラスの追跡に気づいたのだとしたら、この男は。


    　ニコラスの鉄色の瞳ひとみが闇やみの中で輝かがやく。射い貫ぬくべき的まとを見つけた鏃やじりの鋭するどさで。


    　赤髭がニコラスの肩をつかまえた。ゴーグルを外して目を何度もぬぐい、


    「ここは我が輩に任せておけ、ポーンボーン。貴き様さまは脱出の用意だけしていればいい」


    「否ノー。私の名はソーンボーンだ。話が早くて助かるよ。とにかく、そのスチームシーカーは確実に息の根を止めておいてくれ。二度と私の前に現れないように」


    「いいや」


    　万まん力りきのごとき怪力で肩を摑つかむレッドベアードを気にもとめず、ニコラスはヘルメットの小男に向かって宣言する。


    「また会うことになるさ、ソーンボーン。絶対にな」


    　ソーンボーンは立ち止まり、じっとニコラスにヘルメットを向けた。相手の意図を、慎重に探っているかのように。そして、何かを警戒しているかのように。


    　それからソーンボーンは一言も発さず、ホームの奥の階段に向かう。それが、上階に通じるものであることをニコラスは望遠ゴーグルを使って確認した。


    「ずいぶんと格好をつけた台詞せりふを抜かしたな、スチームシーカー。だが、貴き様さまがここから生きて出ることはない」


    「あんたの目的はオラクルか？」


    　振り返らずにニコラスは尋ねる。下へ手たに動かなかったことで安心させたのか、レッドベアードはニコラスの台詞に気安く応じた。


    「無論である！　我らが移民国家の魂たましいに異界の知識が宿ったという奇跡！　これは英国を打倒せよとの神しん意いに違いあるまい！　我が輩と我が友はオラクルを解読し、そこから得られる知識により、帝国の手から祖国を解放する！」


    　意気高らかに志こころざしを謳うたうレッドベアードに、ニコラスはあくまで冷淡に答える。


    「あの男、裏切るぞ」


    「ハッハッハ！　命惜しさに仲間割れをはかるか！　だが我が輩と友は断ちがたい友情の紐ちゆう帯たいで結ばれておるのだ！　妄もう言げんで惑わせようなど、無駄なこと！」


    「あいつの正体は知ってるか？　過去、あいつがどこにいて、何をしてきたか。あんたは知ってるのか？」


    　レッドベアードは答えなかった。背後からは戸惑っているような気配さえ感じられる。


    　カマをかけたニコラスは確信した。この大男はソーンボーンに利用されているだけで、何も知らされていない。


    「あいつの目的はオラクルだけだ。脱出手段はあいつが用意したのか？　階段を上っていったということは、羽撃式飛行機械オーニソプターだな。あんたが俺おれを始末して上に向かったとき、奴やつはまだそこにいると言い切れるか？」


    「……なるほどな。ならば、今すぐ貴様を始末してこの街を出ることにしよう！」


    　肩を摑つかむ手に一層力が込められる。また腕を固められる前に、ニコラスは行動に出た。


    　左手にアンカーシューターを握り、頭上へ向ける。レッドベアードとのやり取りの間に、目星をつけていた。高い天井からぶら下がる釣つり鐘がね型の照明──そこに、圧縮蒸気によって撃ち出された錨いかり型の錘おもりが巻き付く。


    「何を……？」


    　レッドベアードが吠ほえるがもう遅い。ニコラスは、すでに二度目の引き金を引いていた。巻き取り機ウインチが回転し、ニコラスの体を持ち上げていく。その肩をしぶとく摑んでいたレッドベアードも一緒に空中へ巻き上げられた。


    「うおおお!?　な、なんだこれは！」


    　ニコラスの体にしがみついたレッドベアードが暴れる。元々重量オーバーのところへさらなる負ふ荷かが加わり、アンカーシューターと左腕が軋きしむ。照明の付け根から破片が舞った。


    「……本当はここまですることは滅めつ多たにないんだが、手段を選んでいられなくなった」


    　ニコラスは左足の靴底を、そっとレッドベアードの肩に乗せた。毛皮のベストの上から、しっかりと踏みつける。


    「一応、加減はしてやるけど──同情するよ」


    　ガチン、と金属質の音が左足から響いた。義ぎ肢し内部の火薬に点火されて、踵かかとの砲ほう口こうから爆風が吹き出す。


    「ぬぉおおおおおお!?」


    　怪力を誇るレッドベアードも、これにはたまらず地上へ落下していく。荒こう廃はいした構内に、巨体が地面にぶつかる地響きがこだました。


    　ニコラスはアンカーシューターの引き金を操作してゆっくりと降下し、着地。二つの引き金を同時に引く──アンカーのフックが解除され、ロープを巻き取り回収した。


    　盛大に墜つい落らくしたレッドベアードはホームで仰あお向むけに横たわり、苦痛に満ちたうなり声を上げている。義肢砲を食らった肩は火傷やけどを負い、関節も外れているようだ。加えて墜落の衝しよう撃げきで全身打撲、何か所かの骨折といったところか。さすがのバイキングの首領も、これだけのダメージを負ってはもう戦えないはずだ。


    　それでも念のためパルス銃じゆうで頭を撃ってから、ニコラスはソーンボーンを追う。


    　職員専用の階段はひどく狭く、手すりには埃ほこりが積もっていた。


    　ニコラスは足音を忍ばせて階段を上っていくが、きっと無意味だろうとも思っていた。レッドベアードが倒されたことも、奴やつはとっくに気づいているはずだ。


    　階段の最上部、壊れたドアは直す者もなく留め金が外れ、開け放されている。


    　確かここでは以前、羽撃式飛行機械オーニソプターが墜落する事故があったはずだ。羽撃式飛行機械とパイロットの死体は回収されたらしいが、崩れた天井は補修されずそのままになっている。羽撃式飛行機械の秘密の発着場とするには絶好の場所だ。


    　ニコラスは相手を刺激しない自然体を意識して、上階に出た。天井の崩れた二階中央では、黒ヘルメットのあの男──ソーンボーンが待ち受けていた。足あし下もとにはオラクルを納めた木箱。いかにもこれから旅に出るといった風ふ情ぜいだが、その手にはニコラスの小型拳けん銃じゆうがある。銃口はニコラスを向いている。


    「一日に二度も俺に銃を突きつけたのは、あんたが初めてだよ。人の不意を突く秘訣があるなら、教えてもらいたいな」


    「否ノー。ここで君にできることがあるか？　これも否ノー。帰れ、今すぐに」


    　ホームで会ったときと比べ、余裕がないように見えた。ここまできて逃がすつもりはない。


    「まるで、俺おれが来ることをわかってたみたいだ。というか、わかってたんだよな」


    　ソーンボーンの顔を……正確には、顔を覆おおうクラフトを指さす。


    「そのクラフトの機能で。違うか？」


    　答えはない。だが、ソーンボーンのこちらに抱いだく殺意が増したのを感じる。ニコラスはその場を行ったり来たりしながら話し出す。


    「可能性を考えてみよう。それは俺おれのゴーグルと同じように、望遠や暗視機能を持つものだろうか？　否ノー。それなら、あんたはここで俺を待ち伏せることはできなかった。レッドベアードが俺を始末したと思い込み、悠々と脱出の準備をしていたはずだ。何より、あの閃せん光こう弾だんを食らっても平気だったことの説明がつかない。となると、別の可能性だ。例えば……レーダーなんかはどうだ？」


    　ソーンボーンは相変わらずニコラスに銃じゆうを向けたまま沈黙している。ニコラスの話を聞いていると言うより、観察しているような静けさで。


    「レーダー！　なるほど。それなら、俺を待ち伏せたことの説明がつく。でも、あんたはさっき言ってたな。外にもう一人いる。そいつは女だ、と。性別までわかるレーダー……そういうことになる」


    　絶え間なく動き回りつつ、ニコラスは徐々に間合いを詰めていっている。気づかれない程度に、ゆっくりと。


    「ではレーダーというものをさらに進めた考え方をしてみよう。エーテル波を放射して、その反響を調べるのがレーダーという機械だが、似たようなものにソナーがある。音波の反響から物体の位置を特定する機械だ……そう。音なら？」


    　ニコラスは足を止めて、指を鳴らす。ソーンボーンのヘルメットを見つめた。


    「たとえば、人間の体が発する音まで聞こえるとしたら？　それなら性別を判別することも可能かもしれない。呼吸とか……声とかな」


    　そこまで言って、軽けい薄はくそうな笑みを作る。


    「どうだ、俺の推理は。正解か？　是イエス？　否ノー？」


    「……是イエスと言おう。君の知性に敬意を表して」


    　ソーンボーンはヘルメットの表面を撫なでた。ヘルメットの両側表面が外れてコウモリの翼のように広がり、内部を露にする──蠢うごめく肉塊があった。


    「……クリーチャーから移植した生体部品だ。重蒸気を供給し続けることで活性化させている。特定の音の波長にターゲットを絞り、余計なノイズを遮断。可聴圏内の音を拾い集める──これはそういう生体兵器だ。君の言うとおり呼吸音、それに心臓の鼓こ動どう、関節の軋み、足音から人間の位置と行動を把握している。性別などの身体的な情報なら、それらだけで判別可能だ」


    「……やっぱりな。聞こえているはずだと思った──心臓の音も」


    　言げん質ちをとったニコラスは、着衣をはだけてみせる。その左胸にあるのは素す肌はだではなく、肉体に接続されたクラフト──ソーンボーンの気配が変わる。


    「俺の質問に、あんたは否ノーと答えるべきだった。そのヘルメットの機能を、なんでもいいからでっちあげるべきだったんだ」


    　ニコラスの右半顔に、ギラついた笑みが浮かぶ。


    「俺おれの心臓はどんな音をしてた？　教えてくれよ、ドクター・ソーンボーン？」


    



    
      ◆

    


    



    　アルラウネの操あやつるゴージャー・クラスのクリーチャー、ザイクロトルは、複数の植物型クリーチャーが絡まり合って発生した群ぐん体たい──あるいは超個体と呼ばれる種類のクリーチャーだった。ゆえに、抜群の攻撃力を持つサラマンダーがどれだけ苛か烈れつな攻撃を加えようと、全身を一息に焼却しない限りザイクロトルを根こん絶ぜつすることはできない。


    　これまでの攻防でサラマンダーは、ザイクロトルの複数ある腕のうち、二本まで破壊することに成功していた。しかし、痛つう覚かくを持たない植物にとってその程度の打撃は、代えのきく部位が少し欠けただけにすぎない。ザイクロトルの巨体の周囲を飛び回りながら、サラマンダーは確実に消しよう耗もうしていた。


    「どうしたの、お馬ば鹿かさん？　ちょっと動きが鈍にぶくなってきたんじゃなくて？」


    　絶対的優位にあるアルラウネは、余裕たっぷりにそう言った。追い詰められていたサラマンダーは、ほとんど条件反射で叫ぶ。


    「まだまだぁ！」バックパックから炎を噴射。突撃体勢をとる。「サラマ──」


    「ごめんなさい、それもう飽きちゃったの」


    　アルラウネがパチンと指を鳴らす。いつの間にかバックパックに絡みついていたツタが、クラフトの内部へと入り込んだ。燃料タンクにあるべきでないものが混じり込み、バックパックの機能が停止する。アルラウネはわざとらしく頰ほおに手を当てた。


    「あらまあ、たいへん」


    「え？　あれ、……う、うわぁぁぁああああああ!?」


    　飛行機能を失ったサラマンダーは、バックパックから煙を吐き出しながら墜つい落らくしていった。


    　体勢を立て直そうともがくが、飛ひ翔しように必要な機能の大半が止まっているのだからどうしようもない。予備の燃料タンクに切り替えようとしても到底間に合わなかった。見る見るうちに地面が迫り──がくん、と止まる。その拍子に首が絞まって「ぎゅう」と呻うめき声が漏れた。


    「まったく、あんたもウンディーネもあたしがいないとダメねー」


    　言われて、サラマンダーは自分の首根っこをつかんでいる人物の存在にようやく気がついた。


    「シルフ！」


    「はいはいあたしあたし。そら、立ちな」と、銀行の屋上にサラマンダーを優しく放り出す。


    「何やってたの？　ウンディーネ、もうカンカンだったよ」


    「あー、いーのいーのあいつのことは。もう話つけてきたし。それより──」


    　二人は同時にその場から飛び退のいた。一いつ拍ぱく遅れでザイクロトルの拳こぶしが叩たたきつけられる。


    「これは好都合！　わたしの大嫌いなトライデントが一人増えたなんて！」


    　ステップを踏んで、シルフは翼のハンドルを摑つかみ、オールを漕こぐように動かした。大きく一度羽ばたいて緑の風を起こし、シルフの体が舞い上がる。ザジとの追いかけっこで見せたような滑かつ空くうではなく、翼で風を捉とらえる本物の飛ひ翔しようだ。


    「ハーイ、アルラウネ！」シルフは翼をはためかせて、巨獣の眼前まで舞い上がった。「目立ちたがり屋のあんたにはぴったりの姿になったね。でも、ちょっと緑色が勝ちすぎてる。あんたがそこにいることに、誰も気づかないんじゃない？」


    「そうかしら？　なら、赤を足さなくちゃ……貴女あなたたちの血で！」


    　ザイクロトルが腕を振り回す。しかし、シルフはそれをすべて回避した。空中での運動性では、シルフの能力と装備はサラマンダーに勝っている。


    　シルフは細かく旋せん回かいすることで巨獣の腕をかいくぐり、頭部に迫る。サラマンダーが何度挑いどんでも果たせなかった本体への接近を、シルフは楽々と果たした。


    　敵を間近に感じ、アルラウネが敵意を込めて叫ぶ。


    「生意気ね……！　そんなにいじめてほしいなら、望みどおりにしてあげる！」


    　植物を操あやつるヒマもなく近づかれ、アルラウネはシルフと両手を突き合わせて組み合う形になる。この期ごに及んでもアルラウネが余裕を失わない。接近戦はむしろ望むところで、アルラウネは袖そでの下からツタを這はい出させた。


    「縊くびってあげる！　窒ちつ息そくして────ッ!?」


    　シルフが持つハンドルの柄えを突きつけられ、アルラウネの体がのけぞる。シルフはサディスティックな笑みを浮かべ、


    「どう？　風力発電スタンガン。シビれるっしょ？」


    「────ぁぁああっ！」


    　感電させられながらも、アルラウネは渾こん身しんの力を振り絞ってクリーチャーを使し役えきした。ザイクロトルが暴れ出し、シルフが放り出される。


    「あっぶねー……あたしじゃ本体を止めるのは無理か」


    　シルフはその場で急降下を始めた。その先にいるのは屋根の上で待機していたサラマンダー。


    「サラマンダー！　あれ、やるよ！」


    　それを聞いて、サラマンダーは表情を輝かがやかせた。


    「あれって、合体技のこと!?　いいよ、あれ大好き！　いつでも──」


    　緑色の渦が、サラマンダーの体を吹っ飛ばした。ザイクロトルの腕が、思わぬところから生え伸びたのだ。


    　吹き飛ばされたサラマンダーの体を、腕が空中で捕らえた。ツタと葉と茨いばらの緑の中に、少女を飲み込んでいく。


    「……サラマンダー・テェーイルッ！」


    　緑の腕が内側から焼き裂さかれた。中から飛び出してきたサラマンダーは、すぐに仲間の姿を捜す──すぐに見つける。緑色の風を従えた機械の翼が、巨大な腕に追い立てられている。


    　シルフの機動力はトライデント随ずい一いちだ。だが、その代だい償しように攻撃能力はほかの二人に比べると圧倒的に劣おとる。


    　苦し紛まぎれの反転に出たシルフは、捨て鉢ばちにも思える行動に出た。再び、アルラウネ本体に向かって突撃をかけたのだ。


    「二度も同じ手が通じるわけがないでしょう！」


    　いくつもある巨獣の腕がうねり、まとまって一本の腕になる。それは、今までにない変化をつけてシルフに追いついた。ほんの二、三本のツタが絡みついただけでシルフの飛ひ翔しようは失速し、絡みつくツタも増えていく。


    「貴女あなたもお馬ば鹿かさんね！　シルフィード・イージー！」


    「シルフ!?」


    　サラマンダーの窮地を救った仲間は、ザイクロトルの数ある腕の一つに捕まり、握り潰つぶされようとしていた。


    



    
      ◆

    


    



    「あんたはそのクラフトで、俺おれの追跡に気がついた。でも聞いていたのは心臓の鼓こ動どうじゃない。俺にはそんなものはないからな。聞いたのはチクタクチクタク、歯車の鳴る音だ」


    　ニコラスはソーンボーンに向かって告げる。


    「歯車の音をノイズとして遮断しなかったのは、鼓動の代わりにそんな音を出す人間がいることを知っていたから。俺の体にどういう機械が埋め込まれて、どういう音を出すのかあらかじめ、知っていたからだ。違うか？」


    　銃じゆうを向けているのはソーンボーンの方だ。しかし、追い詰められているように見えるのもソーンボーンだった。歯を嚙かみしめて、ニコラスを狙ねらっているはずの銃口が揺れている。


    「実を言えば、そのクラフトが本当に集音装置だっていう確証はなかった。でもどんな機能にせよ、俺の体のことに気づいて──」


    　ついにソーンボーンが引き金を引いた。


    　廃はい墟きよに響いた銃声の数は、三。


    　一発目と三発目は外れて廃駅の壁にめり込んだ。二発目は、咄とつ嗟さに半身になったニコラスの左前腕を擦さつ過かし、左肩にぶつかる。


    　ニコラスはよろめいて後退し、ぐらりと時計回りに回転──そのまま勢いよく地を蹴けって振り返り、左手を突き出した。


    　その手に握られていたのはロープ付きの錘おもりを撃ち出すクラフト──アンカーシューター。


    　発射された錘がソーンボーンの手の中の小型拳けん銃じゆうに巻き付き、ウインチの回転力が拳銃をもぎとった。


    　勢いよく戻ってきた拳銃を、ニコラスは右手で受け止める。両手のクラフトをそれぞれ器用にスピンさせ、派は手でに腕を交差させた。アンカーシューターがどこかに消えて、左手には拳銃が移っている。


    「この銃の威力はかなり弱くてな。人を撃っても殺しにくくできてる。でも何よりいいのは、絶対に俺おれの体の左側は抜けないようにできてることだ」


    「なるほど。右半分を撃つべきだったか」


    　ニコラスが引き金を引き、ソーンボーンの足あし下もとに着弾させた。


    「口を慎つつしめドクター。俺の前で半分ハーフって言葉は絶対に使わせない」


    「……《ドクター・ソーンボーン》──懐なつかしい呼び名だ」


    　燕えん尾び服ふくの胸に手を当てて、ソーンボーンは言う。


    「学派デイシプリンは生命バイオ。特に、クリーチャーに関するクラフトが私の専門」


    「わざわざどうも。こっちは記憶がないもんでね、あんたが誰なのかも覚えちゃいないんで、助かるよ」


    「ああ、私があそこにいたときから、君はそうだったからな」


    　犬けん歯しをむき出しにして、ニコラスの半顔は怒りと歓喜が混ざり合ったものになっていく。


    「ようやく見つけた……ディスコルディアの手がかり……！」


    「自分の過去を知りたいのか？　是イエスというなら、私はやめておけと言っておこう。それは虚きよ無むへ向かって身を投げるに等しい行為だ。先には破は滅めつしかない」


    「お前らが奪っておきながら、勝手なことを言うな！　お前もあそこに──チェスターフィールドにいたんだろう！」


    　ニコラスが吠ほえる。正体を見破られたソーンボーンは、逆に落ち着きを取り戻していた。


    「是イエス。だが、私は君に対して行おこなわれた実験には携たずさわってはいない。知っているだけだ。君は、組織の中では有名だったからな」


    「関わっていなくても、お前はディスコルディアだ」


    「是イエス。だから、私はオラクルを求めてこの街に来た。カナディアン・ギャングのうすのろどもを利用して……だが、私の目的は本当にそれだけなのだよ。オラクル以外に興味はない」


    　ソーンボーンは燕尾服の袖そでをまくった。手首にはツタが幾重にも絡みついている。植物は、翼のような形をした機械から伸びていた。


    「アルラウネの能力を宿したクラフトだ。君が邪魔をするというのなら相手をする。だが、その前に親切心から忠告しておこう。君は、君自身のために私を見み逃のがすべきだ。ディスコルディアのことは忘れ、自分が過去にどんな人間だったかも忘れるべきなのだ」


    「聞こえなかったみたいだから、もう一度言ってやるよ──勝手なことを言うな」


    　ふ、とソーンボーンは短いため息を吐く。ツタを絡めた両手を持ち上げた。


    「ディスコルディアの構成員は、捕まれば戦争犯罪人として裁かれる。それを良しとするか？　否ノー。ここで捕まるつもりはない」


    　両腕に蠢うごめく緑色を注視しながら、ニコラスは興奮に染まった思考を切り替えて敵の狙ねらいを探る。あの両腕に巻き付いているのは、ギャングが使っていた生体兵器と同じ種類のものだろう。Ｓ型ミスティックの能力を再現したもの──植物型クリーチャーを操あやつれると見て間違いない。


    　しかし、それくらいならさほどの脅きよう威いではない。二人の間合いは十分離れている。ソーンボーンが近づくかツタを伸ばしてくる素そ振ぶりを見せれば、即座に銃じゆう弾だんを撃ち込める。


    　それはまったくニコラスらしからぬ油断で、やはり自分の過去への手がかりを見つけた興奮によるものなのだろう。


    　頭上の異変を感じるよりも前に、気づくべきだった──この場には、ソーンボーンの逃走手段となる羽撃式飛行機械オーニソプターや乗り物の類たぐいが、どこにもないことに。


    　はじかれたようにニコラスが天井を見上げる。かつての事故で天井の三割ほどが崩ほう壊かいしているが、まだ無傷で残っている部分のほうが多い。日光を免まぬかれた天井の隅にわだかまった闇やみが、もぞりと動いた。


    「……クリーチャー!?」


    　闇が翼を広げる。毛むくじゃらで豚鼻を持つその姿は、コウモリによく似ていた。ただ、後こう肢しがすべて粘ねん液えきを帯びる触しよく手しゆになっていることと、天井すべてを覆おおい尽くすほどの巨大な翼は普通のコウモリには決してありえないものだ。


    　これがソーンボーンの用意した逃走手段だと気づいたニコラスは、小型拳けん銃じゆうを引っ込めた。こんな小口径ではあの大物には豆まめ鉄でつ砲ぽうほどのダメージしか与えられない。もっと大がかりな武器がいる。


    　ニコラスは服をはだけて機械義ぎ肢しの左腕を露出させた。そこに仕込まれた武装を展開しようとして──背後から青臭い緑のツタに絡め取られる。


    「迂う闊かつか？　是イエス。敵に背を向けるとは」


    　一本一本は細く弱いツタでも、束になるとレッドベアードの腕力とほぼ同等になる。ニコラスは前につんのめるように押し倒された。


    　床ゆかに這はいつくばらされたニコラスの目の前に、コウモリ型クリーチャーが地響きとともに降り立つ。顔を近づけて豚鼻を広げ、ニコラスのにおいを大きな鼻び孔こういっぱいに吸い込んだ。


    「……ペットにしては不細工すぎるぞ」


    「否ノー。見た目はたいして重要ではない。私を街の外に運んでくれさえすればよいのだから」


    　ニコラスの黒髪を摑つかみ、頭を引き上げる。


    「それに、邪魔者を跡あと形かたもなく消化してくれれば尚よい」


    　ソーンボーンのやろうとしていることを知り、今さらニコラスは慌あわてた。


    「や、やめたほうがいいんじゃないか、俺おれの体は添加物たっぷりだ。腹を壊すぞ」


    「否ノー。こいつは薄汚よごれたこの廃はい墟きよのコンクリートブロックを変生させて生み出したものだ。きっと悪あく食じきに違いない」


    　どうやらソーンボーンの予測が正しかったらしい。コウモリ型クリーチャーは大きく口を開き、牙きばをむいた。すさまじい悪臭が口内から漂ただよう。


    　ぐう、とコウモリの首が伸びた。背をのけぞらせて抵抗するニコラスの体を容よう赦しやなくかじりとろうとする──と、突然ソーンボーンがニコラスを絡め取ったまま飛び退のいた。クリーチャーの牙が空振りして、何もない空間で牙がガチリと嚙かみ合わされる。


    　何が起こったのかわからないニコラスの目の前で、クリーチャーの豚鼻に何か巨大なものが激突した。ギギッ！　と金属のこすれるようなクリーチャーの悲鳴が響く。何か硬いものが砕け、ひしゃげる音がして──それでも勢いは止まらず巨大コウモリは壁にまで押し込められた。


    　壁との間にコウモリを挟み込み、墓ぼ標ひようのように屹きつ立りつしているのは、どこかの屋根からむしり取られたらしい金属製の看板──ポップな字体で【害虫、害獣駆く除じよならお任せ！】と書かれている。それに、レモンイエローの光を帯びていた。


    「……遅い」


    　そんなニコラスのつぶやきに応じるかのように、看板の向こう側からぴょこんと黄色い髪の少女が現れる。その格好は、いつもの《黄の印イエローサイン》としてのボディスーツ姿だ。


    　ザジは詫わびるでもなく、周囲に散らばっているレンガとモルタルの塊かたまりにシールをなすりつけて浮かび上がらせた。両手に浮かび上がる環リングで、そのすべてをコントロールする。


    　ソーンボーンはニコラスをツタで手元に引きつけたまま、今度はザジに相あい対たいする。


    「……てっきり、手を出してこないものかと思っていたよ。二人が仲間だというのは、私の見当違いな思い込みなのかと」


    「俺たちのことをマークしてたんだな」


    　ツタに絡め取られたまま、ニコラスが言う。ソーンボーンはうなずく。


    「是イエス。君の心臓の音は特徴的だったからな。相棒の正体もすぐに感づくことができた。だが、さっきも言ったように私の目的はオラクルだけ。君たちのことなど──動くな！」


    「…………」


    　無言でコンクリート片を打ち出そうとしたザジに、ソーンボーンは人質の存在を強調してみせた。


    「おとなしくしていたほうが賢明か？　是イエス。君の相棒を死なせたくないのなら」


    「…………」


    「君のせいで私の逃走手段は失われてしまった。選択が必要か？　是イエス。私にも、君にも」


    　口く調ちようにはっきりと失意をにじませながら、ソーンボーンはツタを使い、足あし下もとに転がっていたオラクルの入った木箱を持ち上げた。


    「人生は選択で成り立っている。是イエスか、ｏｒ否ノーか。為すべきか、為さざるべきか　to be or not to be　。《黄の印イエローサイン》、チェスターフィールドで生まれたミスティック。君の選択を見せてもらおう」


    　ソーンボーンは燕えん尾び服ふくから、歪いびつな三角形のクラフトを取り出した。中央にメーターのようなものがあり、時間を計るタイマーに似ている。それを、オラクルの入ったケースに貼はり付けた。


    「私の研究分野は人工的な変生現象クリーチヤライズだ。応用次第では、こういうことも可能になる」


    　クラフトを貼り付けられた木箱がもぞもぞと動き始めた。木箱全体が蠢しゆん動どうを繰り返し、やがて茶色い木目を残したまま一個のクリーチャーと化す。翼を持つ、茶色いコウモリ。


    「変生したのは箱だけだ。中のオラクルは無事。こいつを放せば、私がプログラミングした帰き巣そう本能に従い、私の研究室ラボまで飛んで戻るだろう──腹にオラクルを抱えたまま、な。しかし、君がオラクル欲しさにこのクリーチャーを追えば、その間に私はこのニコラスの命を奪う。さて、選んでもらおうか、《黄の印》」


    　片手にニコラス、片手にクリーチャー。その二つを突きつけた。ザジが動揺する。


    「人生の選択は常に二者択一だ！　手にできるのは二つに一つ！　仲間か？　それともオラクルか？　選ぶがいい！」


    　クリーチャーが放たれた。翼をはためかせて、オラクルを飲んだクリーチャーが、崩ほう壊かいした廃駅の外へと飛び出していく。


    　ザジは視線をクリーチャーとニコラスの間にさまよわせた。


    「俺おれを助けろ、ザジ」


    　ツタで徐々に首を絞められながら、ニコラスが言う。


    「……お前には、わかってるはずだ。どうすべきか……俺を助けるんだ、早く！」


    　どちらの選択肢にも、時間がない。ザジは、ついに選んだ。


    　リング状のシールを傾けて、レンガ塊を飛ばす。強打を受けて、ソーンボーンがうめき声とともによろめいた。さらにシールを操作──看板の陰から飛んできた中華包丁が、ニコラスを拘こう束そくするツタを切断していく。


    　自由になったニコラスは、咳せき込みながらもすぐに行動を開始した。崩壊した壁に向かって駆かけ出し、オラクルを追う。追いながら叫ぶ。


    「足場！」


    　その一言で、ザジは理解した。すぐに必要なレンガを集めて飛ばし、外に向かって飛び出したニコラスを着地させる。


    　そのときには、ニコラスの左腕は変形を完了させていた。二の腕が砲ほう身しんとなり、そこから飛び出したグリップを握る。蒸気圧縮砲スチームレイ──ニコラスにとって、真の切り札。


    　ゴーグルのレンズが回転し、照しよう準じゆんを合わせる。クリーチャーはすでに遠くまで飛び去っていたが、蒸気圧縮砲スチームレイの射程は現代兵器の中でも並外れて長い。


    「生まれたてで気の毒だが、お前は駆く除じよ対象だ」


    　義ぎ肢し内ないにためられた重蒸気ヘビイスチームが、圧縮されて撃ち出される。物質化したエーテル弾だんは螺ら旋せん状じようのエーテル雲を残して飛び、クリーチャーをオラクルごと打ち砕いた。


    　ゴーグルの中の標的が粉々に砕け散ったのを確認して、ニコラスは左腕の排気口から蒸気を排出する。


    「遠距離射撃の自己新記録だな。とにかく……間に合った」


    　尻しり餅もちをつくと、急ごしらえの足場がふよふよと動き出す。そのまま運ばれた先で、ザジが待っていた。なんだか深刻な顔をしている。


    　なんだか気まずい空気に眉まゆをひそめて、ニコラスは尋ねる。


    「……なんだよ」


    「教えて。どうして、ニコはオラクルを壊すのを、手伝ってくれるの？」


    「何言ってんだ？」


    「答えて」


    　軽口で茶ちや化かそうかと思ったが、ザジの顔色はいつになく深刻だった。事情はまるでわからないが、真剣に尋ねているらしい。


    「……オラクルは危険だから壊さないといけない。それに、お前の父親が死んだ理由でもある」


    「それは、わたしが言った理由。ニコの、理由は──」


    「お前がそう言ったからだよ」


    　こともなげにニコラスは言う。ザジは目をぱちくりさせた。


    「……それだけ？」


    「そうだけど。相棒の言うことはそりゃ信じるだろ。命あずけてんだから。お前がオラクルは邪じや悪あくで危険でムカつくから壊さないといけないって言うなら、俺おれは手伝うよ」


    「…………」


    「……なあ、おい。本当に大丈夫か、お前？」


    　無表情だったザジが、ぷっ、と噴き出した。珍しくはっきりとした笑え顔がおになる。


    「うん、大丈夫になった」


    「……？」


    　ニコラスは怪け訝げんな顔。


    　訝いぶかしむような顔から、ハッとする。


    　ザジの背後に、満身創そう痍いのソーンボーンが忍び寄っていた。


    



    
      ◆

    


    



    　ザイクロトルの緑色の腕の中で、シルフは翼を動かすこともできず、両腕だけを出したまま拘こう束そくされている。


    「合体技ですって？　そんなことさせるわけがないじゃない」


    　怒りに声を震わせて、アルラウネが言う。


    「シルフィード・イージーのシールが持つ特殊性『エーテル相そう転てん移い』……結晶化するほど高いミアズマ濃度が、他人のシールの力を吸収し、増ぞう幅ふくさせる。わたしはよく知っていてよ。前はそれで散々痛い目にあわされたんだものね！」


    「アルラウネ！　シルフを放せ！」


    　炎をまとって飛び上がったサラマンダーを、アルラウネは見もせずに巨獣ベヒモスの腕で振り払った。


    　ザイクロトルの縦長の体がぐねりとうねって、サラマンダーを見下ろす。


    「サラマンダー！　貴女あなたはそこで見ていなさい！　仲間が翼を無む残ざんに引き裂かれて、地面に叩たたきつけられるところをね」


    　怨えん嗟さを込めて、アルラウネは捕らえられた小鳥のようなシルフにザイクロトルの別の腕を近づける。


    「貴女の運命を聞いたでしょう？　覚悟は──……貴女、いったい何をしているのかしら」


    　絶体絶命の状況でシルフはあろうことか、銀髪を束ねる髪留めをいじっていた。


    「わたしの話を聞いていて？　貴女はこれから翼をもがれて……」


    「よし、とれた！」


    　髪留めが外れて、銀髪がなびく。髪の束の中からシルフは、青と緑の混じり合った宝石のような結晶を取り出していた。


    　胡う乱ろんな顔でそれを眺めていたアルラウネだったが、結晶の中に青い涙型を見つけてしまったことで一気に血の気が引いてゆく。


    「ウ、ウンディーネのシール!?　ま、まさか、貴女はもう、すでに……？」


    「そ。ここへ来る前にもらっといたの、シール」


    「どうして!?　そんなものがあるなら、な、なんで、どうしてサラマンダーに──」


    「奥の手を簡単に見せるわけないじゃん。見せなかったから、あんたはこうして念入りにあたしを縛しばり上げた。ここまで絡めちゃったら、植物を操あやつれるあんたにもほどけないんじゃない？」


    　青と緑の結晶を差し出す。アルラウネが恐怖の悲鳴を上げた。


    「ま、待って！　待ってちょうだい！」


    　シルフは今日きよう一番の笑顔で答えた。


    「やなこった」


    　結晶がシルフの手の中で砕け散る。骨の芯しんまで凍り付かせるような冷気が、風とともにあふれ出す。シルフはその超低温の風を手の中に集め、奔ほん流りゆうの形で解き放つ。


    「風とともに歩むものウエンデイゴ！」


    　すべてを凍いてつかせるブリザードが、ザイクロトルに襲おそいかかった。アルラウネはクリーチャーの中に身を沈めて自身を守るが、その腕ごと巨きよ獣じゆうの全身が凍り付いていく。


    　吹雪ふぶきがおさまった後、シルフは自分を拘こう束そくしていたツタを力任せに砕き叫んだ。


    「ぶっ飛ばせ、サラマンダー！」


    　屋根に伏して吹雪に耐えていたサラマンダーが身を起こした。シルフが戦っている間にバックパックの異常は取り除いてある。炎を噴射して、まっすぐ上空目指して飛ひ翔しようする。ザイクロトルの頭上で停止した。


    「脳内麻薬エンドルフイン、全っ開インジエクト！」


    　今度は上から真下へ。サラマンダーは狙ねらいを定める。


    「サラマンダー・オーバードラァァアアイブッ！」


    　全身炎と化したサラマンダーが頭から突っ込んで、凍り付いたザイクロトルの巨体を貫つらぬき、粉ふん砕さいしていった。


    



    
      ◆

    


    



    　ソーンボーンはザジのすぐ後ろに立っている。


    　──ザジはまだ気づいていない。
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    　ソーンボーンは前まえ屈かがみになり、腹を押さえている。


    　──ニコラスの目には、彼の腹の中で何かが蠢うごめいているように見えた。


    「──下がれ！」


    　ニコラスが左腕の蒸気圧縮砲スチームレイを向ける。すべてがスローモーションに過ぎていく中で思い出したのは今け朝さ、マダムと話したこと──「いつか、一線を越えなきゃいけなくなる」。


    　蒸気圧縮砲は発射された。どんなものも一撃げきで穿うがち、砕く必殺の弾丸が。


    　しかし、弾丸は虚むなしく通り過ぎた。狙ねらいを外したのではなかった。蒸気圧縮砲がソーンボーンを貫つらぬくより前にザジが能力を使い、瓦が礫れきを動かしてソーンボーンを殴り飛ばしたのだ。


    　小男であるソーンボーンの体が、ボールのように跳ね飛んだ。壁にぶつかり、そのまま床ゆかへ落ちる。べしゃり、と濡ぬれた音がした。


    　棒立ちのザジを置いて、ニコラスがソーンボーンに駆かけ寄る。その周囲には早くも血だまりができていた。


    「……死んでる」


    　ザジはショックを受けた顔をしたが、ニコラスがそれを打ち消す。


    「お前のせいじゃない。見ろ」


    　ソーンボーンの体は、内側から貫かれていた。鉄骨のように硬く、槍やりのようなツボミを持つ植物型クリーチャーが腹を突き破って生えていたのだ。


    「……自殺だよ。最さい期ごにお前を巻き添えにしようとして、失敗したんだな。ざまあない。似合いの最期だ。クソッタレ」


    　ザジを慰なぐさめるために言っているのか、それとも自分の怒りを口にしているのか、ニコラスにもわからなかった。ただ、言葉だけが口をついてあふれ出る。


    「オラクルを持ち出すという選択も、オラクルを諦あきらめてこの街から逃げ出すという選択もできなかった負け犬が、最後に選んだ二者択一だ。おとなしく捕まるか──死を選ぶか。マダム・ヘイズの言ってたことに同感だな。こいつの死に様ざまを見られてよかったよ。まったく……」


    　いつの間にか寄り添っていたザジの手が、やさしくニコラスの右の肩に触れる。温かい手のひらの感触を感じて、ニコラスは口を閉じた。


    　振り返らなくても、言葉を交わさなくても、ザジが自分をいたわっていることが伝わる。その温かさで、自分がいかに取り乱していたかを認めることができる。


    「……ようやく見つけた手がかりだったんだ。俺おれの過去につながるはずだった」


    　大きく息を吐く。気持ちを落ち着かせるために。


    　まだすべて終わったわけじゃない。手がかりがすべて失われたわけじゃない。


    　そう自分に何度も言い聞かせて、ニコラスは立ち上がる。ザジは心配そうにニコラスを見上げていて、ニコラスはなんとか笑ってみせた。


    「俺は大丈夫。それより、お前は鎧よろいをとってこい。オラクルが破壊された今、ブラスマン・ザジのアリバイをつくっておいたほうがいいからな」


    　ザジが去ってからも、ニコラスはしばしそこにとどまり、自分の両手を見比べていた。


    　自分はついさっき、この手で人を殺そうとしていたのだ。


    　その決断に悔くいはない。相棒を護まもるために、迷わず決断できたことを安心する気持ちもある。


    　しかし──


    　生身の右手は小さく震えている。


    　機械仕掛けの左手は微び動どうだにしていない。


    　ニコラスは、二者択一の問いを自分に投げかける。


    　──いったい、どちらが本当の自分なのだろう。


    



    
      ◆

    


    



    「はあ!?　《黄の印イエローサイン》!?」


    　ビザーバーグ警察本部で、シルフは大声を上げていた。ウンディーネは胸の前で腕を組んで、やれやれと首を振る。


    「まさかとは思ったけれど、本当に気づいてなかったなんてね」


    「あのパツィが？　冗談でしょ」


    　かたわらで二人のやり取りを見ていたデイナが、呆あきれ気味につぶやく。


    「何度か戦ってるはずなのに、なんで顔も覚えてないわけ？」


    「シルフはサポートが多いし、最近サボってばかりだったから」


    　サラマンダーもまた呆れ気味に、しかしうれしそうに言った。ウンディーネはショックで頭を抱えるシルフを指さして、


    「もうサボタージュは許しません。どこへ逃げ出そうと捜し出すから、そのつもりで」


    「わかったってば。あんたのそーゆーしつこいとこ本当に……」


    　ちょうど、警察本部の廊下をバスカーズがやってくる。警部に付き添われた、ニコラスとスチームアーマーの巨漢、ザジの二人──それに気づいたエリーが目を細めた。


    「……あの男、確かチャイナタウンで……」


    「ニコラス・ハルトゼーカー」と、ため息交じりにデイナが名前を告げる。「バスカーズのことも覚えてなかったわけ？」


    「ああ、バスカーズね。知ってる知ってる。うん、超知ってる。名前聞いたことあるし」


    　行ゆく手にトライデントがいることに気づくと、ニコラスはいつもどおりの皮肉をぶつけた。


    「こりゃ珍しい。トライデントが三人そろってるなんて」


    「さっさと失せなさい、奇術師ジヤグラー。あなたたちはここに長居する必要はないはず」


    「言われなくてもそうするさ。ここのコーヒーの不ま味ずさにはうんざりだからな。行くぞ、ザジ」


    　ザジはどういうわけか、ニコラスに促うながされるまでずっとシルフを眺めていた。


    「……、…………。」


    　ザジが、去り際にヘルメットの中で何かつぶやく。シルフはハッとしてザジを見返した。隣のウンディーネに尋ねる。


    「……今の声、聞こえた？」


    「何が？」


    　シルフはザジの背中をずっと見つめている。一度、ザジが後ろを振り返った。そのとき、シルフは何かの確信を得たように彼に呼びかけた。


    「ザジ！」


    　呼ばれたザジだけでなく、ニコラスとトライデントも驚いてシルフを見る。


    　シルフは柔らかく笑ってから、「またね」とだけ言った。


    　ニコラスは不思議そうに相棒を見つめていたが、しびれを切らした警部に促されて二人は足並みを揃そろえて去って行く。


    「……今の、どういう意味？」


    　疑わしげに尋ねるウンディーネに、シルフは「さあね」とだけ答えた。

  


  
    エピローグ　アフターストーム、カムズ……？


    



    



    「バスカーズの仕事中にオラクルを見つけても、すぐには手を出すなとあれほど言っておいたろうに。まったく、呆あきれたね」


    　ニコラスから事の顚てん末まつを説明されたマダムは、眉み間けんに皺しわを寄せてそう言った。


    　リビングのソファに腰を下ろしたマダムと向かい合ってニコラスは、今度こそマダムを怒らせないよう気を遣って話している。


    「マダムの忠告は覚えていたさ。でも、あそこで撃たなかったらオラクルを見失っていた」


    　マダムは上品に目を細めてニコラスを見つめた。そうすると長いまつげが目立ち、ニコラスは彼女の年齢がわからなくなる。最初の世界大戦の頃にはまだ十代だったと聞いているが。


    「……あたしは見み逃のがしてやってるがね。うちの組織は、あんたたちがオラクルを破棄してまわることを認めないだろうよ。あたしだって、その行為に意味を認められないんだから」


    「マダムが俺おれたちの意思を尊重してくれていることには、感謝してるよ」


    　深すぎて底の見えないマダムの目の色を、鉄色の瞳ひとみで見返してニコラスは言った。


    「……ふん、まあいいさ。ジョージ・ハーバート教授ことカーナボン卿きようとは面識があるからね。それとなく手をまわしておけば、事を荒立てないようにはできるだろう」


    「知り合いだったのか？」


    「あの男をエジプトの呪じゆ術じゆつ師しから救ってやったのはＨＡＭＭＥＲＳハンマーズだよ。その見返りに、アフリカ奥地にあったディスコルディアの拠きよ点てんを襲しゆう撃げきする手伝いをしてもらったがね。命を助けてやったんだから、もう少しばかり恩に着てもらうとするよ」


    　なんだか得意げに言ったマダムは、帽子をとって立ち上がる。そうそう、と付け足した。


    「ソーンボーンは手配リストに載っていたよ。確かに学派デイシプリンは『生命バイオ』だった。イルカやコウモリの生体ソナーを兵器転用する研究をしていたようだね。つまり……あんたの体とは無関係だ」


    「……そうか」と、ニコラスはひっそりつぶやいた。わかっていたのに、声に落胆がにじむ。


    　ニコラスの失望をよそに、マダムはまた独り言のようにつぶやいた。


    「ただ、気になることがある。あんたは、あの男が自ら死を選んだと言ったね？」


    「少なくとも、俺おれにはそう見えたよ。それが変か？」


    「変さ」と、マダムは断じた。「ディスコルディアの人間が、そんな殊勝なもんかね」


    　当て推量のようだが、彼女の見解には経験からくる説得力がある。反論は難しい。


    「オラクルを手に入れようとしたのは、ディスコルディアの人間として当然の探究心だろうさ。でも失敗して死を選ぶなんてことはあり得ない。奴らの生き意地の汚さはよく知ってる」


    「だから自殺するはずがない、って？　例外もないと？」


    「……あったよ、鋼鉄都市でね。プロフェッサー・シュルツの部下、セリグマンだ。シュルツの計画を吐かせようとしたら、歯に仕込んでいた毒を嚙かんだ」


    　詳しく説明するつもりはないらしい。何か用事でも思い出したかのようなせわしさでリビングを横切って、玄関に向かう。振り返って、最後に言った。


    「セリグマンは今いま際わに教えてくれたよ。ディスコルディアの研究者は、実験の邪魔になるような真似は絶対に、死んでもしないんだとさ」


    　邪魔したね、と付け加えてマダムは、キッチンにも辞去の挨拶を投げかけてから雨の街へと出て行った。


    　窓の外、本格的に降り出した雨を眺めながら、ニコラスはマダムが言ったことを考えている。


    　彼女の言葉を信じるなら、ディスコルディアの研究者は自殺などしない。するとすれば、自分の存在が実験の障害となってしまうときだけ──なら、なぜソーンボーンは死を選んだ？


    「……奴らは、何かを行おうとしているのか？　この街で──」


    　ニコラスがつぶやいたそのとき、テーブルの上に鍋敷きが黄色い光と共に舞い降りた。一拍遅れて、ドンと大きな鍋が鍋敷きの上に着地する。


    「……なんだこれ」


    　キッチンからやってきたザジに言う。ザジはシールを使って器用に食器を運んでいた。


    「晩ご飯。餃ペリ子メニ。チャイナタウンで、食べた。美お味いしかった」


    　言って、さっきまでマダムが座っていたソファに腰を下ろす。いつもと変わらない無表情で。


    「……おい、そういえば聞いてなかったけどお前、なんであのときシルフと一緒にいたんだ？」


    「おかしい？」


    「いや、おかしいっていうか……」


    「おかしくない。ニコが、わたしといるのも、おかしくない。エリーといるのも、そう」


    　……意味がわからない。わからないが、わからないなりにニコラスは、とりあえず「そうか」と言っておいた。ザジは「うん」とうなずいて、もぐもぐやっている。


    　わからないことは多いけれど、少なくとも相棒の機嫌は悪くはないようだ。


    



    
      ◆

    


    



    　モラゴニーエリアのヒスパニック街──とある料理屋ではその晩、お祭り騒ぎが起きていた。


    　アンジェリーナ・レンフィールドは店内から聞こえてくる騒ぎ声に辟へき易えきとし、本気で帰ろうかとも考えたが、折り悪く外は雨が降り出している。迷いながらも、結局は中へ入っていった。


    　店の中は外から想像できたとおりの馬ば鹿か騒ぎの真っ最中で、悪魔が荒らして回ったとしか思えないような有様。それが、アンジェリーナが一歩入った瞬間静まりかえる。どうやら無事に用事は果たせそうだ、というアンジェリーナの見込みは、完全に誤解だった。
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    「トライデントのお出ましだ！」


    　そんな声が聞こえたと思った瞬間、アンジェリーナは人の波にもみくちゃにされることになった。あちこちから「お嬢さん」「ウンディーネ」と呼ばれながら体を触られまくる。


    「ちょ、ちょっと離れてください！　わたしはエリーに会いに来ただけで、というか、わたしはウンディーネじゃ──きゃあっ！　い、い、今お尻しり触ったのは誰!?」


    　アンジェリーナは群がる人々をなだめすかし、時にはおどしつけたり凍とう傷しようを与えたりして、なんとか店の二階に陣取っていたエリーの元へたどり着くことができた。


    　髪型も衣服もすっかり乱れたアンジェリーナを見て、エリーは心底愉快そうに笑う。


    「ようこそ。今日きようはファミリーの結婚式があったんだ。ゆっくりしてってよ」


    「いいえ、話を終えたらすぐに帰らせてもらうわ」


    　アンジェリーナはエリーの対面に腰掛けた。エリーは余っていたグラスを差し出して、


    「オレンジジュースでよかった？」


    「いえ、結構。ただ、あなたが今、テーブルの下に隠したグラスにアルコールが入っていないか、後で確かめさせてもらうけど」


    　エリーの目が泳いで、アンジェリーナは差し出されたグラスにオレンジジュースを瓶びんから注いでエリーに返した。


    「ところでアシュリーは？　わたしよりも先に、こちらについているはずだけれど」


    　エリーは向かいの個室を指さした。そこでは、アシュリーがヒスパニック街に暮らす中南米系ラテイーノの子供達と真ま面じ目めな顔で議論を交わしている。


    「だーかーらー、ボクシング最高の技術はジャブとフットワークなの！　で、それを最大限に活かすスタイルがアウトボクシング！　インファイトなんてハイリスクだし、選手生命だって縮めるよ！」


    「でもポイントとって逃げ回るなんてかっこ悪ぃよ、なあ？」


    　髪を逆立てたた少年が言って、隣の坊主頭の少年もうなずく。


    「フロイド・パターソンとか超クールだもん。時代はピーカブースタイルだよ」


    「パターソンはメチャ強いしカス・ダマトも偉大だけど、ピーカブースタイルだけが正解じゃないの！　だけど、一番正解に近いのはアウトスタイルなの！　わかるでしょ!?」


    「わかんねぇよ」


    「パンチ力だけがボクシングじゃないんだってば！　あの芸術的な美しさがなんでわかんないかな！」


    「わかんねぇって」


    　アンジェリーナにもわからないので、そっとしておくことにした。ボクシングのことになると饒じよう舌ぜつになるのは知っていたが、彼女の口から「芸術的な美しさ」なんて言葉が聞けるとは。


    「あいつ、サラマンダーやってるときはインファイト大好きなくせになー」


    　エリーが言う。トライデントの活動には消極的でも、ちゃんと仲間のことは見ているのだ。


    「接近戦のリスクを承知しているなら結構なことよ。徒と手しゆ格闘に関してはわたしたちよりよほど才能に恵まれてるから、口出しするだけ野や暮ぼでもあるし」


    「ふむ。一応聞いておくけど、あんたもボクシングの話をしにきたってわけじゃないよね？」


    　エリーの方から催促されて、アンジェリーナは一つ目の用件を話し始めた。


    「……先日の件だけど、とりあえずアルラウネの一味についてはほとんど全員を確保することができたわ」


    「強盗事件は街のあちこちで起きてたんでしょ？　よく引っ張れたなー」


    「ビザーバーグ警察が捕らえたギャングを片っ端から尋じん問もんして、集合場所を吐かせたのよ」


    「……あいつら、そういうの得意だもんね」


    　警察にはあまりいい思い出のないエリーは吐き捨てるように言った。


    「ただ、中核人物と見られるソーンボーンだけは死体で発見されたわ。それに破壊されたオラクルもね。ソーンボーンは自殺の可能性が高いようだけど、オラクルの方はソーンボーンが壊したのか、それとも《黄の印イエローサイン》の仕し業わざなのかは今のところ不明……」


    　エリーは興味なさげにハバネロのピクルスを囓かじり、「ふーん」と相づちを打つだけ。そんな彼女の顔をたっぷり見つめてから、ウンディーネは用心深く尋ねる。


    「……一応聞いておくけれど、あなた本当に《黄の印》のことは何も知らないのよね？」


    「知りませんなー、ぜんぜん知りませんですなー」と、すっとぼけた顔でエリーは答えた。


    　──かなり怪しい。でも噓うそだと断定はできない。腹芸に関してエリーは、アンジェリーナよりもはるかに達者だ。この顔から真実を引き出すのは、困難極まる。


    「……まあいいわ。それより、わたしはあなたに言っておかなきゃならないことがあるの」


    「何よ改まって」


    「少数の命と多数の命、それらが天てん秤びんにかけられたら、わたしは後者を救うわ。たとえ、少数の中にわたしの身内がいたとしても」


    「またその話？　前にも聞いたよ」


    　エリーはうっとうしそうに顔をそむける。しかし、アンジェリーナは話を続けた。


    「でもね、エリー。わたしはそう簡単に自分の大切な人間を見捨てられるほど強くはない。ウンディーネ一人なら、きっとどちらも助けることはできないと思う。『少数を切り捨てる』という選択ができるのは、信頼する仲間がこぼれた命を救ってくれると信じているから」


    「……あっそ」


    「そう。だから、あなたは迷うことなく自分の身近な人間を優先して護まもればいい。あなたが護れなかった他の人たちは、ウンディーネとサラマンダーが救うわ。絶対に」


    　階下の喧けん噪そうが大きくなる。誰かが無茶をやって、それで盛り上がっているらしい。


    「……今日きよう結婚したのはね、《鷹アギラ》の元・メンバーなんだ」


    　エリーがぼそりと言った。


    「新郎のホセはめちゃくちゃ頭の悪い単たん細さい胞ぼうだったから、こいつは早晩死ぬだろうなって昔は思ってた。酒や薬で羽撃式飛行機械オーニソプターの運転をミスるか、くだらない喧けん嘩かで刺されるか。そういうの、ここらじゃ珍しくなかったし」


    　階下からは相変わらず賑にぎやかな喧けん噪そうが聞こえてくる。その中に、幸せな新郎もいるのだろう。


    「ギャングってのは、少数派にとって生きるための手段の一つ──あたしは、ばーちゃんからそう教わった。何をしてもいいわけじゃないけど、大切な人たちのために誰かが泥をかぶらなきゃいけないときがあるって。ブロンジィのやつもそう。あいつは野心家で、今もそれを捨てられないみたいだけど、チャイナタウンの不利益になるようなことは絶対にしなかったよ」


    　エリーは背もたれに体をあずけた。天井のファンを見上げ、


    「でも時代は変わって、ギャングは昔ほど必要なものじゃなくなった。手を汚よごさなくても生きていけるようになった──だから、あんたがあたしを誘ってくれたのはいい機会だったんだと思うよ。みんなも、あんたには感謝してる」


    　そのときアンジェリーナは、自分たちが座るテーブルに老人が一人やってきているのに気がついた。老人はアンジェリーナの手を取り、スペイン語で何かを話しかけ、それを終えると名な残ごり惜しそうに笑え顔がおで何度も振り返りながら階下へもどっていった。


    　エリーは「な？」とアンジェリーナにほほえみかける。アンジェリーナは、自分の手を見つめた後で、エリーに尋ねてみた。


    「今の老人は……わたしに何と？」


    「『あなたの尻しりのさわり心ごこ地ちは、六年前に死んだ妻の次に良かった』って」


    「……あいつか」


    



    
      ◆

    


    



    　街の拘こう置ち所しよの中には、ミスティック専用の独どく房ぼうがある。そこでは脱だつ獄ごくを防ぐための処置として、目につくあらゆるものに屍し銀ぎんによるコーティングが施ほどこされていた。


    　この処置によりＳ型ミスティックは、脱獄を助けてくれるほど強力なクリーチャーを呼び出すのがほとんど不可能となり、それはアルラウネほど強力なミスティックでも例外ではない。


    　今の彼女はお気に入りの緑の衣装も奪われ手錠をかけられ、硬いベッドの上で膝ひざを抱えている。屍銀加工は囚しゆう人じん服ふくにさえ及んでおり、照明を浴びて屍銀繊せん維いがキラキラと光るのがアルラウネの神経を逆さか撫なでした。


    　トライデントに敗れた女怪人フリークスは、ここに閉じ込められてからというもの身じろぎ一つしない。それは決して心を改めたからなどではなく、腹の中は怒りで煮えたぎっていた。


    　廊下から靴音が響いてくる。やけに甲高いその音も、今のアルラウネにとっては不愉快だった。よりにもよってその靴音は、アルラウネの独どく房ぼうの前で止まった。


    　がしゃん、と錠じよう前まえが回り、扉とびらが開く。アルラウネが憎ぞう悪おに凝こり固まった目をそちらに向けると、意外にも、そこに立っていたのは看守ではなかった。


    「快適な独房生活を邪魔して申し訳ない」


    　傘かさをついた男だった。ミスティックらしく髪は赤しやく銅どう色。顔を真っ白に塗りたくり、唇くちびるには青い染料を引いている。素顔はかなりの美形らしく、嫌味な色気がある。


    「俺おれはブロンジィ。一緒に仕事をしてくれる相棒を捜してる」傘をアルラウネに向けた。「俺と一緒に来るならお前は自由になる。俺を追い出したいなら、それでもいい。刑務所暮らしにも楽しみはある」


    　アルラウネは眉まゆをひそめた。何かの勧誘らしいが、風ふう体ていが怪しすぎる。


    　そのとき、もう一つの足音が聞こえてきた。それもまたアルラウネの部屋の前で止まる。新たにやってきた人物を見て、白塗り男はまだマシなほうだったらしいと気がついた。


    　新あら手ての人物は、鉄パイプを絡み合わせて作ったような、奇妙なクラフトで頭を覆おおっている。鉄で出来た脳みその模型のようだ、とアルラウネは思った。さらに肩にはケープを羽織っていて、その外見はとんでもなく怪しい。


    「彼女は承諾しました？」


    　金属脳みそがブロンジィに話しかける。声がこもっていて、どういう人間か想像しづらい。


    「まだこれからだ」


    「……わたしに何をさせたいのかしら」


    　そう尋ねてやると、二人は顔を見合わせた。


    　ブロンジィが滴したたるような笑え顔がおを浮かべる。


    　きっと、金属脳みその方も同じように笑っていることだろう。二人は声をそろえて言う。


    「とんでもなく目立つことを」


    　うふ、とアルラウネが笑う。


    「トライデントを敵に回しても構わない？」


    「存分にどうぞ」


    　うふふふふふふ！　アルラウネが全身を揺らし、常じよう軌きを逸いつした笑顔になる。


    「お名前をうかがってもよろしいかしら、素敵な騎士さん？」


    「《ゴルディアス》」


    　そう名乗った男が、アルラウネに鍵かぎを投げてよこした。看守が持っていたものなのだろう、血が滴っている。


    「感謝するわ」


    　鍵を握り込んだアルラウネの手の中で、緑色の光が輝いた。手錠も鍵までは屍し銀ぎん製ではなく、そこから変生された植物型クリーチャーが手錠の鍵穴に入り込み、たやすく解錠してみせる。


    　ベッドから飛び降りて、自由になった手で久々の伸びをする。ゴルディアスと名乗った人物のかぶり物に手をやった。


    「あなたの頼みごと、手伝ってあげる。これでも義理堅いほうだから」


    「喜んで迎え入れますよ、アルラウネ」


    「よかった、よかった。これでみんな幸せ」と、ブロンジィが手を叩たたく。頰ほおが裂けるほどの笑え顔がおをゴルディアスに向けた。


    「俺おれの相棒が見つかった。これで、俺もゲームに参加できる。そうだな、ゴルディアス？」


    「ええ。欠けていたのは二人組の駒こまなので」


    「よろしい。トライデントの首は俺たちがもらおう」


    　ブロンジィの台詞せりふに、ゴルディアスは重そうな頭を横に振った。


    「その前に、ルールに変更があります。プレイヤーを他にも増やすことにしました。バスカーズです。彼らには、あちら側で参加してもらう予定になってます」


    「あいや」とブロンジィは驚きを言葉にして、「あいつらは俺たちの側だと思ってた」


    「バスカーズは、我々が扱いに困っていた駒を理想的な方法で処分してくれたんですよ。カナダに高飛びさせるより、死んでくれた方がよほど都合がいい駒でね。そのときの選択と行動からして、彼らはあちら側の方がふさわしいと判断しました」


    「駒というのは例の技術者か？　俺に言ってくれれば始末した。オラクルも失わずに済んだ」


    　ブロンジィが不満げに言うと、ゴルディアスは重さに耐えかねたように頭を傾けた。


    「あのオラクルはもともと、我々に協力する見返りとして彼に奪わせるつもりでした。それに、あなたが目立っちゃうのも困るんですよね。こちらの指示には従ってもらわないと」


    　ブロンジィは白塗りの顔をゆがめて笑う。


    「お前の計画は面白い。でも俺が仕切った方が面白くなるようなら俺が仕切る。そういう約束」


    「かまいませんよ。……ああ、そうそう。新プレイヤーであるニコラス・ザ・ジャグラー、彼と戦闘になった場合、彼の体を必要以上に損傷することは避けてください」


    「……どういう意味？」と、ブロンジィが怪け訝げんな顔をした。


    「彼の体には、貴重なクラフトが埋め込まれてることが確認されています。生身の肉体はいくら傷つけてもかまいませんが、クラフトは無傷で回収したいんですよ……プロフェッサー・ザカリウスの遺のこした、最後の傑作はね」


    　返事を待たずに、ゴルディアスは独どく房ぼうを出て行く。「よろしくね、相棒さん」とブロンジィに微笑みかけてから、アルラウネも続く。


    　ゴルディアスは仲間を引き連れて、静まりかえった廊下を無人の野のように進んでゆく。


    「さて、我々は忙しくなりますよ。そしてこの街は騒がしくなりますよ」


    　ゴルディアスの、絡み合う金属の頭部から楽しげな声が聞こえてくる。


    「警察とトライデント、それにバスカーズ。彼らがどのように結ノびツ目トを解くか、楽しみだな」

  


  
    あとがき


    



    



    　マッドサイエンティストなキャラクターが好きだ。よく考えてみればマッドサイエンティストが好きでこの物語を書き始めたようなところがある。


    　倫りん理りも常識も人間愛も、科学のためなら平然と捧げてしまうイカれた科学者はとても魅力的だ。彼らにとっては科学と真理の探究だけが至上の目的で、そのためにはどんな犠牲も平気で払う。道徳とかヒューマニズムなんていう科学の発展を妨さまたげる厄介ものは、ビーカーの底で焦げ付いて異臭を放っている。


    　彼らの正体は、我々が科学の発展に対して感じる不安の擬ぎ人じん化ではないだろうか。ヴェルヌやウェルズの時代の知識人がすでに感じていた不安と疑問は現代においても解消されないままであり、だからこそフランケンシュタインから続くマッドサイエンティストの水脈は今も途絶えることがない。


    　善悪の尺度から解き放たれた彼らが善人か悪人かはともかく、純粋であることは間違いない。純粋だからこそ彼らは魅力的で、純粋だからこそ手に負えないのだ。彼らはキラキラした瞳で我々に問いかける──「科学の進歩は本当に人を幸せにするのか？」


    



    



    　わかりません！　伊い崎ざき喬きよう助すけです。皆さまのおかげで二巻でございます。


    　一巻の発売後、読者様からの愛読者カードが届いたりしました。それを見て感激を通り越して錯さく乱らんしたりもしました。実際に作品を手にしていただいた方からの声というものは、なんとも重たくありがたいものであります。


    　この重みを大事にしながら、これからも自分の持っているものを全力で作品に込めていきます。


    



    謝辞


    



    　今回のプロットはかなり苦しんだ部分がありまして、「これ本当に出せるんだろうか」と本気で心配になったりしたのですが、こうしてなんとかなりました。


    　その辺はもう完全に担当編集の岩いわ浅あさ様のおかげです。私の段取りの悪さと要領の悪さにうっかりミスで散々ご迷惑をおかけしたのにもかかわらず、粘ねばり強くギリギリまで作品の質を向上させる助けをいただきました。ありがとうございます。


    



    　凱カイ様には今回も、敵も味方も魅力的なイラストを仕上げていただきました。「これ本当に出せるんだろうか」な時期に、凱カイ様のキャラクター・イラストは大いに奮ふん起きさせられるものがありました。素敵なイラストの数々をありがとうございます。


    



    　ガガガ文庫の先輩作家の皆さま。右も左もわからない新人に、たくさんの為になるアドバイスをして頂き、ありがとうございます。本当に為になっています。


    



    　この本を手に取って頂いた全ての方へ。ありがとうございます。皆さまのおかげでこの物語が続いております。


    「スチームパンク」、「マッドサイエンティスト」の他に執筆動機となっているものに「デカくてタフな巨人がガチンコバトル」という個人的嗜し好こうがあるのですが、今巻ではそれは少し控えめだったので次は多めに書くことができればいいなと考えております。


    



    　ヘビー級の戦いの他にも書きたいものは沢山ありますので、どうぞこれからも応援よろしくお願いします！


    



    



    ※　今回もあとがきの後に用語集があります。。


    ※　一巻の用語集では解説されてなかった用語の説明があります。


    ※　ネタバレはありません。


    ※　これを読まないと本編が理解できないなんてこともありません。


    ※　でも読んでくれると喜びます。作者が。


    



    



    
      伊い崎ざき喬きよう助すけ
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    伊崎喬助


    Kyosuke Izaki


    



    うちの父親が読む本はお堅い経済と歴史と時代小説ばかりなので、ライトノベルはわからないだろうと思いつつデビュー作を渡してみたところ、表紙を見て一言。


    「ああ、ガガガか」


    父さん……？
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